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第一話　鈍感の回



「えっ、丹たん下げ帰っちまったのか。……体調不良、そっか」



　午後六時過ぎ。夏祭り会場。

　おれと千ち歳とせは合流したさきっぽから、丹下が帰宅したことを聞いた。

　具合が悪いとは気づけなかった。

　今日の丹下は、様子がなんか変だとは感じていたけど。

　いつも自信満々で堂々としてんのに、落ち着きなくソワソワしてたり、

　いつも言いたいことは言いまくりなのに、おれになにか言いかけてやめてみたり、

　情緒不安定って感じではあった。

　それにおれは、丹下にバケツを投げつけられた。全くもって意味不明だ。

　丹下が帰る前には、もう夏祭り会場を一通り見てまわってたし、お小遣いも結構使っちまってたから、おれと千歳とさきっぽは「夏祭りを遊び尽くそうぜ」イベントを終えることにした。お開きにはちょうどいい時間だろう。

　駅での別れ際。

　さきっぽは、祭りの出店で腹一いつ杯ぱいあれこれ食べ過ぎたから、家の夕飯を完食できるかなと心配していて……、

　千ち歳とせは、丹たん下げにメールをしたが、送信してから丹下はもう就寝しているのではないかと思い当たり、それならメールは迷惑ではなかったかと心配していて……、

　おれは、留る萌もいという存在と共存する千歳をただただ心配に思った。



『三みつ石いし留萌』



　千歳が、中学時代に一緒に下校していた存在。

　千歳が、とても慕っていたのに、突然消えてしまった存在。

　千歳が、今でもずっと捜している存在。

　そして、三石留萌は今日突如として現れた。千歳にではなく、おれの前に。

　留萌は、自分は千歳の中にいる別の人格だと言った。

　留萌は、おれのことが好きで、おれとつきあいたいと言った。

　留萌は、おれにフラれたら、代わりに千歳の身体からだでいろんな男とつきあうと言った。

　おれのよく知る千歳の中に、留萌っていう得体の知れない存在がいる。

　今は夏休み中。今日別れてしまえば、次に会えるのは十日以上先。学祭準備のために登校する日だ。

　千歳の中に留萌がいるとわかっていながら、十日間も千歳のそばにいてやれない。

　でも、そばにいてやれたところで、おれにはどうすることもできねえ。

　千歳に留萌の正体を伝えるのも無理。留萌は千歳の身体の中から千歳の日常を監視してるらしい。留萌には自分の正体を誰だれにも話すなと言われてる。

　ヘタなことをして、留萌の怒りを買うわけにはいかねえ。

　取り返しのつかないことになって、危険が迫るのはおれじゃなくて千歳のほうだ。

　くそったれ。

　留萌に千歳を人質に取られたようなもん。結局おれは、お利口さんにも様子見するしかできねえんだ。

　駅から離れて、夏の夕暮れの街を一人歩く。

　別れ際の千歳の「じゃあな、十と勝かち」と言った声と唇を思い出す。

　おれは今日、中身は留萌だったが、千歳の唇とキスをした。

　今日は留萌だけじゃなく、千歳にも「好きだ」と言われたんだ。

　千歳はおれにつきあってとは言わなかった。ただただ、気持ちを伝えてくれた。

　千歳からの告白は嬉うれしかった。千歳を守りてえ。でも留萌はなにを考えてんのかまるでわからねえ。頭の中はグチャグチャ。

　手に負えねえ悩みと、なんにもならねえ考えが脳内を埋め尽くす。

　思考能力が五割増しになるはずの下校の道すがらでも、一向に解決の糸口がわからねえし、これからどうすればいいのかもわからん。

　家に帰ったところで、できることなんてねえ。

　寄り道したところで、できることなんてねえ。

　それでも歩き疲れるまで、千ち歳とせと留る萌もいのことを考えたかった。

　ただ、闇やみ雲くもに市内を徘はい徊かいでもすっか。

　おれは手に握ったバケツを見た。

　丹たん下げがおれに投げたバケツ。

　丹下が走り去ったあとも、そのまま路上に転がってた。バケツをそのまま置き去りにはできなかった。

　……このバケツ、丹下に届けに行ってみるか。

　留萌の思惑。千歳の未来。具合の悪い丹下も、もちろん心配の種の一つだ。



　駅を出て、一時間ちょい。午後七時半。

　背の低い家々の向こうに、背の高いシルエットになっている建物が見えた。

　グランカーサ彩いろどり。

　いつかの下校で「うち、ここなんだ」って丹下が言ってた。

　そんときの記憶を呼び起こして、丹下の家を探してみたが、ちゃんと見つけられたようだ。まあ、おれは教室の机に座ってるときより下校時の方が記憶力がずっといいんだ。

　マンションのアーチを抜ける。

　石畳の道の両りよう脇わきには花壇。足元のガーデニングライトに照らされた色とりどりの夏の花が綺き麗れいだった。

　重いガラス扉を開け、エントランス内に。

　でも、これで直接丹下の部屋まで行けるわけじゃなかった。

　エントランス内には、もう一枚の扉がある。しかも今度はオートロック。

　その扉の左手にはステンレスのポストがズラリ。丹下の部屋番号はわかんね。ポストをザッと眺める。発見。丹下さんちは７０３号。

　オートロックの操作盤に向き合う。キーボードに「７０」まで打ち込んで、おれの指は止まった。

　もちろん「３」の位置がわかんなかったわけじゃねえ。

　女の子の住む部屋のインターフォンを押すのに、ちょいとばかし緊張しただけだ。

　丹下以外のご家族の方が応対してくれたときのシミュレーションをあれこれ。

　踏ん切りをつけて、インターフォンを押す。

　……十数秒後。

「…………ハイ」

　おれは一気に安あん堵どした。丹下の声だった。

「おう、おれおれ、十と勝かちだ。池いけ田だ十勝だ」

「もー、フルネームで自己紹介とかしてくんなくてもいいよ」

　機械を通した丹たん下げの声は、いつもと変わんねえように聞こえる。サイダーのように甘くて弾はじけた声。体調は大丈夫なんだろうか？

「十勝ちゃんの姿、カメラにもろ映りだから」

　操作盤の上に、黒い小窓がある。そこにカメラがあるようだ。

「いきなり来てすまねえな。夕食時とかじゃなかったか？」

「ううん。今一人だから」

「そっか。おお、そうだったか」

　家に一人と聞いて、なんかドキッとする。バカだね。

「ねえ十勝ちゃん、なんか用があってきたんでしょ」

「おうよ。丹下、これ」

　おれはカメラに向かって、バケツをかざした。

「新品だろこれ、捨てておくのはもったいないぜ」

「十勝ちゃん」

「なんだ？」

「……帰ってくれないかな」

　いつのまにか、丹下の声が元気なく萎しぼんでる。操作盤の上の暗い小窓の中。冷たいレンズが濡ぬれたように光った。なぜかそれが、丹下の瞳ひとみのように思えた。

「ああ、ごめん、体調悪いんだよな。バケツだけ渡していいか？」

「それ、いらない。もう見たくない」

　声には強い拒絶の響き。

　やっぱり丹下の様子がいつもと違う気がする。

　体調悪いからだろうか、こんな切り捨てるような言い方を普段の丹下はしねえんだが。

　不穏な空気を察して、このまま素直に帰る。そんな選択肢もあったけど、ここで別れたら十日間は丹下と会う予定がない。留る萌もいの問題はやむなく様子見にしてるが、おれは本来様子見なんて好きじゃない。

　疑問を残したまま、丹下を放ほうっておけねえ。

「なあ。おれの気のせいかもしれねえけど、丹下どっか様子が変じゃねえか……なんかあったのか？」

　聞こえてくるのは丹下の微かすかな息づかい。すぐさま否定しないのは肯定の証だった。

「おれじゃあ、あんま頼りになんねえかもしれねえけど、聞かせてくれねえか」

「……」

　丹下がなにかを話すか話さないかの逡しゆん巡じゆんの間に思えた。

　たっぷり五秒待って、おれは言う。

「丹下になにかあったんなら、そいつは丹下の問題じゃねえ。おれ達の問題だろ」

「……うち達の問題？　どうして、そんな風ふうに思ってくれるワケ」

「丹たん下げはよ、おれの下校の仲間だし、高校で出で逢あった最高の友達だからよ」

　インターフォン越しだから言えるセリフ。面と向かっては恥ずかしすぎる。

「……うち、仲間？　……友達？」

「ああ、そうだろ。それ以外の何者でもねえ、とびっきりの仲間で友達だ」

　留る萌もいの登場。千ち歳とせの告白。キス。今日のおれはいろいろありすぎて、いつも以上に言葉に熱がこもる。

「うち、十と勝かちちゃんにとってそれ以外の何者でもない……完かん璧ぺきな友達」

「おうよ」

「…………ぐすっ、ぐすっ」微弱なノイズのような音が聞こえてくる。鼻を啜すする音？

「お、鼻風邪か？　おれに気にせずティッシュでチーンしてきてくれ」

　……。

　微かすかな空気の流れの音を聞く一分。スピーカーに、小さな呼吸音が戻ってきた。

「なあ丹下。夏風邪はつらいな。お大事にしてくれよ」

「……大丈夫。大丈夫、うちは大丈夫だから」

　大丈夫って言葉は繰り返し言われると全然大丈夫に聞こえなくなる言葉だった。

　心配は増す。実は体調すげえ悪いんじゃねえか、って聞こうとした矢先、全くもって予想外の言葉がやってきた。



「……十勝ちゃん。うち失恋しちゃった」



「え。し、失恋!?」

　丹下には好きな人がいるってのは知ってた。でもどこの誰だれかは知らなかった。失恋かよ。マジか。丹下のような可愛かわいい子がする恋は、漠然と叶かなうものだと思ってた。

「十勝ちゃん。インターフォンなのに、いいリアクションするね」

「なあ、それって今日のことなんだよな」

「……うん。そう」

　今日、丹下が誰かに失恋した。

　午前中は学校で最後の補講を受けた。

　夏祭りの待ち合わせに来たときの丹下を思い出す。午前中に失恋した女の子が、花柄の浴衣を着てくるとは思えなかった。

　夏祭りを見てまわってる間、おれや千歳やさきっぽが丹下と別行動を取ったのは、一時間ちょっと。丹下は恋愛の相談者にアドバイスをしに行くとかで。おれが留萌と初対面してた頃ころだ。

　あのとき、丹下は自分の好きな人に告白しに行ってたんじゃないのか。

　そして、フラれてしまった。

　おれはそんな風ふうになんとなく状況を察した。

　傷心の丹たん下げに、どんな風に失恋したのか聞くのがいいことだとは到底思えねえからな。

　大事なのは、失恋したときの状況をおれが詳しくなることじゃねえハズ。

　大事なのは、丹下におれが今なにをしてやれるかってことだ。

　月並みだけど、おれは丹下を励ましたかった。失恋したばかりの女子校生におれができることなんて、それぐらいだ。

「……」

　いや、でも。

　なんて声をかけてやればいいのかわかんねえ。

　インターフォン越しの沈黙は、面と向かってるときの沈黙よりも、電話越しでの沈黙よりも重かった。

　沈黙は「十と勝かちちゃん」と、いつも通りに聞こえる丹下の声で破られた。

「お、なんだ？」

「こっちはカメラで十勝ちゃんの顔バッチリ見えてるんだからね。十勝ちゃんがフラれたワケじゃないんだから、そんなしけた顔してないでよ」

　すぐに明るい調子でなにか軽口でも叩たたけたらよかった。おれは「お、おう。すまん」と妙に畏かしこまった返事しかできなかった。

　いとも簡単に再び沈黙になる。

　丹下の声は、もういつも通りじゃなくなった。

「……うちに同情してるカンジなの？」

「い、いや、そんなんじゃねえよ。むしろ逆だよ」

「逆ってどーゆうコト？」

　おれは丹下を励ましてえんだ。必死になって言った。

「丹下を振った男を哀れんでんだよ」

「え、ナニソレ」

「丹下を振るなんてよ、その男は思いっきり女を見る目ねえヤツだな」

　まるで目の前に丹下がいるような気分で、おれは操作盤に顔を寄せて言った。

　ところでマイクはどこにあるんだ？

　いや、マイクの位置なんてどうでもいい。腹に気合い入れて言えば、おれの声は充分届いてるはずだ。

「丹下はよ、一見自信家でワガママでナルシストモード全開のときは絡みにくくて、勉強ができることを鼻にかけたりするけど」

「ボロクソ!?　うち、かつてないほど悪くゆわれてる！　十勝ちゃんなんなの!?」

「待て待て！　どう考えてもこれから丹下の長所を言うパートに入る直前だっただろ」

「そうだったの。なら早くうちのいいところちょうだい」

「言うぜ。本当の丹下は思いやりのある優しい子なのにな」

「うんうん、それから」

「ん、それから？　いや、以上なんだが」

「終わり!?　短所のほうがかなり多かったんですケド。ここぞとばかりに悪口言いたかっただけじゃないよね」

「バカ言うなよ。おれは丹たん下げの良さに気づかねえヤツの悪口を言ってんだぜ」

　丹下は「そ、そうよね！」と急に弾はずんだ声を出す。

「そいつバカだよね。ぐすっ……ううん、バカどころじゃない。ってか大バカ」

「おう、大バカだ、大バカだ。脳なし野郎だぜ」

「うちとつきあえるチャンスを逃すなんて、ぐすっ、運にも見放されてるってカンジ」

「おう、運ねえ、運ねえ。大凶野郎だぜ」

　おれはどっかの誰だれかさんの悪口に思いっきり賛同する。

　たとえ悪口であっても丹下の声がいつものように元気になっていくのは、嬉うれしかった。

「つきあったら、うちの手料理とか食べ放題なのに、そいつマジ惜しいコトしてるから」

「おう、丹下の手料理か。旨うまそうだな」

「それにうちとつきあうってコトは、こんなにカワイイうちと手繋つなぎ放題なのに」

「おおう、丹下のお手々か。羨うらやましいぜ」

「手だけじゃないよ」

「ん？」

「……うちとつきあったら、うちとつきあったらね……ぐすっ…………ぐずっ」

　丹下の声に混じって、鼻を啜すする小さな音。

　おう、ティッシュで鼻噛かんできていいぞ。

　なんて暢のん気きなことを言おうとしたおれに、グチャグチャに濡ぬれた声が届いた。



「ぢのファーズトキズだっで、あげだのに」



　丹下、なに言ってんだよ。

　おれの声は出てこねえ。

　情けねえ。おれは、やっと気づいた。

　さっきからちょくちょく聞こえた鼻を啜る音。

　丹下はタチの悪い夏風邪を拗こじらせてるんじゃねえ。

　ただ、泣いてるんだ。

「おい、丹下」

「……ナニ、十と勝かちちゃん」

　丹下の声に悪口を言ってたときのような元気はもうない。ボロボロに傷ついた心が出す音。

　おれの今立つ場所から多分20メートルは上の部屋。そこで丹下が一人涙を流してる。

　おれになにが言えるんだろ。

「丹たん下げは我が校の男子生徒の憧あこがれの的なんだ」

　あれ、おれはなにを言おうとしてんだろ。

「だからよ」

　唐突にエントランスの外側のガラス扉が開かれる。

　四十代くらいの小太りの女性が入ってきた。只ただ今いま午後八時前。十階建てのマンションのエントランスに人の出入りがあって当然の時間。女性はマンションの住人のようだ。操作盤の隣、ポストのダイヤルを廻まわして郵便物と夕刊を取り出してる。

「……十と勝かちちゃん、『だからよ』の続きは？」

　おれの言おうとした言葉は、第三者に聞かれるのが恥ずかしい類のやつだ。

　でもよ、丹下が大変なときに見ず知らずの誰だれかなんかに照れてる場合じゃねえよな。

　おれはちんけな羞しゆう恥ち心しんを捨てた。

「丹下のファーストキスがまだ残ってて、喜ぶ男子はすこぶる多いぜ！」

　ポストの中を見ていた住人が、怪け訝げんそうな視線でおれを見たのを背中に感じた。

　エントランスのインターフォンで、ファーストキスの話をしているやつが珍しいんだろう。高校の制服を着てるから怪しいセールスには思われねえはずだ。怪しい高校生には見られるだろうが。

「な、ナニゆってんの!?」

　操作盤の横のオートロックを住人が開ける。中に入っていく。この住人も「ナニゆってんの」と、おれに対して思ったに違いねえ。

「喜ぶ男子多いとかうち知らないし。どうでもいいし。ってゆーか、よりにもよってなんで十勝ちゃんがキスの話題出すの？　うちのファーストキスなんて、十勝ちゃんにとってみればどうでもいいでしょ！」

　え、もしかして丹下怒ってる？　なんでだよ。

「お、おい。ってかよ、キスの話題を先に出したのは丹下のほうじゃねえか」

「うっさいよ！　今日のうちはキスって言葉を聞きたくないの！　キスなんて大嫌い！」

　そいつは奇遇だな。

　おれも今日はキスって言葉を聞くだけで、いろいろ複雑な気分になっちまう。

「ねえ十勝ちゃん。うちを失恋させた男の悪口をまた聞いて」

　キスの話題を続けたくなかったから、ちょうどいい。

「おう、どんな悪いヤツなんだ」

「うちを振ったヤツはね……」

「罵ば倒とうの言葉をガンガンくれ」

「……えーとね……うーんとね」

「うんうん、なんだなんだ」

「……アレ？　うーん。……ダメ、悪いところもう見つからないよ」

「お、おう、そっか」

「ねえ、十と勝かちちゃんがうちの代わりに悪口ゆって」

　おれはその男のことをなんも知らない。

　けど、そんなの大した問題じゃねえ。

　丹たん下げを悲しませるやつなんだから、ロクでもねえやつだ。ロクでもねえやつの短所ってのは、ある程度相場が決まってるってもんよ。

「そいつは丹下の良さもわからず振っちまうヤツなんだ。きっと超ちよう弩ど級きゆうのおっちょこちょいのすっとこどっこい野郎だな」

「アハッ、そうかもね」

　久々に聞いた気がする丹下の笑い声。

　おれは嬉うれしくなって、続けた。

「それによ。そいつはきっと思いやりとかもねえな、冷血な薄情者だ」

「チョット十勝ちゃんナニゆってんの！　絶対そんな人じゃないから！」

　丹下の声が激しくなる。泣いたり、笑ったり、怒ったり。丹下の心の動きに戸惑うぜ。

「お、そ、そうか、すまねえな」

「思いやりはとってもある人なの。熱血で情にとっても厚いカンジなんだから」

「ああ、そうなのか」

「……ねえ、十勝ちゃん」

「なんだ？」

「十勝ちゃんには特別にうちの好きな人の好きなところ教えてあげる」

　丹下を振った男の話を聞いても、別段おれは愉快な気持ちにはならねえ。

　失恋した男の好きなところ。そんなの話しても丹下も愉快な気持ちにはなれねえんじゃねえかと思うけど。丹下の話したがってることを止めるつもりねえ。

　悲しいノロケ話を黙って聞くことにした。

「その人は、自分の好きなコトに一生懸命で、言葉はたまに乱暴だけど実はとっても優しくて、ムチャクチャなところもあるケド、自分の周りの人のコトをいつも気遣ってあげられてて、誰だれかが悲しそうにしてたら必死にその人を元気づけようとして。

　鈍感なところもあるけど、誰かを悲しませたりなんてしない人なの」

「でもよ、丹下はそいつのせいで悲しい気持ちになっちまってるんじゃねえのか」

「ううん。うちが勝手に好きになったんだから、その人のせいじゃない」

　丹下の声は、もう泣いてもいない。怒ってもいない。ただただ透明に澄んでいた。

　その人のことをとっても好きだったんだな、と思った。思ったままを口にした。

「丹下はよ。そいつのこと、とっても好きだったんだな」

「ううん。違うよ。好きだったんじゃなくて、好きなの、今も。どうしようもないコトに現在進行形なんだよね」

「おう、そっか。そっか、そっか」

　そっか、とかしか言えねえ。

　不意に「アハッ」と、丹たん下げが短く笑った。

「そーゆえばさ。前から思ってたけどね、十と勝かちちゃんって」

「おう、おれがどうした？」



「十勝ちゃんてさ、やっぱ鈍感だよね」



「鈍感？　そうかな？」

「そうだよ。うちの知ってる人では唯一の鈍感キャラみたいな」

「おいおい、なんぼでもいるだろ。鈍感なヤツなんて」

「ううん、こんなに鈍感なのは十勝ちゃんだけ」

　……ん？

　丹下の知ってる人では唯一の鈍感キャラ。鈍感なのはおれだけ。

　なんか引っ掛かる。

　なぜ？

「十勝ちゃん。うちね、なんでも一番が好きなんだ」

「いきなり話題変えたな！　まあ、おれが鈍感かって話は終わりにしたいとこだったぜ」



「うちがなによりも一番になりたかったコトは、もう一番になれないの」



　インターフォン越しにもうどれくらい喋しやべってるんだろう。

　その言葉は今日聞いた丹下の声で、一番悲しげな音だった。

「なあ。なんのことかわかんねえんだけど、諦あきらめんなよ。丹下らしくないぜ」

「うち、らしくない？」

「おうよ。丹下はよ、ゲームや勝負事でもすげえ負けず嫌いじゃねえか。諦めなければよ、それだって一番になれるかもしれねえぞ」

「……」

　しばしの間。呆あきれの交じった軽い声が返ってきた。

「十勝ちゃんって、やっぱ鈍いなぁ」

「おい、またおれが鈍感野郎だって話に戻ったのか。そんなにおれが鈍感だって言うんなら、どこが鈍いか教えてくれ。ねえだろ、そんなの」

「……あるよ」

「あんのかよ。よし聞いてやろうじゃねえか。おれのどこが鈍感だって言うんだい、お嬢さんよ」

　スピーカーから「フーッ」と風のぶつかる音。丹下は深呼吸でもしてるんだろうか。



「だって十と勝かちちゃんさ。うちの気持ちにまだ気づいてない……でしょ」



　え？

　……丹たん下げの気持ち？

　なんのことだよ。おれがそう言う前に、

「十勝ちゃんの言うとおりだね。うち全然諦あきらめられないよ」

　なにか決意した丹下の声を聞いた。

「あ、あの、た、丹下」

　状況がよく呑のみ込こめてない。おれの間抜けな声は意味なく漏れる。丹下の必死な声を聞いた。

「つきあってとかゆわないから、絶対ストーカーとかになんないから、十勝ちゃんの恋愛の邪魔したりしないから、なんにも望まないから」

　丹下の声。必死さの中に濡ぬれたような響きが混じる。

　え、泣いてる？

「……うち、十勝ちゃんのコト好きなままでいていいかな」

　丹下が好きなやつって……おれ？

　――!!

　一気にテンパってきた。おれはアホな子になった。

「う、うぅ、えーと、その、いや、だから。丹下って、おれのこと好きなのか？」

「…………うん」

　未いまだかつて経験したことのないほどパンチ力のある「うん」だった。

　焦あせる。慌あわてる。狼狽うろたえる！

　おれは試合中のレスリングの選手のように、中腰姿勢になって操作盤に向かいあった。

「で、でもよ」と、大事なことを気づいた。

「おれは丹下を振ってなんかいねえぜ。丹下の気持ちを知ったのだって、今が初めてだしさ。どうして失恋したと思っちまったんだよ」

「……」

　なぜだろう。

　これまで沈黙はたびたびあったのに、この沈黙はやけに嫌な予感がする。おれの見えないところに爆弾があって、音もなく導火線を火種が走っていくような間。戦場にて、こんな予感に襲われたら、意味なく「逃げろ！」か「伏せろ！」と言いたくなる類だ。

　まあ、って言っても予感はあくまでただの予感だ。根拠もないのにビビることはねえ。



「……うち見ちゃったんだ。十勝ちゃんとキララが、キスしてるとこ」



　――!?

　予感的中！　いやいや、嫌な予感が思いっきり当たってたとかどうでもいい。

　千ち歳とせとのキス、いや、正しくは留る萌もいとのキスを丹たん下げに見られてた！

　丹下は留萌の存在なんて知る由もねえ。

　おれと千歳がキスしてると思って当然だ。

「丹下、その、あれはだな」

　うっ。説明できねえ。

　留萌の存在を話すわけにはいかない。

　留萌の存在抜きにしたら、あのキスについてはなんも言えねえ。

「十と勝かちちゃん、そんな話聞きたくないよ」

「いや、でも、その、あれは千歳が」

「やめて！」

　スピーカーから聞こえたその声に、エントランスの空気がピンと張り詰めた。

「怒鳴ってゴメン……今は十勝ちゃんの口から、キララの名前は聞きたくないの」

「……」

「……」

　今日一番重い沈黙。

　勘違いしてる丹下の誤解を解きたい。事実を伝えたい。

　でも、留萌には千歳を人質に取られてるような状態。



    

  
    
      



    

  
    
      　留る萌もいの意志に背そむいて、留萌の正体を言うわけにはいかねえ。

「ごめん」

　おれに言えたのは、そんななんの意味もねえ言葉だけ。

「十と勝かちちゃん、もう帰って」

「なあ丹たん下げ。キスしたのは事実だ。でも、あれは丹下が想像してるようなことじゃねえんだ。ビックリ仰天のすげえことが起こっててさ」

「ナニ、ビックリ仰天のナニがあったの？」

　これ以上は言えねえんだ。ビックリ仰天の留萌のことは言えねえんだ。

「ごめん。それは今は話せねえんだ」

　丹下の溜ため息いきが聞こえた。ハァー。溜め息に温度があるのなら、今のはモスクワ郊外で吐いたみたいに凍ってた。

「十勝ちゃんとキララって、実はつきあってるんだよね」

「それは違う。つきあってねえ」

「ふーん。つきあってないのに、キスとかしちゃうんだ」

「あ、いや、それは」

「じゃあ、十勝ちゃんとキララって、両りよう想おもいなの？」

「それは、あのまだ、なんとも言えねえっていうか」

「好きでもないのにキスできちゃうの？」

　いきなり留萌の方からブチュッとキスされちまったんだよ。

　それは言っちゃいけないお約束だ。

　千ち歳とせの身体からだを自由にできる留萌。千歳を使っておれを脅す留萌。留萌の言い付けに素直に従うおれ。なにもかもがクソッタレだぜ。

「ナニも答えてくれないんだ。十勝ちゃんのコトがチョットわかんなくなっちゃうなー」

　おれがなんも説明しないことが、丹下を傷つけている。

　これ以上ここにいたら、おれ達は傷つくばかりだ。

　……ずっと手に握っていたバケツの存在に気づいた。

　そうだ、そもそもこれを渡しにきたんだったな。

「丹下。今は話せねえけどおれのことを信じろ。そして千歳はなんも悪くねえんだ」

　こんな抽象的な言葉じゃ、おれの思いが丹下に届いたかどうかわからねえ。

　丹下はどこか遠く一人ごとのように言う。

「あんなの見ちゃったから、十勝ちゃんに告白なんてもう絶対ムリとか思ってたのに。あーぁ、結局コクっちゃってるし。なんで、しちゃったんだろ。百パーイエスの返事が貰もらえない告白をなんでしちゃったんだろ……あ、そっか」

　冗談を言う前に堪こらえきれないで吹いてしまうみたいに丹下は「ふふっ」と笑って、言った。

「十勝ちゃんが鈍感なせいだよ」



    

  
    
      
第二話　真夜中の下校の回



　丹たん下げにバケツを渡せねえまま、家に帰ってきた。

　気温、風、空模様、歩行者、行き交う車、営業中の店、定休日の店。

　帰宅までの道のりは一日足りとも同じものはねえ。まして、丹下の住むマンションからおれんちまでは初めてのルート。いつもなら記憶にがっつりと焼き付く。

　それなのに。

　玄関で靴を脱いだら、どうやって帰ってきたのか忘れた。

　無理もねえや。

　千ち歳とせに超好きだと愛の告白をされ……。

　留る萌もいに交際を迫られ……。

　丹下に好きだと想おもいを告げられる。

　うお、なんじゃこりゃ。

　千歳の想い。丹下の想い。

　浮かれたっていいような話にも思えるけど、気持ちはしこたま重く沈んでる。

　まだ九時半だったけど、日課にしてる下校の盟友（スニーカー）の靴磨きもしないで、おれは布団ふとんに潜り込んだ。毎週観てるバラエティ番組が十時からあったけど、笑えるとは思えなかったから。

　今日はかなり歩き回った。身体からだは疲れてた。

　けど、頭は休むことを拒むように熱を持つ。

　なにを考えてるかわからねえ留萌のこと。

　留萌を心から慕い、ずっと捜してる健けな気げな千歳のこと。

　考えることはいっぱいあり過ぎた。

　でも、答えなんて出ねえ。

　これからどうなっちまうんだ？

　布団の中の取り留めもない思考は、やがて丹下に辿たどり着いた。

　インターフォンを通して聞いた彼女の泣き声を最後に、おれは眠った。



　頭を殴られたようなやかましい電子の音。

　眠りの世界から強引に戻される。ベッド横で鳴り響くケータイに飛びついた。

　室内は真っ暗。今何時だ？

「はぁい、十と勝かち。こんばんは」

　千歳の声。おそらく夜中。緊急事態かと不安がよぎったが、そうじゃねえ。

　声は確かに千ち歳とせのものだけど、こいつは……。

「よお、留る萌もい」

「わぁ、十と勝かちはたった一言であたしが留萌だって、わかるんだね」

　留萌の陽気な声はおれを不安にさせる。留萌にとって愉快なことがおれにとっては耐え難いことである場合がしばしば。

「千歳はこんな非常識な時間に電話かけてこねえからな」

　掛け時計は十二時を示してる。夜中のど真ん中だ。

「ねぇ十勝。今から出てこれる？」

「今？　おいおい、昼の十二時と勘違いしてねえか」

「場所は千ち恵え里り高の校門。待ち合わせは一時でいいでしょ。遅れないでよ」

「待て待て、本気かよ」

「あたしは十勝に対して意味のある嘘うそしかつかないから。……じゃあ、家抜け出すとき、家族にバレないようにね。あ、それとちゃんと制服着てきてよ」

　意味のある嘘？

　なんだそのちょっと意味深な言い方、と言おうとしたら電話はもう切れてた。



　まさか午前零時過ぎに登校する日がくるとは思わなかった。

　ほんと留萌はなにがしてえんだ。

　睡眠二時間半で起こされ、真夜中の呼び出し。気分は悪いがおれとしてはこの機会を無駄にはできない。留萌のことを少しでも知るチャンスだ。

　留萌に従順なふりをしながら、留萌がどういうやつなのか見極める。

　というわけで、戦地に赴おもむく気持ちで静かな住宅街をチャリでひた走った（歩いてたら、一時なんて到底無理）。

　指示通りの制服姿で、こんな時間じゃ補導でもされるんじゃないかとヒヤヒヤしたが、夜中に巡回してるお巡りさんなんてどこにもいなかった。グッジョブ地方公務員。

　午前一時。三分前。

　校門に到着。夜中の校舎は、寒々としたコンクリートの山みてえだ。

　いままで一回も利用したことなかったが、駐輪場にチャリを停めた。夜中だからどこに停めておいても大丈夫だろうが、おれは結構マジメなんだ。

　待ち合わせ場所の校門に戻って、シルエットになった無人の校舎を眺めてると、なんだか妙に落ち着かねえ気分になってくる。肝試しは好きじゃない。

　穴ぼこのようないくつもの窓。

　あそこに人影でも見えたら、震えちまうなぁ。

　そんな風ふうに一人勝手に怖いシチュエーションを想像しながら眺めてたら……。

　――えっ。

　三階の、おそらくおれのクラスの教室がある窓。その窓枠に区切られた暗い世界に影が見えた。

　カーテンが一部分だけ閉めっぱなしになってんのかな？

　いや、違う。

　あれは……人だ。

　こちらに手を振ってる人影の輪郭が、はっきりと見え始める。

　臆おく病びような心臓が悲鳴でも上げるようにドクッと脈打ち、冷たい血が身体からだ中じゆうに流れた。

　暗がりの中、遠い人影の表情は見えない。なのに目があってることだけは確信できた。

　……少女？

　三階のその窓が開けられた。金属が滑る小さな音が、校門まで届く。

「とーかーち。すぐそっち行くから」

　窓に見えた人影は、お盆にフライング気味の幽霊じゃなく、留る萌もいだったようだ。

　安心した。でも、すぐ気を引き締めた。

　幽霊と留萌。どちらも得体の知れない存在には違いねえからな。

　一階のどっかの教室の窓から出てきた留萌が、ゆっくりとこちらに歩いてくる。

　あちらさんも制服姿。遠目に見ると、いつも一緒に下校してる千ち歳とせの姿そのものだ。

「ねぇ十と勝かち。もしかして幽霊とか思ってビビっちゃった？」

　夜中の校舎の暗い窓に人影を見たら、誰だれだってビビる。

「んなことより学校に不法侵入とは穏やかじゃねえな」

「だってあそこの窓開いてたから。それにどんなとこで勉強してるのか見てみたくて」

　不用心な学校。まあ、窓が開いてたところで空き巣だって興味を示さねえだろうけど。

「いつも千歳の中から見てるんじゃねえのか？」

　留萌は夜の校舎を見つめたまま、返答なし。

　おれ無視されてる？って怪け訝げんに思うこと数秒。留萌は妙にしんみりした口調で言う。

「……見るだけじゃなくて、椅い子すに座ってみたかったの。だけど夜の教室は、昼間と雰囲気が違い過ぎてるよね」

「そりゃそうだろ」

「……」

　静止画のように動かない留萌の横顔を眺めた。

　なぜだろうか。留萌の瞳ひとみも、千歳の瞳も、同じ眼球には違いないはずなのに全く違う印象を受ける。

　留萌の瞳は途方もない長い年月存在し、人から人の手に流された宝石のようだった。綺き麗れいだけどもの悲しく。いろんなものを見てきたけど、なにも語らない瞳。

　……いや、無駄に感傷的になりすぎたかな。

　星空の下、校舎を無言で眺める美少女の瞳は、無意味に感動的なものに見えるだけかもしれねえ。

　留萌は「とっかっち！」と、その場でぴょんとご機嫌に跳ねて、おれに笑いかける。直前まで瞳ひとみに抱いたイメージなんて吹っ飛ぶ。陽気な留る萌もい。

「じゃあ、行こっか」

「どこにだよ」

「あたし下校がしてみたいんだなー」

「うおっ、留萌お前ってヤツは恐ろしいな」

「なぁに？」

「下校で釣って、心の底からおれを懐柔するつもりだな。そんな簡単な男じゃねえぞ」

「下校にどんだけ魅力感じてんのよ。落ち着いてよ、たかが下校だよ」

「下校の頭に『たかが』を付けるとは！　おい留萌、そのケンカ即買いだ」

「ケンカ売ってないし。あたしは下校がしたいだけなの！　十と勝かち絡みにく過ぎ」

「なんだ純粋な下校志望か。で、どんな下校がお望みなんだよ」

　っていうか、夜中の学校に集合して、そっから帰る行為も下校って呼べんのか？

　留萌は、待ってましたの顔。すでに考えてきていたんだろう下校案を発表した。

「十勝が一学期にちーちゃん達とした思い出深い下校、どれでもいいから案内して」



　下校の案内をしろ、と言われれば、相手が留萌だろうと適当に済ませるわけにはいかねえ。

　留萌のご希望に添えるため、これまでの下校を思い返すことにした。



    

  
    
      



    

  
    
      　おれと千ち歳とせと丹たん下げとさきっぽが出で逢あったのは、デパートの催事場だったな。

　四月なのに行った市民プールでは水中バレーしたなぁ。

　雨の日には相合い傘をしたこともあったっけ。

　おればかりが荷物を持ちまくった荷物持ちジャンケン、いつかリベンジしてえな。

　買い食いナンバー１フード探しは燃えたぜ。

　パンツのゴムが切れた千歳を尾行したなんてこともあったよなー。

　高校生が放課後デートをするなら、どんなプランがいいか試したこともあった。

　太陽と北風的な下校って遊びをしたときは噴水公園で決着をつけたんだった。

　入学からあっという間だった気がする高校一年の四ヶ月間、結構いろんな下校したんだなー。しみじみくるぜ。

　おれはそんな珠玉の下校思い出集を留る萌もいに話した。

　留萌はそのいろんな下校の話一つ一つを、「楽しそう」「いいね」「笑える」「最高じゃん」なんて相あい槌づちを打ちながら、目を輝かせて聞いていた。

　全すべて聞き終えた留萌が、感心したように言う。

「十と勝かちって、下校の経験豊富なんだね。下校話全部おもしろいし」

「おうよ。でもおれはまだまだ若輩者だ。これからも下校経験を積んでゆくぜ」

「ねぇ、高校生の十勝は下校の最中で誰だれかを助けたりとかはしてないの？」

　なんだろう。出し抜けに変な質問だな。

「助ける？　交差点で渡れなくなってるお年寄りをおんぶするとかか。下校を連日してるが、そうそう困ってる人には会わねえからな」

「そうだよね。そうそういないよね、困った状況に陥ってる人とか」

　そう言うと留萌は「ふふっ」と笑った。それは思い出し笑いのように、突拍子のないもので、おれはちょっと困惑した。

　留萌とのやりとりがちぐはぐになってる気がして……おれはなにか重要なことを思い出せてないっていうか、気付けてないような、妙な心地を味わっていた。

「ねえ、十勝。さっそくどれかやろうよ」

　声を弾はずませる留萌。頭の中は、これからする下校の問題点に占められた。

　只ただ今いま夜中の一時過ぎ。

　軒並み店は閉まってる。

　雨は降ってないから相合い傘する意味はねえ。そもそも傘がねえし。

　ケータイと財布しか荷物はない。まあたとえがっつり荷物を持ってたとしても、二人でする荷物持ちジャンケンは多分盛り上がりに欠ける。

　夜中じゃ途端にできなくなる下校ばかり。

　留萌の顔は、夜の曇り空みたいに沈んだ。

　一いち縷るの希望を胸に、噴水公園に二十分歩いて行ってみた（チャリは学校に置きっぱ、下校の醍だい醐ご味みは徒歩で味わうのが基本だ）。

　夜間の噴水は止まってた。そりゃそうだよな。

　留る萌もいは活動休止中の噴水からなんとかおもしろみを見つけるように、ジッと眺めていた。

「夜の噴水ってのも悪くないよね。昼の噴水はどんな感じなのかって想像させてくれるっていうか。哀愁があるっていうか」

　水の出ていない噴水はただのつまらねえ石のオブジェだ。噴水の哀愁なんて、どうでもいい。

　なあ留萌、強がりを言ったんだよな。

　つい数時間前に丹たん下げに鈍感だと言われたおれでも、それはわかった。

　噴水を眺める留萌の顔は、控えめに言っても落胆してる。

　千ち歳とせと同じ顔でそんな表情をされると、なんかしてあげたくなる。

　……あ。おれは今までしてきた下校の中で、こんな時間でも楽しめそうな下校を一つだけ思い出した。

「留萌、こっからちょっと歩くけど大丈夫か？」

「え、どこ行くの？　まさかカラオケとか」

「制服姿で夜中にカラオケは正気の沙さ汰たじゃねえよ」

「じゃあ、ゲーセン？」

「さらに正気じゃねえよ。補導はされたくないぜ。全然違う場所だよ」

「え、でも、この時間は休憩じゃなく宿泊しかないんじゃない？」

「なんの店のシステムを気にしだしてんだよ。繁華街の方は行かねえよ」

「あはっ、『なんの店』とか言っておきながら十と勝かち絶対どこのことかわかってるでしょ」

「知らねえよ。冗談はやめろ、神聖なる下校の寄り道先にラブホはダメだ」

「ははっ、『知らねえよ』とか言って、ラブホテルのことだってわかってるし。十勝のエッチー」

「千歳と同じ顔でエッチとか言うなよ。妙にそわそわしちまうじゃねえか」

「うわっ。そわそわとかキモい。十勝エッチで変態だ。襲ったりしないでよ、心の準備まだだから」

　こ、心の準備ってなんのことだよ！

　留萌のペースにおれはタジタジ。ムキになったような調子で言う。

「とにかくよ、おれ達の下校を留萌にも味わわせてやるから。ついてこい」



　真夜中の下校も一時間半が経過。

　歩きながら留萌のことをいろいろ聞き出したかったが、留萌が「しりとりしたい」と駄々をこね出した。おれは留萌のいいなり。しりとりが始まった。

　何回目かの「る」で、留萌が「ルシフェル」と「る」返しをしてくる。

　おれも「ルール」と意地の「る」返しをみせる。

　すると、留萌は「ルノワール」とさらに「る」返し、おれはたまらずギブした。

「あぁん、十と勝かちっておバカさん。よくそんなレベルであたしと勝負しようと思ったね」

「おい、しりとりで勝ったくらいでどうしてそこまで人を蔑さげすめるんだよ」

「あーぁ、帰国子女かぁ。カッコイイな十勝」

「いきなりなんの羨うらやみ!?　おれは日本を出たことねえよ」

「でも、しょうがないよね。十勝って理系人間だからさ」

「まさかしりとりだけで、文系じゃないと判断されるとは思わなかったぜ」

「十勝大丈夫。諦あきらめなければ必ず上達するから。この敗北が十勝を成長させるよ」

「おれ、そんなにしりとりで挫ざ折せつ感かん味わってねえよ。いや、にしても留る萌もいはほんといっぱい言葉知ってんな、すげえな」

「あ、ありがと」

　お互いの表情もぼんやりとしか見えない暗がりを数十秒歩くと、ぽつんぽつんと等間隔に佇たたずむ外灯の光の輪に数瞬入る。そのとき見た留萌の顔には、テストの点を褒ほめられた子供のような少しの照れと純粋な喜びがあった。外灯のスポットライトの下、美少女の輝く笑顔。ちょっとドキッとしちまう。

　おれは歩みを止める。

「十勝どうしたの……立ちションしたいの？」

　残念な下品。今ドキッとしたおれの気持ちを返せ。

「ちげーよ。目的地に着いたぜ」

「えっ」

　もうすぐ市外の国道沿い。それはあった。

　彩いろどり市の街並みを一望できる小高い丘の原っぱだ。

　いつかの日の下校。買い食いナンバー１フードを決めるとき、みんなで眼下の街を眺めながら木の実を食べたスポットだ。

「原っぱ？　ねぇ、あたし四つ葉のクローバーとかで感動しない子だよ」

「まあ、いいからいいから」

　おれは留萌の手を引いて、原っぱの奥、柵さくの前まで連れてった。

　あのときは夕日に照らされた街並みが一望できた。もちろん夜中に来て、傾いた陽が照らす黄金色の街並みが見えると思ったわけじゃねえ。あくまで想像だけど、夜は夜でいいものが見れると思ったんだ。

　で、そんな目もく論ろ見みは当たった。

　柵の向こうには、夕方の景色にも負けない彩市の夜景が広がってる。

　留萌は柵にもたれかかって、興奮したように声を弾はずませた。

「わぁー。すごい眺め……千ち恵え里り高はどこかな」

　景色に首っ丈の留萌を柵に残し、おれはケータイのライトを頼りに食べられる木の実を探す。簡単に見つかった。下校家として、下校の道すがらにある食べられる実については植物図鑑で調べ済みだ。

「なあ留る萌もい、こいつを食ってみろ」

　赤い実をおそるおそる口に含んだ留萌。

「あ、甘い。……ちょっと美お味いしいね」

「おうよ。ちょっとうめえんだ。でもすげえうめえだろ」

　無数の光の粒をばらまいた街。余すところなく夜空中に輝く星々。短い草を優しく撫なでるように抜ける夏の夜風。

　ここは、ちょっとうまいものをすげえうまくする魔法の場所だった。

「十と勝かちの言ってること意味不明だし……でも、なんかわかる。ちょっと美味しいはずなのに、すごい美味しい」

　木の実をパクつきながら、留萌と同じ方向を眺める五分。

　留萌といつまでも暢のん気きに真夜中の下校を満喫してる場合じゃない。

　ここは静かで誰だれもいねえ。マジな話をするには打って付けの場所だ。

　おれは一人で考えてみてもなにもわからなかったことを、横顔に聞いた。



「留萌はよ、これからどうしていきたいんだ？」



　留萌と目があう。

「なぁに。その質問？」と、留萌の表情は明るい。

「おれは、留萌のことをもっと知りたくてよ」

「あたしのこれからは、十勝とつきあい始めてラブラブなデートをしまくることだと思ってるけど。あ、まだ交際の返事はいいからね。返事はとびっきりサプライズでほしいの」

　留萌のしたいことは、おれとつきあうこと。それはもう知ってる。

「いや、これからってのはもっと先のことっていうか。留萌の将来っていうか」

　留萌の笑みが消える。おれの悩みを見抜いたようだ。

「……十勝は、あたしがちーちゃんの中にずっといると困るの？」

「いや、その、なんつーか」

「……あたしの存在が邪魔なの？」

「……」

　いつまでも留萌が千ち歳とせの中にいる。それでこれから先なんも問題が起きないわけねえ。

　なにも言えなくなっちまったおれの頬ほおを、留萌がそっと撫でた。

「あたし、ちーちゃんなんてどうなってもいいと思ってるの。十勝の悲しむ顔なんて見たくないなぁ。だから、ねぇ、あたしを不機嫌させないでね」

　冗談でも言ったあとのように微笑ほほえむ。でもその瞳ひとみは留萌の右目の端にある泣きボクロと変わらない黒い点だった。

　留萌はおれの頬を撫で続ける。夏の夜なのに背中がぞわぞわと震えちまうぜ。



「あたしはちーちゃんの身体からだで好きなことができるって忘れないで。ふふっ、十と勝かちは寝取られ属性に目覚めたいのかな？」



　首を横に振りながら、今の留る萌もいの言葉に小さな違和感を覚えた。

　ん、どこに？

「留萌、不快に感じたんなら謝るよ。そういう意味で言ったわけじゃねえんだ。留萌が将来にやりたいことがあるんなら、おれでよければ力を貸してやりたいっていうかさ」

　苦しい言い訳。留萌は視線をおれから離して、再び景色を眺める。

「将来の話とかしたくない。今は下校だけに集中してよ」

　話をしたくないと言われれば、できることはなかった。

「今日は十勝があたしに質問するのは一切ダーメ。代わりにあたしが質問してあげる」

　こうして。

　二人並んで夜の街を見下ろしながら、おれへの質問タイムが始まった。

「好きな食べ物は？」「初めてダウンロードして買った曲は？」「最近オススメのマンガは？」「嫌いな科目は？」「休みの日には何してる？」「ケータイのアドレス帳何人？」「二番目にダウンロードして買った曲は？」「バレンタインデーにチョコもらったことある？」「中学校の修学旅行先はどこ？」「高校では何組なの？」「将来子供って何人ほしい？」「高校って楽しい？」「最近ダウンロードして買った曲は？」「納豆って食べられる？」「好きな服のブランドは？」「どこらへんに住んでるの？」「入院ってしたことある？」

　特技は「質問ですか」ってくらいに答えて答えても次から次へと質問してくる。

　身辺調査、家族構成、近況報告、人生年表。おれの詳細過ぎるプロフィールＱ＆Ａができあがり、いつのまにか眼下は夜明けの街になっていた。

　もう朝五時半だ。

　この原っぱに三時間近くいたことになる。

　昨日一日夏祭りを楽しみ、睡眠二時間半で起こされ、真夜中の下校を始めさせられたおれの疲れも吹っ飛ぶくらい夜明けの街は綺き麗れいだった。空気は無料で吸っていいのかと思えるほど澄んでる。

「そっか、十勝の母方のおばあちゃんは時とき江えさん六十四歳かぁ。父方のおばあちゃんの絹きぬ代よさんより若いね」

「なあ、質問をここらで終わりにするってのはどうだ。そろそろ帰らないか？」

　留萌の機嫌を損ねちゃいけねえ。おれは強気では意見を主張できなくなってた。

「そうね。ねぇ十勝聞いて、ちーちゃんって夏休み中でも目覚ましを八時にセットしてんの。はうぅ、ちーちゃんの意識が起きる前に布団ふとんに戻らないといけないよー」

　両手に靴を持ち、裸足で原っぱをスキップする留萌。ご機嫌そうでなによりだ。

「ねぇ。帰りは手を繋つなごうよ」

　おれはいいなり。三回まわってワンだって言ってやる。手を繋ぐなんて朝飯前だ。ちなみに今の時間は本当に朝飯の前だ。

　原っぱをあとにすると、留る萌もいの希望でまたしりとりが始まった。

　でたらめに疲れた脳みそで「る」から始まる言葉を考えるのはしんどかった。でも、真剣に努める。留萌の楽しそうな横顔をしらけさせないために。

　始発が動き出す駅まであと少し。チャリを千ち恵え里り高に置きっぱだったことに気づいた。まあいい、今度取りに行こう。留萌が言った。

「……思い出」

「ん？　『お』じゃねえぞ、またまたまた『る』だ。『る』返しは勘弁してくれよ」

「しりとりじゃないの。思い出が今日できたって話。とってもいい思い出がさ」

　留萌はその場でスキップでもしそうなほど嬉うれしそう。疲れ知らずか。

「なんだよ急に。徹夜明けでテンションイカれたか？」

「なによ。十と勝かちにとっても、いい思い出でしょ？」

　おれへの質問ぶっ続け三時間と惨敗のしりとりの思い出。でも、おれだって空気は読める。頷うなずいておくのが妥当だ。

「そっかー、十勝と楽しい思い出を共有できたんだ。ふふーん、この思い出があれば、これから先どんな辛つらい現こ実とがあっても、あたしへっちゃらかも。二一世紀一番の思い出候補だよ。あ、でも二〇世紀ってまだ物心ついてるか微妙だから、あたしの人生一番の思い出候補かなぁ。あははっ」

　留萌はご機嫌な調子でそう言った。

　さぞやいい笑顔でも浮かべてるんだろうと思って、隣を見たら……。

　――え。

　嬉しそうな顔なのに頬ほおを伝う一筋の雫しずく。

　涙？

「じゃあね、十勝。また真夜中の下校しようね」

　留萌がパッとおれの手を離し、駅に向かって駆けだしていく。

　強制的に留萌につきあわされ、振り回され続けた真夜中の下校が終わりを告げようとしてんのに、おれはその背中に「待てよ」と声をかけた。

「お、おい留萌」

　立ち止まった留萌が振り返る。疲れ知らずのとびっきり笑顔。頬の涙はこっからじゃ見えない。

「ルアーブル！」

「え、なんだそれ？」

「しりとり」

　また「る」返し。

「ルアーブルってのはなんだよ」

　なんで泣いてたんだよ。本当はそう聞きたかった。でも、ルアーブルについてしか聞けなかった。

「ふふっ、ごめんね。今日は十と勝かちからの質問は受け付けませーん」

　留る萌もいは駅に入っていき、その背中は見えなくなった。

　……留萌は不思議なやつだ。

　いきなりはしゃぐ、急に大人おとなっぽくなる、憎い敵に見える、いつのまにか落ち込んでる、怖く感じることもある、子供のように無邪気になる、気心の知れた友達のような顔で隣にいるときもある。

　今日は留萌がどういうやつなのか見極めようとして、一緒に朝まで過ごした。

　それなのに。

　留萌がなにを考えてて、留萌がどういうやつなのか、結局よくわかんねえ。ますます謎なぞが深まったといってもいい。

　唯一、この下校でよくわかったことといえば……、

　ルアーブルは「フランス北西部、大西洋岸、セーヌ川河口にある港湾都市」ってことだけだ（家に帰って辞書で調べた）。



    

  
    
      
第三話　留萌ＶＳまりもの回



　朝、ううん、もう昼ってゆえちゃう時間にベッドから出て、洗面所の鏡で自分の顔を見る。

　うわっ。

　目腫はれちゃってるし。

　ムリないよね。昨日はインターフォン越しに十勝ちゃんと喋しやべったあとは、もう誰だれとも話したくなくて、部屋に閉じこもって一人でずっと泣いちゃったからなぁ。

　一晩経っても、昨日の出来事がリアルなカンジで思い出される。

　林の中。十勝ちゃんとキララ。二人っきり。……二人の顔が重なる。思いっきし投げたバケツ。インターフォンに映る十勝ちゃん。

　そんな記憶全部をどっかにやりたくて、バシャバシャとわざと音を立てまくって洗顔した。

　……顔がサッパリしても、気分は全然サッパリとは程遠いみたいな。

　食欲とかないなぁ、なんて思いながら歯磨きを終えた頃ころ、ケータイの鳴ってる音が微かすかに聞こえた。部屋に戻る。

　ケータイの液晶画面を見て、「えっ」と思わず声を漏らした。

「キララから？」

　通話ボタンに伸びかけた指が止まる。

　キララがうちになんの用？

　まさか、うちに彼氏ができたって報告でもするつもり。

　彼氏は十と勝かちちゃんだから、二学期からはもう一緒に下校できないとかゆっちゃうの？

　あーヤダヤダ。

　うちってば、被害妄想激しすぎだから。

　通話ボタンを押せないでいるうちに、留守電の音声ガイダンスが流れ始める。キララは電話を切らない。

　そして、留守電にガチガチに緊張してるキララの声が聞こえてきた。

「……もしもし、ち、千ち歳とせキララと申します。

　丹たん下げまりもさんの携帯電話でお間違いないでしょうか？

　あ、あ、でも間違うことのないように、画面を何度も確認して発信しましたので、適当に発信したわけではないんです。それに間違えようにも、わたしの携帯電話の電話帳の『た』行には、丹下まりもさんしか入っていないので間違えようがないわけ――」

「チョット！　ナニ少し切ないカミングアウトを留守電に入れてんの」

　うちは堪たまらなくなって電話に出た。

　昨日はキララのコトがわかんなくなったりもした。でも留守電にヘンテコなコトゆってるキララは、うちのよく知ってるキララだった。

「あれ？　留守電の最中なのにまりもの声が聞こえた気が……はっ！　虫の知らせ」

「うちの身にナニが起こんのよ！　うちが電話に出ただけだから」

「お、まりもよ。具合の方は大丈夫なのか？　風邪なのか？　薬は飲んだのか？」

「体調は大丈夫。一晩寝たらよくなかったから」

　実際眠れたのは明け方近くになってからだけど。

「あ、挨あい拶さつを忘れていた。まりも、おはよう」

「キララおはよ。ってゆーか、もうお昼だけどね」

　掛け時計はもう十二時前だった。

「……うぅ、おはようと言ったのにはわけがあるんだ」

「ナニ？」

「昨夜は十時に寝たはずなのに、今日は八時の目覚ましで起きるのが辛つらくて……。

　そのまま二度寝をしてしまい、結局十時半に起きたのだが、まだ寝起きのように頭がぼんやりするのだ。おはようと元気よく言えば、目が覚める気がしたのだが」

「えっと、キララはさ、睡眠不足を訴えるためにうちに電話してきたワケ？」

　言葉にトゲが入ってるのを自覚する。こーゆうカンジで話す自分は好きじゃない。キララはトゲなんて全く気づいてないみたい。

「ああ、そうではないんだ。……実はまりもに話しておきたいことがあって」

　え、なんなの、一気にケータイを握る手に力が入っちゃうんですケド。

　キララ、なんの話をする気なの。

　十と勝かちちゃんとつきあい始めましたって、報告？

「えー、なんの話かな？」

　内心の超ビビってる気持ちを隠して、わざとサラッとゆった。

「……フー……ハァァァ―……フー」

　ドキドキしながら待ちかまえてんのに、キララが電話の向こうで深呼吸とかしちゃってるし。しかも吸う時間だけ微妙に長っ。

「まりもにはずっと言わなきゃと思っていた。これを聞いた後のまりもの反応はどうなるかわからなくて、話すのが少し怖いのだが」

「うん、ナニ？」

　うちの反応がわからない？　話すのが怖い？

　これって間違いないじゃん、十勝ちゃんのコトを話す気だ！



「……三みつ石いし留る萌もいという子がいて」



    

  
    
      



    

  
    
      「え!?　みついし、えっ、なんて？」

「三みつ石いし留る萌もいという子がいるのだが、その子のことをまりもにはまだ話せていなくて」

「あ、うん」

　みついしるもい？

　ナニそれ？　誰だれそれ？

「まりもには最初に謝っておかないといけない。

　実はこれからする話はまりもに電話する前にさきっぽにはもう打ち明けているんだ。

　電話なので同時に打ち明けるわけにもいかず、申し訳ないがこちらの都合で五十音順にさせてもらった。

　だから、まずさきっぽに電話しようと思ったのだが、よくよく考えたら愛称ではなく本名で五十音順にしたら、富ふ良ら野の咲さきより丹たん下げまりもの方が先なわけだから、それならまずまりもにと……。

　わたしは大いに悩んだのだが、しかしどうもさきっぽはさきっぽであって富良野さんってイメージがなく――」

「チョット！　その五十音順の葛かつ藤とうわかったから。話進めて」

「あ、うん。それでさきっぽにしようと決めてから、ハタと気づいたのだが固定電話と携帯電話でそれぞれ同時にかければ、さきっぽとまりもに同時に打ち明けられると思った。

　だが、固定電話はあいにく母が使用していて、断念したという経緯があって」

「結果的に断念してくれてよかったから。そんなトリッキーな状況で電話するの落ち着かないと思うし。ってゆーか、そのみついしって子の話聞かせてよ」

「ああ、すまない。三石留萌はわたしの中学時代の唯一一緒に下校した友達で……そしてある日突然いなくなった友達なんだ」

　それから。

　うちは、三石留萌の話を聞いた。

　キララはずっとその子を捜してたってコト。

　学校の正面玄関前ロビーの掲示板にも、留萌捜しのビラを貼はってたコト。

　十と勝かちちゃんは掲示板のビラの存在にたまたま気付いて、キララが留萌を捜してんのを既に知ってるってコト。

　キララは一生懸命な口調で、コト細かく説明してくれた。

「まりもよ。ここまでで、なにか質問などあるか？」

「あ、ううん、大丈夫だよ」

　キララは真剣だけど、うちはその話を頭の半分でしか聞いてなかった。

　急にいなくなって、捜してみたら市内のどこの中学校にも実は在籍してなかったとか、ナニそれってカンジ。

　そんなチョットオカルト的な話、いきなりされてもついてけないし。

　キララが、「まりもよ」と一段と畏かしこまった声で呼んでくる。なんかの宣誓みたい。



「これから伝えるのは留る萌もいの特に大事な情報なのだが……留萌は、わたしの頭の中にやってくる意識だけの存在なのだ」



　え、どーゆうコト？

　うちの疑問を置き去りにして、留萌の話は続く。

　チョットオカルトみたいだった話が、一気に胡う散さん臭くさいＢ級、ってゆーか、Ｃ級ホラーみたいになってきてるし。

　頭の中でだけ会話ができて、姿は見たコトない。

　どっかの大病院に入院してて植物状態になっちゃってて、意識だけを飛ばして、人とコミュニケーションが取れる。

　それが三みつ石いし留萌。

　キララの言葉が異国語みたいに意味不明な音の繋つながりにしか感じられなくなる。

　それでも、昨日までのうちならもっとちゃんと聞けたと思うケド……。

　今は全然ムリだった。

　留萌にまつわる出来事を話し終えた最後に、キララがゆう。

「……まりもよ。大変恐れ入るのだが、留萌捜しを協力してくれないか？」

　いつものうちなら、キララの言葉はなんだかんだゆっても信じただろうし、協力をお願いされたら、二つ返事的なカンジだったと思う。

　でも、キララのためになんかするなんて、やっぱムリ。

　だって。

　十と勝かちちゃんとキスしたキララのために、うちが頑張ったら……。

　キスしたコトなんてないって、嘘うそを吐いたキララのために、うちが頑張ったら……。

　うちって、お人ひと好よしを通り越して、もうなんかソレ哀れじゃん。

　うちは返事をしない。代わりにゆう言葉があった。



「……ねえキララ。うちに他ほかにゆうコトってあるんじゃないの？」



　頭の中で熱を持ってグルグル回ってた言葉を吐き出すと、声になったそれは自分でも驚くほど冷たい音になってた。

「ほ、他に？　……えっと、それは留萌のことで？」

「じゃなくて、その留萌以外のコトで」

「……留萌以外のコト？　すまないまりも。察しが悪くて……ヒントをもらえないか」

「ヒントって。そーだな。昨日の出来事、十勝ちゃん絡み」

　うちは電話を切りたくなった。どんどん意地悪になっちゃう予感。このままキララと話したって、きっといいコトにはならない。

「十と勝かちのこと……ああ、確かにわたしはまりもに報告しようと思ってたことがある」

　黙って待つ。

　うちは、ナニやってんだろ。

　キララの口からナニを聞くつもりなんだろ。

「……わたしは昨日、十勝に好きだと想おもいを告げたんだ」

　来ちゃった。

　キララ、十勝ちゃんのコト好きだったんだ。

　ってゆーか、昨日十勝ちゃんは答えを濁してたケド、きっと十勝ちゃんもキララのコト好きなワケだよね。

　だって、両りよう想おもいじゃなかったら、キスとかしないハズだし。

「へぇー、そーなんだ」

　自分でもビックリするくらい冷たい声が出る。

　でも、キララにはうちの声の温度がわからないみたい。

　キララは、うちへの好意や信頼が伝わってくるようなキラキラとした声で続ける。

「わたしは自分が誰だれか男の人を好きになれるなんて思っていなかった。でも、好きになることができて嬉うれしかった。それに、その人に想いを伝えられる勇気がわたしにもあることがわかって……嬉しかった」

　どーせ、うちは好きな人になかなか想いを伝えられなかったですよ。

　皮肉しか浮かばない。ホントこんなうちヤダ。

「わたしがこんな風ふうに変われたのは、十勝やさきっぽや、なによりまりものおかげだ。ありがとう」

「うちのおかげって、どーゆうコト？」

「恋をしてるまりもを見て、とても綺き麗れいだと思った。わたしも恋がしたいと憧あこがれた。そして、十勝への想いに気づくことができた。まりもよ、本当にありがとう」

「え、それって」

　うちが十勝ちゃんに恋をしたから、キララは十勝ちゃんへの恋を自覚したってコト？

　うちが十勝ちゃんに恋をしたから、十勝ちゃんとキララはキスするコトになったの？

　それってなんか、無性にやりきれない。

「わたしが十勝に告白したこと、まりもにだから話せた」

「どうして」

　十勝ちゃんにコクったって報告してくれたときよりも照れた声で、キララはゆう。



「まりもはわたしのとっても大切な友達だから。なんの隠し事もしたくないし、わたしのことをいっぱい知ってもらいたいと思うんだ」



「え、そーなの」

「電話だと恥ずかしいことも言えてしまえるな。わたしはまりものこともいっぱい知りたい。……よかったら、まりもが誰だれを好きなのか教えてくれないか？　微力ながら精せい一いつ杯ぱい応援させてもらうぞ」

　頭の中がクラッとした。

　キララに応援してもらう？

　うちの恋を？

　ははっ、なんか笑けてきちゃうんですけど。

「別にいい。キララの応援とかいらないから」

　うちの心も声も、氷みたいになっちゃった。

「……あ、ああ、すまない。でしゃばってしまった。……万が一必要になったら、応援させてほしい」

　ただただ、いつもとなんも変わんないキララの優しい声が嫌だった。

　実はうちも十と勝かちちゃんが好きだったんだ。でも、十勝ちゃんはキララのコト好きみたいだね。だからキララがうちの恋を応援なんてしなくていいよ。むしろうちがキララの恋を応援するから。いやーホントウケるよね、二人して同じ人が好きとかさ、やっぱうちら仲のいい友達同士だから、好みも似てきちゃうんだねー。

　そんな風ふうにゆえるワケない。

　うちは、まだなんも変わんないで十勝ちゃんのコト好きなままだったから。

　十勝ちゃんのコトが好きな気持ちが大きければ大きいほど、うちはキララに対していじわるになっちゃう。

　嫌なカンジの言葉しかでてこないよ。

「今日のキララ元気だよね。やっぱ昨日いいコトあったからだよね」

「いいこと？　ああ、夏祭りは楽しかったな」



「キスしたんでしょ。十勝ちゃんと」



　あーぁ、ゆっちゃった。これでもうあとには引けない。

「き、きしゅ!?　まりもよ。わたしが、と、と、十勝と、キスしたと聞いたのか？」

「そうよ」

「そ、そんなことは滅相もないです。わたしは気持ちを伝えるだけで精一杯で、そんなことできるはずもなくて」

「チョット、ごまかさないで。うち、見ちゃったんだから」

「み、見たというのは、わたしと十勝のそういう行為実行中の現場を？」

「そう。ねえキララはキスしたんでしょ」

「あの、なんのことかさっぱり。まりもよ、見間違えかなにかではないのか？」

　うちはカチンときた。

「キララはうちのコト友達だと思ってるんでしょ！　隠し事はしないんでしょ！　隠さないでよ！」

「……まりもよ、すまないが本当に心当たりがなくて、そんな事はしてないんだ」

「ふーん、そう。ならいい」

「まりもよ、勘違いだとわかってくれたのか？」

「キスしたの認めないんなら、うちはキララの友達じゃいられない。他人になりましょ」

「た、他人……わたしとまりもが？」

　キララの声が、か細く震え出す。

「……」

　沈黙。うちはナニもゆってあげない。グショグショに濡ぬれた声が聞こえてきた。

「まりもよ。他人だなんて言わないでくれ。すまない、わたしはまりもとずっと仲良く、友達でいたいんだ」

「じゃあ、認めてよ。十と勝かちちゃんとキスしたんでしょ！」

「それは本当に本当にしてないんだ。まりもよ、勘違いさせたのならごめん。ごめんよ」

　キララの声は、そこから言葉の形にならなかった。

　涙にまみれて声にならない音を聞く数十秒。

　うちの気持ちに変化が現れた。

　もう、キララを責めるのはやめよう。

　別に十勝ちゃんはうちのモノじゃないんだし。

　キララが十勝ちゃんとキスしたって、うちに責める権利ないし。

　うちだって昨日十勝ちゃんへの告白がうまくいって、そのときにキスする的な雰囲気になったら、恥ずかしいケドしちゃうと思うし。

　それに、気になってるコトがある。

　さっきから「してない」ってゆうキララが、嘘うそを吐いてるとか、ごまかそうとしてるとか、チョット思えなくなってきてる。えー、でもうちが見間違えた可能性とかあるかな。ううん、それはない、絶対してた。でも、キララの言葉が演技とかやっぱ思えないし。

　わー、なんかワケわかんない。頭痛くなってくるみたいな。

　不意に机のそばに落ちてる写真が目に入った。

　昨日さきっぽがくれた写真だ。破こうとして、破くなんてできなかった写真だ。

　写真の中の、うちと十勝ちゃんとさきっぽと……キララ。

　みんな楽しそう。キララも嬉うれしそうに笑ってる。

　……。

　キララを責めるのやめよう。いじわるゆうのやめよう。

　そう決めたら、ちょびっとだけ心が軽くなった。

「キスの話はやめよっか、キララを他人だなんて思えるワケないじゃん」って、ゆおうと思った。普段世間話するようなカンジで明るく軽く、そーゆおうと思った。

　だけど。

　うちがそーゆう前に、その声が聞こえてきた。



「…………したからなんなの。まりもには関係なくない？」



　えっ。

　冷たい声が耳に触れた。

　ナニ、今のキララがゆったの？

　ってゆーかキララと電話してて、キララの声なんだから、キララ以外ありえないワケだけど。

「根掘り葉掘りうるさいね。十と勝かちとのキスがどうだったのか詳細聞きたいの？　十勝の唇の感触とか味とか。ははっ、まりもは欲求不満なの？」

　まるで別人みたいなキララの声がする。

　でも別人なんてありえないワケで……ナニコレ？

「どうしたの急に黙っちゃって。もしかしてあたしにビビっちゃったの？　あはっ、まりもってカワイイね」

　挑発するような言葉。からかうような口調。バカにするような笑い。

　こんなキララをうちは知らない。

　これが、キララの本性？　裏の顔みたいなコト？

　唖あ然ぜんとする。こんなにも悪意や敵意のこもった言葉を人からぶつけられたコトなんてない。うちへ向けられた相手の負の感情の存在に気づいて、おもわず身がすくむ。ナニもゆえなくなっちゃう。

「もしもーし。あら、電話切れちゃったのかな。あたしと十勝は、これからは二人っきりで下校したりするの。だから、もうあたしのそばには寄ってこないでよね。じゃあね、他人さん、ばいばーい」

　電話が切られる気配。

　ってか黙ってる場合じゃない。うちの中でナニかが爆発した。

「チョット待って！」

「はーいはーい、待つよ。なぁに？」

「キララ急に豹ひよう変へんとかしちゃって、いったいなんなの？」

「さあ、なんなんでしょう。ねぇ、ゴメンだけどこの携帯電話さ、ひと月に千円分しか通話できないプランに入ってるの。だから、もう電話切れちゃいそう。あ、今後あたしに関かかわらないってこと忘れないでね。ばいばーい」

　それで電話を切られた。

　信じらんない……呆ぼう然ぜん。

　でも、これで終われるワケないから。

　うちはすぐさまかけ直した。

　繋つながった瞬間、叫ぶようにゆう。

「勝手に切ってんじゃないわよ！」

「キャー怖い。まりもが激怒してる。はぁー、着拒チヤツキヨにしとけばよかった」

「キララあんた一体なんなの？　うちとケンカでもしたいの？」

「ケンカ、別にしてもいいけど。っていうかさ、先にケンカ腰で言ってきたのそっちじゃん。あたしのナニにムカついたの？」

「それは、キララはうちに隠し事しないってゆったのに、キスしたコト認めないから」

「なるほどねー。うーん、それは認めなくてゴメンね。でも今は認めるから。十と勝かちとブチュッと何十秒もキスしちゃいました。ねぇ、これで隠し事ナシ」

　ケータイを握る手が震えた。

　怒り？　悲しみ？　悔しい？　虚むなしい？

　感情は絵の具みたい。いろいろ混ざり合うと最後は黒くなる。

「あれー？　なんか引っ掛かるなぁー」

　陽気な声のキララ。怒りとも悲しみとも関係のないところにキララはいる。

「隠し事を一つしてただけなのに、そのことをまりもはかなり気にしてたし、結構怒ってたよね。そんなに隠し事が許せないの？　……あ、もしかして」

　ナニもゆえないまま、キララの言葉を待った。



「まりもの好きな人って、十勝なの？」



　バレた。

「そうよ。うちは十勝ちゃんのコト好きなの」

　うちの気持ちは誰だれに恥じるものでもない。

　堂々としてたかった。

　うちの大切な想おもいを聞いたキララは「はははっ」と笑い出す。

　その愉快極まりないってカンジの笑い声に、うちの大事な部分が汚された気分になる。

「そうだったんだぁ。まりもは十勝のこと好きだったんだ。ふーん」

「ふーんってナニよ。なんか文句あんの」

　声は震えて、言葉ほど強いカンジにはならなかった。

　キララのコトがわかんない。キララのコトを初めて怖く感じてもいた。

「諦あきらめなよ、そんなむなしい片想い」

「えっ」

　一瞬ナニゆわれたのかわかんなくなった。

　数瞬後ナニゆわれたのか強烈にわかった。

　うちにとって、ナニよりも大切な想いを……、

　空き缶でも潰つぶすように、グシャッと踏みにじられた。

　路上にツバでも吐くみたいに「諦あきらめなよ」と言い捨てられた。

「キララ、ふざけないでよ！」

　いつのまにか声は涙声になってた。涙は怒りが頂点に達したときも出るの。

「あらあら泣いちゃったの？　ごめんね厳しいこと言って。でも深く傷つく前に諦めて、他ほかの男を好きになったほうが利口じゃない？」

「ナニソレ？　十と勝かちちゃんはキララのモノだってゆってんの？」

「うーん、どうだろ。でもあたしのほうが十勝ちゃんへの想いは強いから、まりもの出る幕はないと思うけど」

「はぁ？　ナニゆってくれちゃってんの！」

　キララは十勝ちゃんとキスをした。

　なんでも一番になるのが好きなうちが、ナニよりも一番になりたかったコトは、もう一番になれない。

　十勝ちゃんが一番最初にキスした女の子に、うちはもうなれない。

　でも、負けられない。だから、負けられない。

　十勝ちゃんへの想いは負けられない！

「なんでうちよりキララのほうが十勝ちゃんを想ってるってコトになってんの！　うちの気持ちは誰だれにも負けないんだから！」

「ははっ、まりもいいね。恋してるね。十勝に対する気持ちは負けないっていうんならさ、十勝クイズしよっか？」

「十勝ちゃんクイズ？」

「そお、十勝にまつわる問題を交互に出しあって、答えてくの。それで負けたほうは、うーん、そうだなー……十勝に近づいちゃダメ。どう勝負する？」

　十勝ちゃんに近づけなくなるなんて、ヤダ。

　でもそんな心配する必要ない。うちは絶対負けないから。

「もちろん。受けて立つよ」

　うちは十勝ちゃんと話したコトはどんな些さ細さいなコトだって忘れない。うちは、十勝ちゃん博士ってゆえちゃうくらいなんだから。

「さすがまりもは勝負好きの負けず嫌いだね。じゃあ、あたしから問題出すわ」

　どんな問題だって即答しちゃうみたいな。早押しボタンがほしいくらい。

「十勝の母方の祖母と言えば時とき江えさん六十四歳で、祖父は清せい三ぞうさん六十八歳ですが、父方の祖父母の絹きぬ代よさんと祖父浩こう太た朗ろうさんの年の差はいくつでしょうか？

　……あ、ごめん、簡単過ぎたね。えっと、別の問題にする。十勝の好きな『げ』から始まることといえば、なんでしょう」

　え……簡単過ぎって。

　普通好きな人でも祖父母の名前とか年齢とか知らないから。でも、キララはたまたまどっかで知る機会があったんだ。きっとそうだ。たまたま知ったコトなら、どんなマニアックなコト知ってても驚くコトない。でも、よく覚えてるなぁって関心はするケド。

　うちは「下校でしょ」と落ち着いて答えた。

「せいかーい。さすがまりも、十と勝かちの情報通だね。すごいすごい」

　大おお袈げ裟さな褒ほめ言葉はバカにされてる気しかしない。

　うちは第一問目を発表した。悪いけど難易度高めでいく。

「十勝ちゃんが初めてダウンロ――」

「となりのトトロの『さんぽ』。あ、ごめん。『初めてダウンロードして買った曲はなんでしょう』って問題じゃないよね。だってそれじゃあ簡単過ぎるし。

　えっとー、じゃあ、二番目にダウンロードして買った曲は水すい前ぜん寺じ清きよ子この『三百六十五歩のマーチ』。十勝が下校のテーマ曲にしようとしたんだけど、三歩進んで二歩下がるって部分が下校のテーマ曲に合わないと思って、やめたんだよね。あはっ、十勝って面白いよね。最近ダウンロードして買ったのは坂さか本もと九きゆうの『上を向いて歩こう』も結局テーマ曲にはしてないみたいだし。

　ってことで答えは……『保留中』かな。

　問題は、『十勝ちゃんが初めてダウンロードで買った曲は「さんぽ」ですが、それは下校のテーマ曲としてはしっくりこず、下校のテーマ曲を模索し続けた結果、現在十勝の下校のテーマ曲問題はどうなってるでしょう？』そんな問題だったんでしょ。さすがまりも、いい問題出すねー」

「え、あ。えっと」

　うちの本来考えてた問題は『十勝ちゃんが初めてダウンロードで購入した曲はなんでしょう』だった。

　実際の問題の答えとは違うけど、キララに「ブー、不正解」なんてゆえる気分じゃなかった。正解以上に正解な答えだったから。

　うちの問題もたまたま答えがわかってただけなの？

　それとも、二番目にダウンロードした曲名とか、最近ダウンロードした曲名をゆってたけど、それってデマカセ？　だって、今は確認しようがないし。ううん、デマカセなんかじゃない。

　いつもと様子が違うキララだけど、うちのよく知らないキララだけど、そーゆうズルはしないと思う。それにうちは知らなかったけど、いかにも十勝ちゃんがダウンロードしそうな曲だったし。



　……それから。



　四問交互に出しあった。キララの問題は難しすぎて、うちには一問も答えられなかった。

　結局のところ答えは十勝ちゃんに確認しなきゃわかんないんだけど、でもやっぱデマカセとは思えない。だって、キララはうちが出した問題を全部すんなり答えたワケだし。

　単純に十と勝かちちゃんのコト、メッチャ知ってるんだ。

　十勝ちゃんクイズはたった四問終えた時点で、うちはもう気力を失ってた。

　キララの五問目。「小学校高学年の十勝が通学に使っていたのは、どんな鞄かばんでしょう」ってゆうわかるわけもない問題だった。適当に「ランドセル」と答えたら、偶然正解だった。

　これでキララの出題を五問終えて、うちの得点は最初の一点と今の問題の一点で、合計二点。

　キララは四問終えて、合計四点。

　うちは投げやりになってた。五問目が終わったらギブしようと思う。適当な問題を口にした。

「十勝ちゃんが今履いてるスニーカーは、誰だれにプレゼントしてもらったものでしょうか」

「今履いてるスニーカー？　もー、まりもったら意地悪。難しい問題出すねー」

「えっ」

　難しい問題？

　どこが？　ふざけてんの？

　だって、超簡単な問題じゃん。

　みんなで放課後デートコースプランを考えて帰ったとき、うちとキララとさきっぽの三人でプレゼントしたものなんだから。忘れろってほうが難しいみたいな。

「ねぇ、まりも。ヒントちょうだい」

　ヒントって、こんな簡単な問題どーゆうヒント出せばいいのよ。

　キララ、ど忘れでもしちゃってるの？　ってゆーか、ど忘れだったとしたら、ど忘れの領域超えてるし。

　うちがヒントをなかなか出せないでいると……。

　黙ってるうちに対して、キララはなにか邪推したのか「あー、なるほどね」と舌なめずりでもするような声を出す。

「これって引っかけ問題でしょ。正解は、誰からもプレゼントされたものじゃない。十勝が自分で買ったものだ」

　冗談でゆってんの？

　四問連続正解してるからふざけてるの？

　うちもふざけて「正解だよ」ってゆってみた。

　キララは……。

「やったー。あたし五問連続正解だぁ。さ、次の問題をしましょ」

「あ、ううん。もうキララの勝ちでいいよ。うちよりキララのほうが十勝ちゃんのコトよく知ってるみたい」

「いいの!?　わぁ、あたしの勝ちだぁ！」

　無邪気に喜ぶキララ。スニーカーは三人で買ったものだよね、と訂正する気配はまるでない。

「じゃあ、まりもは十と勝かちに当分近づいちゃダメ。ごめんね、当分だからよろしくね。あとそれにあたしにも当分近づかないでね」

　なんだろう。当分ってコトにこだわってるみたいな。

　当分って付け加えてくれたのは、情けみたいなものなの？

「あ、うん。わかった」

「ふふっ、じゃあねー。まりも」

　電話は切れた。

　キララに対する怒りはもう失いかけていた。怒りの代わりに気味の悪さを覚えていた。

　なんで、キララはスニーカーをプレゼントしたコトを忘れてるんだろ。

　それに今の今まで話してたキララって、もはや本性とか、裏の顔とかって次元じゃなくない？

　完全に別人のようだったんですケド。

　うちは放心したまま、ケータイを見つめてたら……再び着信。

　え、キララがまだなにか用なの？

　ビクッとして液晶を見ると、そこには「さきっぽ」と表示。

　一気に安あん堵どして、電話に出た。

「さきっぽー」

「うむにゅ！」

　さきっぽのワケわかんない挨あい拶さつに、涙が出るほどホッとする。

「ナイスタイミングの電話！　さきっぽと話したいと思ってたとこだったの」

「おう、たんまりとあーしは以心伝心でやんすね。おっと、体調は大丈夫なのかい？」

　昨日十勝ちゃんとキララのキスシーンを目撃したショックから、体調不良ってゆって、夏祭りの途中で帰ってきたコトなんて、もうかなり頭の隅っこにいってた。

　うちは「大丈夫大丈夫」と元気よく答えると、さきっぽは「実はたんまりに話したいことがあるんですよ」と、チョット深刻な声を出してきた。

　ナニナニ？

　まさかさきっぽまで、実は誰だれか人捜ししてるとかゆわないよね。

「たんまりのもとにも、チキララから電話って来たかい？」

　キララの名前は今あんまり聞きたくない。

　嫉しつ妬ととかムカツクとかじゃなくて、未知の病原菌の名前でも聞かされてる気分になるから。漠然とした不気味さをキララに感じちゃってる。

「うん、きたよ」

「チキララはたんまりに電話する前に、多分あーしに電話してくれたんだぁ」

　それならキララがゆってた。先にさきっぽに電話したって。

　打ち明け話をする順番を五十音順に決めて、うちが後になったことを申し訳なさそうにしてたキララの声を思い出す。どっちから先に打ち明け話をするべきかで苦悩するなんて、アハッ、キララってホントおもしろいんだから。

　……電話が繋つながったときのキララは、いつものキララだったんだよなー。

「ねえ、さきっぽ。キララの様子さ、今日なんか変じゃなかった？」

「チキララの様子っすか？　うーむ、いつもと変わらなかったと思うっすよ」

「そっか」

　さきっぽはキララと別にケンカはしてない。

　キララは怒ると豹ひよう変へんするってコト？

　ううん、やっぱ全然わかんない。

「で、チキララが打ち明けてくれた話なんすけど、三みつ石いし留る萌もいって子を捜してるっていう」

「そうそう。いきなり誰だれそれ？って思っちゃった。

　しかもその三石留萌って子さ、実体がないってゆーか、頭の中にやってくる意識だけの存在？みたいな。キララ危ないコトゆってたよね。ハハッ」

　別人のようだったキララ。突如話にでてきた不可思議な存在の三石留萌。

　どっちもなんか気味が悪くて、冗談みたいに軽く笑いながらサラッと話してしまいたかった。

　うちの笑いには全く同調しない調子で、さきっぽが「それがさぁ」と重い声でゆう。

「どうしたのよ、らしくない深刻な声出しちゃって」

「急に話されたからビックリしてもうて、チキララには言えなかったんだけど……」

「ナニ？　もったいつけてないで教えて教えて」



「あーしの小学生のときのクラスメートに、三石留萌って子がいたんだ」



「え、三石留萌がクラスにいたの？」

「うむにゅ」

「でもキララはその子を捜したけど、市内のどこの中学にもいなかったとかゆってたよ」

「三石留萌が市内のどの中学にもいないのは、当然っす」

「それどーゆうコト？　だって、さきっぽと小学校の同級生なんでしょ」

「うむにゅ」

「あ、わかった。市外の有名私立中学とかに進学したとか？」

「チキララが三石留萌と出で逢あった二年前、彼女は日本中のどの中学校にもいないっす」

「……お父さんの仕事の都合で、海外ってワケじゃないんでしょ」

「うむにゅ」

「ねえ、ビックリしたのはわかるケド。なんで小学校の同級生に三石留萌がいたって、キララに話してあげなかったの？」

　電話の向こうで、なにか言いにくそうにさきっぽは「うぅ」と唸うなった。



「……実はっすね、三みつ石いし留る萌もいは小学生のときに――」



    

  
    
      
第四話　母校の回



　留萌との真夜中の下校を終えて、朝方に帰ってきて爆睡。

　昼過ぎにケータイの着信音で目覚めさせられた。

　液晶には「千ち歳とせキララ」の表示。

　また、留萌か？

　ケータイに飛びついた。

「おう、なんだ。また真夜中の下校のお誘いか？」

「十と勝かちよ。こんにちは」

「お、おお。ち、千歳か」

「ん？　驚いてるようだがどうしたのだ。真夜中のなんと？」

「いや、それは気にしねーでくれ。で、どうした」

「うん。いきなりなのだが、十勝の今日の都合はいいだろうか？」

「今日ってこれからか？」

　今は午後二時ちょい過ぎ。結構寝てたようだな。

「うん。あ、でもなにか少しでも十と勝かちに用があるのならいいんだ。庭の草むしりとか、お使いとか」

「おれんちは野比家かよ。別に用なんてないぜ。なんだ」

「そうか、それは嬉うれしい。実は、せっかくの夏休みだし、留る萌もい捜しを頑張ろうと思って」

「ああ、留萌捜しか」

「それで、もう一度市内の中学校を巡って、三みつ石いし留萌という生徒がいなかったか確認してみたいんだ。もしかしたら、なにか新しいことがわかるかもしれない」

　やる気に満ちてる前向きな千ち歳とせ。反対はしたくねえ。

　でも、その留萌捜しは徒労で終わる。

　留萌は、千歳の中にいるんだ。他ほかのどこにもいない。

　ビックリするほどの灯台もと暗しだ。

「十勝よ。留萌捜しは口実で、十勝と二人っきりでデートもどきのようなことがしたいわけじゃないからな。本当だからな」

　そんなこと考えもしてなかったのに、千歳は勝手に恥ずかしがってテンパってる。

「大丈夫だよ。デートだなんて思ってねえよ」

「思ってないのか。そうなのか」

　おいおい、なんで落胆したような声出すんだよ。

「十勝よ。好きだって想おもいを伝えたあとは、留萌捜しを誘うだけなのに緊張してしまうな」

　それ、おれに言われても。

　とにかく千歳は放ほうっておけねえ。

　徒労だろうが、なんだろうが、留萌捜しを手伝うだけだ。



　彩いろどり駅で合流。只ただ今いま午後三時。

　千歳は夏休み中でも制服姿だった。まあ、かくゆうおれも制服姿なわけだけど。中学校を訪たずねに行くなら、制服姿が無難だよな。

「十勝よ。まずは留萌が入院していなければ、無事通えていたはずの中学校に行こう」

　千歳は、留萌が自分の中にいる別の人格だとは知らない。

　日本のどこかの大病院で寝たきりになっていて、自分の意識だけを遠くに飛ばし、誰だれかの頭の中に入って、コミュニケーションが取れる存在だと思ってる。

　その留萌がなんの前触れもなくある日突然、意識だけで会いにきてくれなくなった。

　このことを千歳は、留萌が寝たきり状態から回復して、中学校に復学できたのではないかと希望的観測をしていたのだ。

　ということで。

　おれと千歳はバスで目的の中学校まで行った。

　来客者用玄関に併設された受付には夏休み中でも事務員の方がいたので、さっそく訊ねてみる。高校の制服を着ているせいか、事務員は最初笑顔で応対してくれた。

　しかし。

　三みつ石いし留る萌もいという生徒はこちらの学校にいましたか？

　と、怪け訝げんそうな顔でお決まりの個人情報がなんちゃらと言われた。

　だけど、そんなマニュアルな対応は誠意によって超えられた。千ち歳とせの必死のお願いに、事務員のおばちゃんは折れてくれた。

　卒業生と一応在校生も調べてもらった。だけど、三石留萌という生徒がいた記録はなかった。まあ、当然といえば当然の空振りだ。

　にしても、ある生徒の電話番号や住所を教えてくれというのではなく、こういう名前の生徒がいたかどうかの確認だけでも、簡単には教えてくれねえんだな。恐るべし個人情報保護法。

　礼を述べて、辞去した中学校の校門で千歳は鼓舞するように言う。

「十と勝かちよ。では別の中学校に行こう」

　それも同じ結果になるのは、わかってる。落胆する千歳は見たくねえな。

　おれは諦あきらめが滲にじんだ声で言っちまう。

「でもよ。他ほかの中学校も千歳が中学んときに一回聞き込みに言ってるんだよな」

「うん。そうなんだ」

　千歳が俯うつむく。

　いけね。千歳の元気を奪ってどうすんだ。

　おれはなんか名案がないかと思案する。案なんてねえ。だって、留萌は千歳の中にいるんだから。

　千歳が「あ」となにか閃ひらめいた声を漏らし、顔を上げた。

「十勝よ。別の中学校には行かないで、代わりに小学校に行ってみるのはどうだろう」

「小学校？　なんでだ」

　千歳は今でてきた中学校の校舎を見つめる。

「この中学校に通うことになる学区内に、いくつか小学校があるはずだ」

　千歳の言いたいことがわかった。

「おお、そうか。そのいくつかの小学の卒業生がこの中学に通うわけだもんな」

「もしかしたら、小学校のほうには留萌がいた記録が残ってるかもしれない」

　頑張る千歳の気持ちをしらけさせねえように、おれは小学校巡りのお供をする。



　下校のお助けアイテムである市内の地図で、この中学の学区内には三つの小学校があることがわかった。

　ひとまず一番近いところから行く。学区内の端々の位置に点在する三つの小学校。どの順番でまわっても、結局総移動距離は変わらねえ。

　一校目の小学校は空振り。

　二校目の小学校もあえなく空振り。

　小学校巡りを始めて二時間経過。只ただ今いま午後五時。なんだかんだで結構歩いてる。二つ目の小学校の向かいの公園で一休みした。

　千ち歳とせがベンチに深く腰掛け、ふくらはぎを揉もんでいる。

「十と勝かちよ、すまない。今日は朝起きたときからなぜか足が疲れていて、あと妙に眠くて」

　千歳が就寝して身体からだが休まるはずの時間に留る萌もいが動き回ったのだ。千歳の身体が疲れてるのは無理ねえよな。

　千歳の原因不明の疲労の理由は教えてやれねえ。千歳は話を続ける。

「……あと、眠いせいだと思うのだが、今日やや不思議なことが起こったんだ」

「おう、なんだ。やや不思議なことって？」

「まりもに電話したのだが」

　サラッと言う千歳だが、おれは内心ドキッとした。

　丹たん下げには昨日おれと留萌がキスしたとこを見られてる。丹下はもちろんそれをおれと千歳がキスしたと思ってる。

「なあ、千歳。やや不思議なことの前に教えてくれ、丹下となんの話をしたんだ」

「三みつ石いし留萌を捜してるんだという話をした。ちなみに丹下に電話する前にさきっぽにも伝えてある」

「おう、留萌のこと話せたんだな。丹下と話したことはそれだけなのか？」

　千歳はふくらはぎをマッサージする手を止め、おれの目を見つめる。千歳の瞳ひとみはとろけたように柔らかくなった。

「……それ以外は乙女の秘密だから、十勝だけには恥ずかしくて言えない」

「ああ、そうなのか」

「十勝よ。話は変わるが、例えばある人物に自分の好きな人が誰だれかを電話で話して。後のち程ほど、その自分の好きな人に電話でなにを話したんだと聞かれたら、恥ずかしいものだよな」

　あのー、話変わってないよな。

「……なあ。もしかして千歳はおれが好きだってことを、丹下に言ったのか？」

「と、十勝！　そなた、さては読心術の使い手だな!?」

「なんか不届き者が登場したみたいな言い方された」

「十勝よ、許してくれ。これ以上、わたしの心を見ないでくれ」

「なんだよ、人様には言えねえようなドス黒い感情でも詰まってんのか？」



「わたしの心の中には、十勝に見られると恥ずかしい感情が詰まってるんだ」



　千歳は頬ほおを染めて、まっすぐにおれを見つめている。

　千歳は自分が恥ずかしいときは金縛りに遭ったように動けなくなるやつだった。おれを見たまま、まばたきもほとんどしないで固まってる。

　こうなると、恥ずかしいのが耐えられなくなんのはおれのほうだ。

　おれは必死に話題を変えようと思って、千ち歳とせがそもそも話し出したことを思い出した。

「あ、そうだ。やや不思議なことってなんだったんだ？」

　千歳の金縛りが解ける。「うん」と大きく頷うなずき、とろけた表情が一変、今度は眉み間けんに細かな皺しわが寄った。

「……まりもとの通話の最中……わたしは寝ぼけていたというか、軽く意識を失ったというか、気が付いたらまりもとの電話が終わっていたんだ。

　まりもにかけ直してみたのだが話し中で。まりもとの電話を終えるときのことはやはり思い出せないのだが……うーん、やや不思議だ。

　十と勝かちよ、やはりここはまりもに再度かけ直して、電話を切る際に粗そ相そうがなかったか確認するのがいいよな」

　丹たん下げとの電話が気づいてたら、終わっている。

　おれにはわかった。どういう事情でそうなったのかわからねえが、おそらく電話中に千歳から留る萌もいに意識が切り替わったんだろう。

　ってことは、留萌と丹下が電話で話したってことか？

　胸騒ぎしかしねえ。

　千歳が丹下に電話をかけ直すのは状況が面倒なことになりそうだった。

「なあ千歳。電話はしなくて大丈夫だ。通話中になんか問題があったんなら、丹下から電話してくるだろ」



    

  
    
      



    

  
    
      　なかなか強引な説得だったが、千ち歳とせは素直だ。

「十と勝かちがそう言うのなら……そうだよな、うん」

　電話中に意識がなくなる。やや不思議に感じたことを千歳がかなり不思議だと思い直さないうちに、これまた話題を変えたいところだ。

　おれは公園のベンチから見える世界に、なにか話題の種はねえかと探す。

　すると。

　ありがてえことに千歳のほうが話題の種を見つけてくれたようだった。

「『帰り道　みんな楽しく　仲良くね』」

　ベンチに並んで座った千歳の見つめる先に、グラウンドを囲う緑のフェンスがあった。そこにプレートの下校標語が並んでた。

「おう、懐かしいな。標語か」

「小学生のとき、作った気がするが忘れてしまったな。十勝も、標語は作ったのか？」

「作ったぜ。覚えてるよ、登下校がテーマの標語」

「覚えてるとはさすが十勝だな。聞かせてくれないか？」

　おれはベンチから立ち上がった。自分でも小学校高学年のときに作ったものをちゃんと覚えてることに、驚いた。



「『下校の味方　緑のおばさん　通り魔は　下校の敵だ　許せねえ』これがおれの自信作よ」



「と、十勝よ。えっと、標語だよな」

「五七五じゃ、おれの気持ちは込めきれなかったんだ。短歌バージョンよ」

「……短歌。音の数がバラバラではないか。七、八、五、七、五になってる」

「おれの登下校に対する思いはよ、既存の枠なんかには収まらねえってことだな」

「……十勝よ、小学校時代の修学旅行の自由行動の時間は、無事にやり過ごせたか？」

「なにきっかけで修学旅行の話題だよ！　しかも無事ってどういうこと？」

「学校で標語を書く際に、勝手に短歌を書き、しかもそれは短歌の形式をかなり無視している。十勝よ、クラスで浮いて一人ぼっちになると、修学旅行などの行事が辛つらいよな」

「なんの同情!?　友達いたし、別に浮いてなかったよ。っていうか、なんで千歳は一人ぼっちだと修学旅行の自由時間が無事じゃないって思ったんだよ」

「……十勝よ。人の悲しい過去を土足で踏み込むのはよくない行為だと思うぞ」

「す、すまんかったよ。でも、先に修学旅行の話題を出したのは千歳だぞ」

「それにしても、緑のおばさんかぁ。懐かしいな」

　かなりヘタクソに話題を変えた千歳。おれはそれを指摘したりはしねえ。

　自分の過去を思い出して、勝手に落ち込み始めた千歳が元気になるなら、協力は惜しまねえ。おれは話を合わせた。

「おう、おれからしてみたら、下校が一分だったから会ったことはほとんどなくて。緑のおばさんは都市伝説かと思ったぜ。……よし、結構休憩しちまったな、そろそろ行くか」

　それで、おれ達は公園をあとにした。

　最後の一校の小学校へ聞き込みに行く。

　聞き込みが終われば、きっと落胆した千ち歳とせを見ることになるだろう。気が進まねえな。

　北ほく雪せつ小学校。

　着いたときは、もう六時近かった。

　自分の母校でもない小学校に入るドキドキは三校目で多少は慣れた。

　これまでと同様来客者用玄関の受付で三みつ石いし留る萌もいという生徒がいたか訊ねようと思ったら、時間が遅かったせいか、事務員の方は不在だった。

　千歳と顔を見合わせる。引き返す？　いや、それはない。せっかくここまで来たんだから、なにかしら誰だれかに訊ねない限りは納得できない。

　おれ達は来客用スリッパを履き、思いきって、職員室に向かうことにした。

「失礼します」と言いながら、カラカラとおもちゃみたいな音のする薄い戸を開ける。

　職員室には先生らしき人が二人見えた。

　奥には白髪交じりの中年の男性教師。手前にいた若い女の先生が机から振り返る。

「あら、こんばんは」

　困惑は小さじ一いつ杯ぱいの優しそうな笑顔を浮かべてる。ホッと一安心。話せそうな人だ。

「今日はどうしたの？　どの先生に会いにきたのかしら」

　高校の制服を着てるためか、卒業生だと思われたらしい。

　すかさず千歳は自分の身分を明かした。おれに自己紹介の間も与えず、千歳は単刀直入に言う。

「こちらの小学校で、四年前に卒業した生徒の中に三石留萌という生徒はいますか？」

　若い女性教諭の困惑が一気に大さじ二杯。

　千歳、単刀直入過ぎたぜ。おれは横から三石留萌を捜してる経緯を補ほ足そくした。

「実は、こちらの千歳が二年前に三石留萌という他校の子と知りあいになったのですが、ある日突然その三石留萌がいなくなってしまいまして。

　他校同士で知りあったので、三石留萌を捜そうにも共通の友人もいなくて、三石留萌の住所や電話番号もわからなくて。

　ただ、こちらの小学校を三石留萌が卒業してるという噂うわさを聞きまして」

　これまでの小学校でも、三石留萌のことを捜してる理由は全部こんな感じで説明した。嘘うそはそんなにはついてない。どの学校に対しても、三石留萌はこちらの学校出身だと噂を聞いたと、装飾したぐらい。こう言わないとなんでうちの学校に来たのか？と思われるのが面倒だったから。それと頭の中で会話できる意識だけの存在ってことは伝えない。それを話して、信じてもらえる気はしねえ。話は絶対ややこしくなっちまう。

「うーん、事情はわかったわ……それは是非その子を捜したいと思うだろうけど」

　女性教諭の顔には、葛かつ藤とうと苦笑が浮かぶ。どうやら、この先生はおれ達に協力したいと思ってくれてるようだけど、なんかの規則なのか勝手に卒業生を調べるのはまずいと思っている様子だ。この先生が勝手な行動をしてそれを見み咎とがめる存在は……職員室にはもう一人いる白髪交じりの中年の男性教諭か。くそっ、職員室にこの女の先生しかいなかったら、すんなり教えてくれたかもしれねえ。

「お願いします」

　千ち歳とせは精せい一いつ杯ぱいの誠意で、頭を下げ根気よくお願いをしてる。女性教諭は、苦渋の決断を下すように申し訳なさそうな顔になる。

「……申し訳ないけど」

　これはもう無理かな。てか、どっちみち卒業生を確認してもらったところで、三みつ石いし留る萌もいはいないんだ。

　さらに「無理を言ってすみません、お願いします」と頭を下げる千歳に、「帰ろうか」と言おうとしたとき、

「……三石留萌と言ったのか？」

　職員室の後ろからしゃがれた声が掛けられた。白髪交じりの中年の男性教諭だ。おれ達のそばまで歩いてくる。

「はい、三石留萌です」

　千歳が力強く頷うなずく。

　男性教諭は眉み間けんに深い皺しわを刻んで、首を小さく振った。

「四年前の卒業式には三石留萌という子はいないよ」

　千歳の肩はガックリと落ちた。

　でも、おれは違和感を感じていた。

　なんで卒業式にはいないっていう妙な言い回しをしたんだろうか？

　それじゃまるで、三石留萌って子は卒業式以外のどこかにはいたみたいじゃねえか。

　男性教諭は思い出話をするように遠い声で言う。



「三石留萌は、わたしが担任していた六年生のクラスにいた子だったんだ」



　!?

　なんだって？　三石留萌が実在する？

　おれは千歳の目をのぞき込んだ。

　千歳の心の奥底からこの世界を見ているんだろう留萌に問いかけたかった。

　でもそこには、やっと留萌の足跡を見つけた千歳の喜びと驚きの瞳ひとみがあるだけだった。



    

  
    
      
第五話　白線の上だけを歩いて帰るの回



　千ち歳とせと北ほく雪せつ小学校に行った日からの夏休みは、一人で宿題なんかを済ませながら、お利口な九日間を過ごした。

　留る萌もいに会って、話したいことがあった。

　だけど、留萌からは一切の連絡もない。

　千歳に会おうと思っても、北雪小学校に行った翌日から、千歳は母方のおばあちゃんの田舎に帰省してしまった。

　千歳が彩いろどり市にいない。当然、留萌も彩市にはいない。

　まだ夏休み中だけど、明日は学祭の準備のための登校日だ。

　千歳に会えるかもしれねえと思って眠った。

　ぐっすり就寝中の夜の十一時半。

　ケータイで起こされた。

　寝入ってすぐに起こされるのは頭を殴られたような衝撃だったが、おれは不快に感じることはなかった。こんな時間に電話してくるのは留萌だけ。留萌からの連絡をずっと待ってたんだ。

　叫ぶように電話に出る。

「留萌！」

「いきなり名前呼んじゃダメよ。これがちーちゃんからの電話だったらどうするの？」

「千歳はこんな夜中に電話してこねえよ」

「やっとおばあちゃんちから帰ってきたの。さあ、真夜中の下校をしましょうか」



　千ち恵え里り高前。午前一時（前回の真夜中の下校でチャリを千恵里高に置きっぱにしてたから、走ってきた）。

　またも制服指定。真夜中といえども、下校の雰囲気を少しでも出すために、普段使用してる通学用の斜めがけショルダーバッグを持ってきた。一応、中には多少の教科書ノート類に筆入れも入れてる。

　留萌は校舎の窓からこちらに手を振るなんてホラーな登場じゃなく、普通に校門にやってきた。

　おれは留萌に言う。

「今日もおれの一学期の思い出の下校のどれかをすんのか？」

　留萌は「ううん」と首を振る。

「十と勝かちが今まで一度もしたことないタイプの下校をしましょ。あたしと十勝だけのオリジナリティのある下校」

「ヒッチハイクで下校はねえな。どっちが早く指定の目的地まで行けるか勝負するか」

「オリジナリティあればいいって話じゃないから。言わなくてもわかると思うけど楽しいことが大前提だから。目的地の書いた紙を何時間掲げるつもりよ」

「オリジナリティかぁ。お、匍ほ匐ふく前進で下校ってしたことねえよな」

「……」

「そうか、楽しいのはおれだけかな」

「それのどこに楽しさ見みい出だせたのか、教えてもらっていい!?」

　真夜中にする下校。真夜中でもできる下校。

　悩むおれに、留る萌もいが「あ、そうよ」となにか閃ひらめいたような声を出す。

「白線の上だけを歩いて帰るのってどう？　楽しそう」

「いや、なんかそれ、ベタじゃねえか」

「ベタじゃないから。じゃあ実際白線の上だけを歩いて帰ってる子を見たことある？　しかも高校生だよ。しかも夜中だよ」

　夜中の下校って時点で、すでにオリジナリティに溢あふれてるのかもしれねえ。

　留萌がしたいんなら、おれはいいなり。

　反対する理由もないので、白線の上だけを歩いて帰る下校を始めることにする。

　北ほく雪せつ小学校に通ってた六年生の留萌。ある悲劇のために卒業式に出られなかった留萌。

　その話題は、強烈に気になっているものの、安易に切り出せない重さがあった。

　白線の上を歩きながら、話すことでもねえ。

　聞くのは、どっか落ち着いたところに着いてからにしよう。

　留萌の様子を見ながら、本当にあんな悲劇に遭ったのがこの三みつ石いし留萌なのか、一度見定めてえしな。

「ねぇ、十と勝かち。目的地どこにする？　目的地に見事ゴールできたらさ、二人で祝っちゃおうよ。うわぁ！　俄が然ぜん楽しそう」

　目の前で浮かれてるこの留萌と、北雪小学校で聞いた留萌が、結びつかねえ感じがするんだよな。



　千ち恵え里り高をスタートとして、ゴールは普通に歩いたら三十分くらいの距離にある公園に決まった。真夜中の下校は公園登場率が高めだ。まあ、こんな時間じゃ制服姿の高校生はコンビニにだって、うかうか入れねえから仕方ねえ。

　平均台の上を進むように、両足ともしっかり着けて白線の上を歩いていく。横断歩道に関してだけは、横に引かれた白線をまたいで踏んでいく。それがルールだ。

　最初は問題もなく、テクテク進んでいた。またしりとりなんかしながら。

　おれが「す」から始まる単語を考えてる最中、先頭を歩いていた留萌が短い悲鳴を上げ、「とかちー」と泣きそうな顔で振り返ったのは、下校開始十分後のことだった。

「どしたよ？」

「十と勝かち、あれ」

　留る萌もいの指の先を追った。外灯の下、白線の上で光を浴びてクネクネしてる細長いやつ。

「なんだ、ただのミミズじゃねえか」

「やめてその言葉やめて。名前聞いただけでゾワゾワする」

「あ、ミスズ」

「ぎゃー！」

「おい、よく聞け。今のは車のメーカーだぞ」

「うー、とにかく『ミ』で始まって『ズ』で終わることは言葉は言わないで」

「そんなに苦手なら、さっさと跨またいで行こうぜ」

「跨ぐ!?　ミミズを！　ぎゃー」

「おい、自分で言って悲鳴を上げるなよ」

「ムリムリ。あたしはこれ以上一歩も先に進めない」

　仕方ねえやつだな。

　おれは白線から足が全部はみ出ないように、蹲うずくまる留萌を避けて、ミミズのそばに行った。体長20センチくらい。見事に白線の上に居座ってる。どいてもらおう。

　おれがミミズに掴つかもうと屈んだとき、背後から恐怖の交じった声が掛けられる。

「何する気なの!?」

「おう、ミミ……こいつをどかそうと思ってな」

「ダメ！　十勝はそれを触った手と今後どうやって折り合いをつけていくの？」

「折り合い？　なんだそりゃ」

「切断するの？　あ、そうか、皮膚移植するんだね！」

「なに名案閃ひらめいたってトーンで言ってんだよ。まあ、ティッシュで手を拭くよ」

「それを触ったら、あたしは一生あなたを許さない」

「どういう類の恨みだよ」

「とにかく触っちゃダメ！」

　だいぶ続く一本道をここまで来た。迂う回かいするのは避けてえな。

　ミミズを足でけっ飛ばしてどかすってのも考えたが、それだと留萌は次は靴を捨てろとか言ってくるだろう。

　さあ、どうしたものか……あ。

　おれはあることを閃いた。

　いまだにしゃがんで怯おびえてる留萌の前に、背中を向けて膝ひざをついた。

「十勝、なにやってんの？」

「乗れよ。おんぶしてやる」

「え……いいの？　でもでも、おんぶしたら十勝が疲れちゃうでしょ。それにさ、やっぱり申し訳ないってゆーか」

　命令口調で一切の謝罪も一ひと欠片かけらの申し訳なさもなく、人を夜中の校門に召集させるくせに、なに遠慮してんだか。

「別に疲れねえよ。あれを跨またいだら降ろすしよ。それにこちとら日々の下校で鍛えられた足腰自慢よ」

　背中越しだから留る萌もいがどんな顔してるかはわからねえ。

　沈黙……そして、

「……し、失礼します」

　背中に、体温と心地よい重さを感じた。おれの脇わき腹ばらから伸びる留萌の両足。裸の膝ひざ小僧が目に入る。

　おんぶって、こんなに身体からだを身体が密着するものなのか。おんぶってこんなにドキドキする行為なのか。

　恥ずかしくなっちまったが、今いま更さらやっぱり止めようとは言えねえ。

「ちょ、十と勝かち。膝の裏持たないでよ。くすぐったいから、もっと上を持ってよ」

　おれは留萌のいいなり。言われた通りに従うしもべ。

　極力意識しないようにしても、むき出しのふとももの感触が手のひらに広がると、しびれるようだった。

　さっさとおんぶを終えよう。

　歩き出したおれの背中で、留萌が「ねぇ十勝」と話しかけてきた。おれの耳に留萌の口がでたらめに近いんだろう。留萌の声はおれの頭の中でした。

「今、しよっか」

「ん？　なにをするって？」

「『キス』の続き。次は十勝からだよ」

　驚いて振り返る。

　唇が触れてしまいそうなほどの距離に留萌の顔。なぜか瞳ひとみを閉じてた。

　おれは自分の人生初のキスをした十日前の夜の記憶を呼び起こした。あのときは留萌からキスをしてきた。

　今日はおれから、キスをしろということですか？

　っていうか、キスの続きっていったいなんだ。

「十勝、黙っちゃってどうしたの？　しりとり、『キス』で終わってたでしょ。次は十勝からで『す』だよ」

「おい、紛まぎらわしい言い方すんなよ。『しよっか』の前に『しりとり』って言えよ」

「え、紛らわしいって、なにを勘違いしたの？」

「うるせ。第一なんで目を瞑つぶってんだよ、さらに紛らわしい」

「だって、あれを跨ぐ瞬間を見たくないから。……あ、十勝まさかあたしにキスの続きをしようって誘われたと思ったの？　きゃー、エッチな人がここにいまーす」

「うるせー、うるせー。っていうか、白線の上のクネクネを跨いだぞ。よし、おんぶ終了だな」

「ヤダ」

「ヤダってなんだ？」

「嘘うそでしょ。ほんとは、ク、クネクネをまだ跨またいでないのに、跨いだって言ってる」

「なんだっておれがそんな嘘吐かなきゃなんねえんだよ。目開けてみろよ」

「ヤダ。そんなこと言って、あたしを怖がらせて、腹いせしようとしてるんだ」

「腹いせ？　なんのだよ」

「夜中に突然呼び出されて、あたしにつきあわされてる恨みを晴らすつもりでしょ」

「それ、迷惑かけてるって自覚あったんだな」

　留る萌もいの機嫌を損ねないことが行動の大前提のおれとしては、無理に背中から降ろすわけにもいかねえ。

「本当にもう跨いだんだ。どうすりゃいいんだよ」そのまま疑問をぶつけてみた。

「続けて」

「ん？」

「おんぶを続けて。あたしがいいと言うまで、おんぶをしなさい」

「ヘイヘイ、かしこまりました」

「ちちんぷいぷい、キショいのキショいの飛んでけ」

　ミミズが苦手な留萌は目を瞑つぶったまま、おまじない的なことを言ってる。



    

  
    
      



    

  
    
      　ミミズに羽が生えて、空を飛んでったら、おれも悲鳴を上げるだろうな。グロテスクな想像だ。



　結局横断歩道を一つ越えるまで、おんぶは続いた。

　おれの首にまわした腕を留る萌もいはギュッとするから、苦しかった。それからもやっと解放され、肩と首のストレッチ。

　そして、下校には必ひつ須すのアキレス腱けん伸ばしをこなしてるおれに、留萌は言う。

「十と勝かちって、ほんと下校バカだよね」

「いやいや、おれはまだその境地まで達せられてねえよ。そう思ってもらえるのは嬉うれしいけど、おれはまだまだ若輩者だからよ」

「え、なに照れながら謙けん遜そんしてんの。あたしは下校バカって言ったのよ」

「バカって言葉にはプラスの意味もあるじゃねえか。例えば親バカとか」

「親バカのどこにプラスの意味があるの」

「だってよ、あれは我が子に対して愛情に溺おぼれてるんだろ。すげえじゃん、なかなか溺れられねえよ。だから下校バカってのは、下校への愛に溺れてるってことだろう。それってすげえ愛ってことだよな」

「親バカってさー、愛情に溺れて、他人から見たら愚かなことしちゃってるみたいなことだよ。下校バカも親バカも、愚かってわけなの。わかるかしら、池いけ田だ十勝くん」

「なんだそのムカツク女教師みたいな言い方はよ」

「ふふっ、悔しかったらなにか言い返してみたら、愚かな十勝」

　いくらご機嫌取りが大事でも下校を愛することを愚かと言われて、それで黙ったら下校家の名が廃る。

　なにか、留萌をぎゃふんと言わせる手立ては……。

「あ、あの白線の上にいるクネクネは、まさか」おれは前方を指差す。

「え、なになに、ヤダヤダヤダ」

　さっきミミズ第一発見者になって以来、留萌はおれのうしろを歩いていた。

　おれの指の先を確認することなく、早くも目を瞑つぶって、その場に立ち往生する。

「うおっ。ただのクネクネじゃねえ、猛スピードのクネクネでこっちにやってくるぞ！」

「ウソウソ、ヤーダ」

　おれは留萌を躱かわして、白線上を後退する。

　置き去りになった留萌は、立ったまま顔を両手で覆ってテンパってる。「ちちんぷいぷい」と言いまくり。さっき言わなかったが、それは痛いのを飛ばすおまじないだぞ。

　おれは笑い出しそうになるのを堪こらえて言った。

「嘘うそだよ。クネクネどころかなんもいねえよ。ははっ、下校バカに騙だまされるヤツのほうが愚かでバカだよな」

　顔を両手で覆ってるから、留萌の表情は見えない。

「十と勝かち」

　弱々しく囁ささやいた声。反省でもしてるんだろう。

　おれは留る萌もいに歩み寄った。

「ねぇ、ほんとにクネクネはいないんだよね？」

「ああ、下校の神様に誓ってもいねえ。クネクネどころかなにもいねえ。留萌の前にはおれがいるだけだぜ」

「……そう、よかった」

　顔の前から両手が降ろされた。ん？　てっきり半べそでもかいてるかと思った留萌の表情は……笑ってる？

「十勝の大バカ！」

　留萌のグーパンチがおれを襲う。腰の入ったボディブロー。

「ううっ」

「十勝倒れるなら、白線の上にしてよ。はみ出たら失格だからね」

　留萌をからかって怒らせる。

　おれこそが愚かだ。



「お、ここの道は来たことあるな。よく千ち歳とせや丹たん下げやさきっぽと歩く道だぜ」

「へー、そうなんだ」

　順調に白線の上だけを歩いて帰る下校が進んでいたが、それもつかの間。

　一難去ってまた一難。

「おう、こいつは行き止まりかな」

　袋小路に立ち入ったわけじゃない。道路はある。

　ただ、白線が三メートルくらい先まで完全に消えてるんだ。ここまで、ひび割れのアスファルトの頼りないほど薄くなった白線上を歩いてきたのに……迂う回かいしかねえか。

　背中で留萌が「ふふっ」と不敵な笑い声を上げる。

「行政やるわね。難易度を上げてくれる、いい仕事してるわ」

「どこ褒ほめてんだよ。ってか白線消えてるって、むしろ仕事してねえよ」

「ねぇ、十勝。カール・ルイスって好き？」

「ん？　なんでこのタイミングでカール・ルイスが話題に出てくるんだ」

　ってゆーか、今日きよう日び普通の高校生は微妙に知らねえだろ、カール・ルイスは。

「カール・ルイスに憧あこがれて、陸上部に在籍してたことの一つや二つくらいないの？」

「誰だれにもでもありそうな経験みたく言うなよ。そんな過去はねえよ」

「十勝はさっき足腰自慢だって言ってたよね」

「……もしかして、おれに三メートルぐらい先の白線まで飛べるかって聞いてんのか？」

　留萌は真剣なまなざしをおれに向け、「十勝」と力強く呼んでくる。

「ん？」

「ファイト！」

「なんの応援してんだよ。無理だよ。そんなに走り幅跳びできるんなら、スカウトされて陸上部にいるよ」

「でも、十と勝かちは陸上部からスカウトされても、下校を存分にしたいから帰宅部を選ぶんでしょ」

「そりゃ、そうだな。いやー、下校ってのは何にも代え難い魅力があるからよ」

「さすが十勝。モチベーション上がったところで、よし、一本集中していこ」

「ちょい待て。モチベーション上げても無理だ」

　留る萌もいは落ち込んだ顔で俯うつむいちまう。困ったやつだ。

「しゃねーな、迂う回かいすっか」

「それはヤダ。この道を行きたい」

　駄々っ子の留萌。本当困ったやつだ。

「この道は十勝がちーちゃん達とよく歩く道なんでしょ。あたしもこの道歩くの」

「うーん、じゃあ、ちょっとズルするか」

「ズルってなに？」

「ルールを変えよう。白線の上を三歩までなら外れてもセーフみたいな感じで」

「ダメそんなの。ちゃんと決めたルールを守るの」

「そうは言ってもよー。あ、じゃあさ、『白線の上だけを歩いて帰る下校』の第１ゲームはここで終わりってことにしてよ。第２ゲームを消えてる白線の向こうからやろうぜ」

　留萌の顔は、つまんないギャグを聞いた直後みたいになった。

「第１とか第２とかないの。絶対このままゴールするの。十勝なんとかして」

　三メートル先まで白線は切れてる。迂回はダメ。都合のいいルールを作るのもダメ。ゲームオーバーはもっての他ほか。名案妙案はねえ。おれは一休さんじゃないからな。

　空を見上げりゃ綺き麗れいな夏の星空。午前二時前。アスファルトのひび割れた白線の上で思考中。なにやってんだろ。

　留萌の顔が急に「あぁ！」と華やいだ。なんだなんだ？

「あたしアイデア浮かんじゃった。白線がないなら、白線を書けばいいんだ」

「白線を書く？　どうやって」

「もー、この下校バカ。ううん、ただのバカ！　あれ、なんでお腹ガードしてるの？」

「いや、ただの条件反射だ」

　留萌にバカって言われたあとには、強烈な腹部の痛みがやってくる。さっきのボディーブローが、トラウマになっちまったようだ。哀れなおれ。

「で、どうやるんだよ」

「白い液で書けばいいじゃん」

「え、でもよ、いきなりそんなこと言われても、んなもんねえよ」

「ペンキとか持ってないの？　この際、水性でもいいわよ」

「水性も油性もペンキ持ち歩いてる理由がわかんねえよ。そんな液はねえ」

「男の子なんだから弱音吐かないの。男の子なんだから美少女が困ってたらなんとかするの。男の子なんだから起死回生のなにかをしてよ」

「おめーは、男の子を何者だと思ってんだよ」

「もー、男の子なんだから、白い液くらいなんとかなるでしょ」

「男の子ってワードのそばで、白い液って言うのはやめたほうがいい気がするぞ」

「え？　なに言ってんの」

「ああ、なに言ってんだろうな、おれは」

「とにかく白い液ちょうだい。あたしは白い液がほしーの」

「……」

「ねぇ十と勝かち。白い液出してよ。今、白い液出してくれたら、あたし十勝にメロメロになっちゃうよ」

「一度だけ言うぞ」

「なにを？」

「おれは変な気持ちになってねえからな」

「なにに対して弁明してんの？　わけわかんない」

「ああ、ほんとわけわかんねえな」

　おれは下校の雰囲気作りのために持参した鞄かばんの中を調べてみる。

　教科書とノートの類が少々。あとは筆入れくらい。

　白い液なんてあるわけねえよ、と思いながら、一応筆入れの中も見てみた。当然白いペンなんてねえ。

　……でも、白い液を出すものがあった。

「修正液があったな」

「十勝でかした。あたしメロメロになっちゃいそう」

　おれは修正液を眺めた。新品のようだ。内容量わずか18ミリリットル。

「でもよ、修正液で白い線を書くってどうすんだ」

「そんなの修正液を丁寧にアスファルトに垂らしていくだけじゃん」



　そこから恐ろしく地味で地道な作業が始まった。



　約三メートル分、修正液でアスファルトにすこぶる細い線を引く。線が少しでも切れたら、現場監督の留る萌もいから檄げきが飛ぶ。

　作業員のおれはヒヤヒヤしながら作業を続ける。

　サァーと引いて、切れてる箇か所しよに液をしこたま垂らして補正すれば楽なのだが、そんなことをしたら、たった18ミリリットルの修正液はすぐさまなくなっちまう。無茶はできねえ。それに白線引きはその作業中であっても、白線から足をはみ出しちゃいけねえ。だから、引き終えたばかりの白線の最先端に移動して、その場で立ったまま限界まで腕を伸ばして次の白線を引く。そんな作業を繰り返した。

　そんな十分間を過ごして、糸のように細い白線三メートルが完成した。修正液はあと一滴か二滴しか出ねえ状態。

　白線を引くのにこんだけ時間がかかったんだ。細すぎる白線から足を踏み外して、ゲームオーバーはバカらし過ぎる。

　おれは慎重に渡った。楽しげに渡り終えた留る萌もいはご機嫌の笑顔だ。

「よし、十と勝かち。公園まであと少しだね。頑張っていこー」



　ゴールの公園までは、あと二百メートルくらいか。

　目前の角を曲がれば、公園が見えてくるはずだ。

　おれと留萌は、白線の上にまではみ出しているゴミ置き場の大小のゴミ袋を跨またいで、角を曲がった。

　暗い視界の先に、公園の背の高い木々の輪郭がかすかに見えた。

　そして。

　ほんの五十メートルくらい先の自販機の前。

　白線の上で、たばこを吹かしてる二人組の男も見えた。

　おれと留萌は立ち止まる。

　なにがおかしいのか男達の笑い声が風に乗って聞こえてくる。夜中の二時過ぎの住宅街で聞く見ず知らずの若い男の笑い声は、妙に不安な気持ちにさせてくれる。自販機の明かりに照らされた男達は、五十メートル離れていてもわかる俗っぽさと、友達にはなれなさそうな雰囲気を醸し出していた。

　向こうはまだこっちの存在に気づいてねえようだ。

　気づかれるとなんだか厄介なことになりそうな気がする。

　おれは留萌の耳元で言った。

「迂う回かいしようか」

　留萌の瞳ひとみが白線の向こうを見つめる。

「ねぇ十勝。白線の上からどいてもらえませんか？って、お願いしたらどうかな」

「うーん、どうもおれには嫌な予感しかしねえけどな」

「十勝、あたしは絶対ゴールしたいの。一緒にお祝いするんだもんね」

「おう、ゴールはするぜ。よし、迂回すっか」

「ちゃんと白線があるときはね、迂回しちゃダメなの」

「ん？　そんなルールねえだろ」

「さっき決めたの。そういうルール」

「留萌、ゴールしたいんだろ。なら迂回ありにしようぜ」

　まるで千ち歳とせみたいにモジモジとしだす留萌。指と指の先をツンツンと合わせて、おれを上目遣いで見る。



「……迂う回かいありにしちゃったら、ずっと終わらなくなっちゃうよ」



「終わらなくなる？」

「……あたし、この下校とっても気に入ってるの。だから白線があるのに迂回ありにしちゃったら、迂回しまくって、きっと終わらなくなっちゃうよ。真夜中の下校が終わらないと十と勝かちに迷惑かけちゃう」

　留る萌もいって、どうしてこんなに不安定なんだろ。

　なにを考えてるのか、たまにわかんなくなる。

　わがままなのか、思いやりがあるのか、未いまだにわかんねえ。

　おれは留萌に言った。

「終わらなくたっていいよ。おれもこの下校好きだからよ」

　ボディーブローを食らった以外は概おおむね楽しい下校だ。

「じゃあ、ルール破って迂回していいの？」

「おう、オッケーだ。じゃあ朝まで下校して、ファーストフードに行こうぜ。朝一なら、高校生が制服で来店しても大丈夫だろ」

　留萌は笑顔になる。けどその表情は、夢から覚めたようにすぐに萎しぼんで、首を振った。

「ううん、それじゃあダメ。だって、朝になる前に家に帰らなきゃ。ちーちゃんが起きる前に、ちーちゃんの身体からだを返さなきゃいけないから」

　ちーちゃんの身体。

　留萌がそう言ったのは、これが初めてじゃない。

　今まで漠然と感じていた違和感が素朴な疑問の形になった。

　おれはそれを口にした。

「ちーちゃんの身体。なあ、留萌は二重人格なんだろ。なんで自分の身体じゃないみたいな言い方をするんだ？」

　おれがその答えを聞く前に、

「あーれー、高校生がこんな時間にナニやってんですかぁー？」

　一言でタチが悪いとわかる声が飛んできた。

　自販機の前にいた二人組の男が、ニヤニヤしながらこっちに歩いてくる。

　スウェットの上下にサンダル履きの金髪と、甚兵衛ルックに雪駄を履いた顎あごヒゲの坊主。おれより年上っぽいけど、二十歳前後って感じだ。

　最初に声をかけてきたのは、金髪サンダルのようだ。調子外れのラッパみたいな声で再び話しかけてくる。

「デートですかぁ？　うわぁ彼女カワイイな。いいなぁー」

　金髪は蚊みたいなやつだ。うるさく飛び回る。

「ってかオレには彼女いないのに、なんで高校生の分際で夜に女と遊べちゃうわけ？　むかついてきちゃうなー」

　全くツイてない。厄介なやつに絡まれた。おれは留る萌もいを背中に隠した。

「……十と勝かちゴメン。すぐ迂う回かいすればよかったのに」

　離れてたとはいえ、立ち話を続けてたのはまずかったな。

　留萌に向かって小声で言う。

「留萌は悪くねえ。こういう人達に出会っちまって、運が悪かったくらいだ」

　黙ってた坊主が敵意むきだしで唸うなった。

「おいおい聞こえたぞ。こんなやつらってなんだ？　誰だれがタチの悪いちんぴらだって？」

　んなことは言ってねえ。どんな耳してるんだろうか？

　これが坊主なりの作為的なボケだとも思えなかったので、おれはツッコむのを自重した。多分坊主はツッコまれることを望んじゃいない。

　だが黙ってても事態は好転しねえようだ。「夜遊びはいけないなー」と、金髪が絡んでくる。

「オレらは優しいから通報とかしないけど、補導もんだよ実際マジで。だからさー、口止め料もらえるかな」

　さて、どうしたものか。ひとまず理由はわからねえが謝ってみるか。

　何事も平和的に解決してえ。

　だが、おれがなにか言う前に、留萌が前に出た。

「すみません！　もう夜出歩いたりしません。本当にすみません」

　留萌なに謝ってんだよ。らしくねえな。

　留萌なら後先考えずに、目の前のムカツクやつにはムカツク！って言っちまうかと思ったが。

　留萌の意外な行動におれが驚いてると、坊主が「おぉー」と鼻の下を伸ばした。ブサイク面三割増し。

「いい女だな。ヘヘッ、女子高生か」

「ねー彼女、今からオレらと遊びに行こうよ。楽しい夜遊び教えてあげっから」と、金髪。

「あ、いえ、それは」

　留萌が困惑した顔であたふたする。

　金髪と坊主は、怯おびえる相手を眺めるのが好きなのか、ニタニタが止まらない。いい趣味してるね。

　坊主がおれに「オイ」と醜悪な声を掛けてくる。よく見たら坊主は、かなり日焼けをしてるようで、EXILEになりたい人みたいな容姿をしていた。

　同級生にいたら、choo choo TRAINしてくれよと無茶ぶりをしてるところだ。

「なんですか？」

　一応敬語。なるべく平穏に穏便にこの場を切り抜けたいんだ。

「オメエは口止め料払えよ。彼女からは金を取らねえんだ、俺おれら優しいだろ」

　坊主は、だらしない視線を留る萌もいに向ける。

「清純そうな顔してっけど、夜中にウロウロしてる女子高生なんて結構遊んでんだろ」

　留萌をもう一度、おれの背中に隠す。

「お前ら調子乗りすぎだ。失せろ」

　あ、いけね。

　心で思ったことが声になって出ちまった。

　おれの言葉に坊主と金髪が顔を見あわせて、笑った。追い詰めた小動物が、予想外に刃向かうのがおもしろいようだ。

「いいねキミ。度胸あるじゃん」

　金髪が馴なれ馴なれしく、おれの肩を小突く。臭くせぇ息がかかる距離に顔がある。

「いやー、あのー、言い間違っちゃったんですよ」

　目指すは穏便解決。もう遅いかもしれないがそれは変わらない。

「はぁ？　言い間違いって、なにと言い間違えたんだよ」と、坊主。

「お前さんらお調子に乗りすぎてますよ。どっかに行かれたらどうでしょう」

　必死に頭を使った結果がこれだ。えっと、変な敬語になっただけ。

　坊主と金髪が再び顔を見あわせて笑う。

　そして、坊主が「コラァ」とおれをメッチャ睨にらんでくる。

　親の仇かたきってわけでもない出会ったばかりの人間に、どうやったらそんなに敵意むきだしの視線を送れるんだろうか。

　金髪は親友と記念写真でも撮るように、おれの肩を抱いて、

「口止め料プラス慰謝料くれるかな？」

　と、戯ざれ言ごとを言い始めた。

　相手は二人。勝てるか？　勝てないか？　そんなの関係ねえ。

　ムカツクやつは殴り飛ばす。おれはそういう男の子だ。

　右の拳こぶしをギリッと握る。

　そのとき、気づいた。

　おれのうしろで、留萌が泣きそうな顔で立ちすくんでいることに。

　そうだ、この場にいるのはおれだけじゃねえ。

　金髪と坊主はただのバカでちんけなチンピラだ。でたらめに腹が立つ。だが、先走った行動は避けよう。

　ケンカをして確実に二人の相手を叩たたきのめせるんならいい。でも、もし負けたときのリスクは、きっと大きい。

　リスクを恐れるやつはヒーロー向きじゃないかもしれねえが、おれは臆おく病びよう者ものでいい。守りたい人に危害が及ぶ可能性を少しでも減らせる安全策があるなら、それを選ぶよ。

　おれは丁寧にお願いをしてみた。

「あの、お金は勘弁してください。彼女を連れてくのはやめてください。この通りです。お願いします」

　おれは頭を下げた。こんなやつらに。

　おれの後頭部に金髪と坊主の呆あきれたような笑い声がした。坊主が言う。

「オイオイ、そんなんじゃお願いになってねーよ。お願いといえば、土ど下げ座ざだろーが」

「土下座」という言葉を、なにかの冗談ではなく、本気で言っている人間を初めて見た。しかも、それが自分に向けられた言葉ってあるってのがなおさらビックリだ。



「わかりました。土下座します」



「おぉ、いいね、よしよし土下座しろ」

　その声は金髪か坊主かどっちかわからなかった。どっちでもいい。

　おれは地面に膝ひざをついた。夏であっても夜のアスファルトはひんやりした。

　そして。

　土下座をした。

　うしろで留る萌もいが「十と勝かち」と呼ぶ細い声を聞いた。金髪と坊主は「マジでしてるよ」と愉快そうに笑ってる。

　こんなやつらに土下座をする。

　それはおれのプライドがひどく傷つく行為かもしれない。明日や明後日、一週間後、一年後、もっと先のいつか、おれはこんなやつらに土下座した自分の過去を苦々しく思い出し、その都度真新しい怒りを覚えるかもしれねえ。

　でもいいんだ。

　留萌が無事で、ついでにおれの下校の軍資金が無事なら、プライドなどさほど大事なものとも、やっぱり思えない。

　なにかを守ろうとして、土下座までするやつをかっこ悪いと笑う人はいるだろう。でも残念ながら、おれはそもそも格好いいやつじゃない。こうしかできなかったんだ。

　立ち上がった。金髪が手のひらをおれに差し出してくる。

「ほら、金出せよ」

「え、あの、土下座したんですけど」

　金髪は嗜し虐ぎやく的な笑み。

「このバーカ、オメエの土下座なんて見ても愉快じゃねえから。彼女とオレらがこれから楽しく過ごすために金がいるだろ、なあ」

「ああ、そう。土下座までしたのに許してくれねえのか。仕方ねえな」

　争いごとは最後まで避けたかった。

　喧けん嘩かに発展しないために土下座までした。

　それでもダメな場合、男の子は実力行使に出るより他ほかない。

　というおれは取っ組み合いの喧けん嘩かなんて、幼稚園以来したことねえ。

　金髪と坊主が、格闘技の心得があるようにも、日々身体からだを鍛えてる人間にも見えないが、それでもこうした状況には慣れてんのかもしれない。妙に暴力に慣れた雰囲気がある。

　向こうは男が二人だ。

　客観的に見て、こちらが断然不利だ。

　だが、ここはリングの上じゃない。

　下校の道の上だ。

　地の利がおれにはある！

　致し方ない。この手段は避けたかったが、実力行使に出るともう決めたんだ。

　おれはすぐそばにあったゴミ捨て場の漁網ネットをめくって、無造作にゴミ袋を掴つかんだ。

「オ、オイ、なにやってんの？」

　突然おれが予想外の動きをし始めたためか、坊主の声に小さじ一いつ杯ぱいの怪け訝げんさが混じる。

　おれはゴミ袋のビニールを引き裂いて、中身がこぼれないように開ける。突如鼻の頭を殴られたような悪臭を嗅かいだ。明日は燃えるゴミの日。中身は予想通りの生ゴミだ。

　おれの動向を、ボケッと見ている金髪と坊主に振り返った。

「おれに絡んだことを後悔させてやる。逃げるんなら今のうちだぜ」

　おれは口の空いたゴミ袋を顔の高さに掲げる。

　そして。

　おれはそれを頭から被かぶった。

「はぁ!?　うわ、何コイツ！　えー!?　わけわかんねー」

　そう言う金髪の声はさっきまでと違う。気味の悪い者と対たい峙じしたときのようなわずかな怯おびえを含んでいた。

　にしても、おれの全身でたらめに臭くせえな。

　ふと見た制服の肩には、生魚の頭と尻尾しつぽまでの骨が乗ってる。

　おれはもう一つのゴミ袋の中身も一切のためらいもなく頭から被った。次は野菜メインのようだ。レタスかキャベツか、ヒラヒラとおれの視界を舞う。

「オメェ、大丈夫かよ？」坊主の語気が弱くなってる。

　おれはお化け屋敷のお化けにでもなったつもりでいいんだ。呆ぼう然ぜんとしてるやつらに向かって、悪臭を振りまきながら走っていく。

「うわ！　やめろコラァ！」

「超臭えぇ、こっち来んな」

　やつらはお化け屋敷のお化けを見た子供同然に逃げていく。

　おれは追いかけながら、次の生ゴミの袋の口を開けていく。

　坊主と金髪はそれが自分にかからないように、必死に逃げまどう。誰だれかに怖がられながら、追いかけまわすのは楽しい鬼ごっこだった。

「コイツきめえ。やべえよ。頭おかしいから」

　殴り合いではこいつらに勝てるかわからなかったが、追いかけっこなら日ひ頃ごろの長時間下校で足腰を鍛えているおれは負けない。道路の端っこに坊主を追い詰めた。

「オイ、近寄んなよ。コラァ」

　坊主の口癖の「コラァ」はもうほとんど吐息のような弱さだ。おれは右手に持ったゴミ袋を頭の高さに掲げる。坊主がたまらず降参した。

「わかったよ。オメエの金は取らねえよ！」

　よし、これでひとまず一件落着かな。

　そう安あん堵どしたのもつかの間。

　近くの電柱の陰に身を潜めたつもりでいた金髪が、おれ達の電柱一区間分後ろにいる留る萌もいに声をかけた。

「ねー、彼女もこんな臭くせえ男と一緒になんて居られねえっしょ。オレらと遊ぼうぜ」

　仕方のねえやつだな。まだ留萌を諦あきらめてねえのか。

　おれはゴミまみれの身体からだで、金髪にハグでもしにいこうと歩き出したとき、

「あたしはあんたらと一緒にいるなんて、絶対イヤ！」

　留萌の涙交じりの必死な叫び声を聞いた。

　振り返って見て……驚いた。

　留萌の手には、暗がりでもすぐにわかる黄色い指定のビニール袋、つまりゴミ袋が握られている。

「ゴミまみれの十と勝かちより、ゴミみたいな人間のあんたらの方が千倍嫌だから！」

　留萌、微妙にうまいこと言ってるねぇ。

　感心してる場合じゃなかった。

　留萌はゴミを頭上に掲げる。

　――まさか。

　おれも金髪も坊主も身動き取れず、三十メートルは離れた留萌を見つめる。

　そして、そのまさかが起こった。

　留萌は頭からゴミを思いっきり被かぶった。

　……。

　この場にいる男共、呆ぼう然ぜん。

　頭からゴミを被った留萌は仁王立ち。

「さあ、ゴミ臭い女をどこに夜遊びに連れてってくれるの？　健康ランドかしら？　コインランドリーも捨てがたいわね」

　……。

　金髪と坊主が無言で見つめあい、やがて金髪と坊主がおれに向かって言う。

「オマエら頭イカレ過ぎ。似たものカップルだな」

「ゴミ被るとか、あんまやんちゃすんなや。マジ怖こええから」

　それで金髪と坊主は、力のない足取りですごすごと立ち去って行った。

　……どうやら。

　無事に難を逃れられたようだ。ん、無事？

　おれは留る萌もいのもとに走った。

「留萌、大丈夫か？」

　大丈夫なわけねえよな。生ゴミを頭から被かぶったんだ。

　女の子にはしてもらいたくねえ行為だ。

　留萌は制服をパンパンと払ってる。

「うん、平気だよ。あたしより心配なのは十と勝かちの方だよ」

　あれ、おれの鼻がバカになってるせいだろうか。留萌からは全く臭くせぇ臭においがしない。

　留萌の足元には、グシャグシャの包装紙とかトイレットペーパーの芯とかの紙ゴミが転がってる。

　おれが不思議な心地で聞いた。

「留萌の制服全然汚れてねえな」

　留萌は涙の跡が残る顔で、得意げに「ふふっ」と笑った。

「だってあたしは生ゴミなんて被ってないもん。あたしが被ったのはただの燃えるゴミ。紙くずとかがいっぱい入ってるヤツ」

　そうだったのか。

　距離が少し離れてたし、暗がりだったし、なによりおれが生ゴミばっかり被ってたから、てっきり留萌が被ったのも生ゴミかと思っちまった。

　だけど、明日はそもそも燃えるゴミの日だったんだ。燃えるゴミの全すべてが生ゴミであるわけもない。きっと、金髪と坊主も留萌が生ゴミを被ったと思いっきり勘違いしたことだろう。

「……十勝、ありがとね」

「ん？」

「あたしを必死に守ってくれた。土ど下げ座ざまでして」

「ははっ、かっこ悪いとこ見せちまったな。鉄てつ拳けん制裁で叩たたきのめせればよかったんだが」

「ううん。かっこよかったよ。とってもかっこよかった」

「おう、土下座姿をかっこいいって言われるのは微妙な気分だが、褒ほめられるのはやぶさかじゃないぜ」

　ちんぴらを追い払った直後、真夜中の路上に二人っきり。星空はとにかく綺き麗れい。ロマンチックな場面だ。生ゴミ臭くなければな。

「いやー、にしても、奥の手を使っちまったぜ」

「奥の手ってゴミのこと？」

「おうよ、でも運がよかった。明日が燃えないゴミの日だったら、ゴミは使えねえし。瓶びんゴミを出せる日だったら、ヘタしたら流血騒ぎだ。

　誰だれもケガしないで終わって、本当よかった」

　留る萌もいは「うん、ほんとよかった」と強く頷うなずいた。

　そして。

　真夏の夜に留萌は寒気でも覚えたのか、自分の身体からだを両手で抱くようにする。

「……十と勝かち、あたし怖かったよ。十勝の身になにかあったらどうしようって怖かったよ。ちーちゃんの身体になにかあったらどうしようって怖かったよ」

　おれがイケメンのヒーローだったら、ここは震える留萌を抱き留めてあげる場面だろうが、あいにく今のおれは全身生ゴミまみれ。シザーハンズばりに抱きしめたいのに抱きしめられない状態だ。

　留萌の心の中から怖かった体験を吹っ飛ばしてやりてえ。

　おれはそもそもここまでしていた下校の遊びを思い出した。

「なあ、留萌。おれにも一個あとづけのルールを作らせてくれねえか？」

「ルールって？」

「白線の上にチンピラみたいなのがいて、それを追い払う間は白線の上からはみ出ててもセーフってこと」

　留萌はそこで自分の足元を見た。

　おれ達は白線の上から、とっくに両足ともはみ出ていた。

　おれは近くの白線を指差した。

「さあ、ゴールの公園はすぐそこだ。お祝いしようぜ。ってか、お祝いの前におれは制服を洗うとするよ」

　それからおれ達は白線の上に戻った。

「十勝、ほんと臭いんだから。首のうしろにバナナの皮乗ってるし、えいっ」

　ゴールまでのほんの数分、生ゴミ臭いはずのおれのすぐ後ろを留萌は楽しげについてくるんだ。



    

  
    
      
第六話　身の上話の回



　水飲み場で制服を脱ぎ、トランクスとタンクトップ一枚の格好で、おれは制服の手洗いを開始。

　水で洗ったところで、当然乾燥機なんてねえし、いくら夏でも真夜中じゃ、すぐ乾くわけもねえ。

　最終的にびしょ濡ぬれの制服を着て帰らなきゃいけねえのはわかってたが……、

　悪臭の制服とびしょ濡れの制服、どっちを着て帰ると言われれば、やはり迷わず後者なんだ。

　ありがてえことに公園のトイレには、ハンドソープがあって、それでしこたま制服を洗い、公園のうんていに干した。

　次は頭。もちろんハンドソープを使う。とにかく自分の脳天が臭いのは耐えられないから、シャンプーがないなんて贅ぜい沢たくは言ってらんねえ。

　……公園に着いて二十分。

　洗濯と洗髪が終わったおれ。

　熱帯夜まではいかないけど、二十度は軽く超えてるだろう。トランクスとタンクトップ姿でも寒さは覚えなかった。問題は寒さじゃない。

「十と勝かち、あたしが変態！って叫んだら社会的に死ねる格好だよね」

　おれが洗濯と洗髪してる間、横でずっと見ていた留る萌もいが苦笑する。問題は夜中の公園で下着姿でいることだ。

「まあ、仕方ねえ。臭いままじゃいれねえからな。トランクスも遠目には短パンかなんかに見えるだろう」

「トランクス姿なのに堂々としてて十勝かっこいい。ねぇ、お祝いしよっか」

　公園のそばには自販機があった。

　さっそくジュースを購入。

　テンションは上がってたけど、ビールかけ的なことはしない。下着までびしょ濡れにしたくないからな。

　真夜中の公園。中央に設置されたオレンジ色の外灯に照らされた遊具の数々が、現実感のない演劇の舞台セットのように佇たたずんでいた。

　夢の中のようなオレンジ色の闇やみの中。留萌はブランコに座った。揺りかごの速度で揺れて、留萌はマウンテンデューを飲んでる。

　マイナーな炭酸飲料飲むね、とぼんやり思ってたら、ブランコの支柱に寄りかかるおれに「ねぇ、十勝」と話しかけてきた。コーラを飲みながら答える。

「なんだ」

　留る萌もいは前方のオレンジの闇やみを見たまま、夢見るような表情で言う。



「十と勝かちがあたしを守ってくれたの、これが二回目だね」



「ん？　一回目っていつだよ」

「え、あぁ、えっと」

　留萌が急にあたふた。おれと目があって、笑顔を見せる。なんかぎこちない。

「ううん、言い間違えちゃった。一回目って言おうとして、二回目って言っちゃった」

「そんな言い間違いってあんのか？　なんだよ、言いてえことは言えよ」

　直前までの楽しげな雰囲気が消え失せ、留萌の表情はなにかを耐えてるように曇った。マウンテンデューを飲み過ぎて、ゲップを堪こらえてるわけじゃなさそうだ。

「あのさ」と沈み込むような声で留萌は言う。

「あたしさ、十勝に『つきあってください』って交際を申し込んでたでしょ」

　交際を申し込まれたっていうより、千ち歳とせを人質に取られ、交際を脅迫されたって感じだけどな。

　いつのまにか留萌のブランコは止まってた。

「あれ、もういいよ」

　留萌は俯うつむいていて表情は見えなかった。

「もういい？　どういうことだよ」



「十勝はあたしとつきあわなくていいよ。解放してあげる」



「え、いやいや、急になんだよ。おい、顔上げてくれよ」

　留萌の表情を見て、ハッとなった。

「十勝ってさ、あたしが思ってたほど魅力的な男じゃ全然なかったんだよね。ははっ」

　なんでそんな苦しそうな顔で、無理に笑ってんだよ。

「……それじゃあ、千歳は？」

「安心して、十勝があたしとつきあわなくても、ちーちゃんに内緒で他ほかの男とつきあったりとかしないから。ちーちゃんの迷惑になるようなことはしないから」

　留萌の言葉はいつも、大人おとなの女性（おれが大人の女性について詳しいわけがねえけど）のように余裕たっぷりだったり、子供みたいにはしゃいだり拗すねたりするけど……。

　今の留萌はなにも偽っていない女子高生の精せい一いつ杯ぱいの言葉に聞こえた。

「そっか。そうか、わかった。つきあうのは諦あきらめるよ」

　ん？　なんでおれがフラれたみたいなセリフを吐いてんだ。

「でね、十勝。お願いがあるの」

「なんだよ」



「あたしとつきあわなくていいから、もうあたしとちーちゃんに関かかわらないで」



「え」

　留る萌もいはおれからの質問を避けるように、ブランコを強くこぎ出す。

「ちーちゃんとも親しげに会話しないで。たまにちょっと話すくらいならいいけど、一緒に下校とかは絶対しないで」

「おい、待ってくれよ。いきなり、んなこと言われても」

　ブランコの振り幅はたちまち大きくなる。

　ブランコと一緒に留萌がどっかに行っちまう気がして、おれは落ち着かなくなる。

　留萌の背中にまわる。

　振り切ったブランコが後方の一番高い位置に来たとき……抱きつくようにその細い身体からだを止めた。

　そのまま遠心力を失ったブランコは、あっという間に振幅が小さくなり、静止した。

　おれは地面に膝ひざをついて、背後からブランコに座った留萌を抱きしめたまま……。

　留萌の匂においがした。

　それは千ち歳とせとは違う匂いだと思う。女の子の匂いにドキドキしてる場合じゃなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      「……なんで、泣いてんだよ」

　おれのむき出しの腕に涙の雫しずくが落ちてくる。

　星の瞬く夜空。オレンジ色の地面。淡い光の中に佇たたずむジャングルジム。陰影のない鉄棒。揺れの止まったブランコ。留る萌もいの涙。

　ここにある全すべてが、不思議な夢のようだった。

「離して。あたしはこれからちーちゃんに二重人格のこと伝えるから。十と勝かちは帰って」

　おれは留萌を離せない。今日いつ言おうかと、タイミングを見計らっていたことを今言うことにする。



「留萌と千ち歳とせってさ、本当に二重人格なのか？」



　これを話題にしたら、どうなっちまうのか。

　よくわからないけど、取り返しのつかないなにかが起こってしまいそうだったから、なかなか切り出せずにいた。

「……あははっ。それってあたし達は、実は多重人格で他ほかにも人格がいるんじゃないかって疑ってるの？」

　留萌の口もとは上じよう手ずに笑みの形になっていたが、目は笑ってなかった。

「おれにもわからねえ。でも、今から四年前。彩いろどり市立北ほく雪せつ小学校の六年三組にいたある女の子がよ。……学校帰りに通り魔に襲われたそうだ」

「……急になんの話してんの？　っていうか腕離してよ、抱きつき過ぎだから」

　真夏の夜に細い肩を震わせてる女の子を離すわけにはいかなかった。

「通り魔に襲われた女の子は、路地裏で倒れてるところを通行人に発見され、救急車で担ぎ込まれた。意識不明の重体。奇跡的に一命は助かったらしい。でも、今も意識は戻ることなく、目覚めないまま病室で眠っているらしい」

「ねぇ……十勝。なんで……そんな。話を。してるの？」

　留萌は泣いてたわけじゃない。感情のない言葉がぶつ切りになっただけ。

　中空のどこかを見てる。遠い視線。

　……留萌？

　どう見ても様子が変だ。

　この話を切り出したのが、まずかったのか？

　でも留萌はおれとつきあうのもやめて、おれの知らないどっかに行こうとしてる。

　おれを遠ざけようとする留萌を止める話題は、これしかなかったんだ。

　背後から留萌をいっそう強く抱きしめて言う。



「通り魔に襲われ、目覚めないその女の子の名は、三みつ石いし留萌っていうんだ」



　……。

　留る萌もいはなんの反応も見せねえ。

「誰だれそれ？」なんてことを言わない。そんなことを言ってくれない。

　おれはそれでも悲劇の少女と目の前の少女が、別の人間であることを望んだ。それなのに、出てきた言葉はそんな思いとは裏腹の決めつけだった。

「通り魔に襲われた三みつ石いし留萌は留萌と同姓同名なんだ。そうそういねえ名前だよな」

　留萌からの反応は細い身体からだを捩よじるだけ。

　ブランコに座った制服姿の女子高生を、背後からトランクスとタンクトップ姿の男が抱きしめる。客観的に見たら素敵な絵面とはいいにくい。

　おれは腕を離した。腕ではなく、言葉で彼女をつなぎ止めるんだ。

「留萌は、千ち歳とせのことを実はすごい好きなんだよな」

「え、いきなりなに？」

「前に千歳なんてどうなってもいいとか言ってたけど、本当は初めっから千歳が困ることをするつもりはなかったんだろ。いろんな男とつきあうつもりなんて全然ねえんだろ」

「はぁ、なに言ってるのかわけわかんない」

「千歳がどうなってもいいんなら、なんでさっきあんなヤツらに謝ったんだ？　確かよ、嫌なことがあったら心の奥底に引っ込むんじゃなかったのか？」

「別に謝るくらい、そんな苦痛じゃないから」

「いろんなヤツとつきあってみたいんなら、なんであいつらについてかなかったんだ？」

「ちょっと待ってよ。いくら誰でもいいからつきあってみたいあたしでも、あんなヤツらにちーちゃんの身体を触らせるなんてありえないから」

「ほら、またそういう言い方をする」

「またってなにが？」

「留萌はよく『ちーちゃんの身体』って言うよな」

「それがなんなの？」

「なんで、あたし達の身体って言わないんだ？」

　留萌が振り返った。そこには、いたずらが見つかった子供のような顔があった。おれは黙って、子供の言い訳を待った。

「……じゃ、じゃあ、逆に聞くけど、あたしとちーちゃんが二重人格じゃなかったから、この現象はなんだって言うの？　ちーちゃんが別人のふりをしているとでも？」

「それは……おれにもわかんね。

　留萌と千歳は間違いなく違う人間だと思う。異なる人格が一つの身体に二人いる。でも、二重人格ってのとは違う気がするんだ」

　留萌は顔を前に戻す。おれは綺き麗れいな後ろ髪に話しかける。

「千歳と北ほく雪せつ小学校に行ってきたんだ。なあ留萌、千歳の心の奥底からそのときのことは見てねえのか？」

「そのときは寝てたと思う。だから、見てないの」

「なあ、おれが千ち歳とせ達としてきた珠玉の下校思い出集を、留る萌もいは全部楽しそうに聞いてくれたよな」

「うん。だって、どれもすごい楽しそうだったんだもん。荷物持ちジャンケンとか、買い食いナンバー１フードを決めるヤツとか。嘘うそはついてないよ」

　おれはその日、珠玉の下校思い出集を話し終えたあとのやりとりに、妙な心地を味わった。あのとき気づけなかったことを今はわかっていた。

「なんで一つも『その下校知ってる』って言わなかったんだ？」

　一学期は登校日の数だけ下校を繰り返した。留萌は千歳がした一学期の下校をたった一つも知らなかったんだ。

「……それは、ちーちゃんが下校する時間は、たまたま眠ってたっていうか」

「随分眠るのが好きなんだな」

「……」

「心の奥底から、千歳の見てる世界から、嫌なことを忘れさせてくれるくらい好きな人を見つけようとしてたんじゃないのか？」

　それなのに、千歳が外を出歩いてるときずっと眠っていたのか？

　そこまで言うのは責めすぎな気がして、自重した。

「そうだよ。だから十と勝かちのことを見つけて、あたしは表にでてきたんだよ」

「じゃあなんで、おれのことほとんど知らなかったんだよ」

「えっ」

「この前の真夜中の下校でさ。小高い丘で木の実を食べながら、留萌はおれにいっぱい質問をしてくれたよな。マニアックな質問が多かった。でも、まるでほとんど初対面の人間に聞くような質問も結構あった。おれが高校で何組かも知らない。おれがどこらへんに住んでるかも知らない。千歳の見てる世界からおれを眺めれば、すぐわかるようなことだ」

「それは、ど忘れしちゃっただけだよ」

　留萌のその声は、わかりやす過ぎる嘘だった。本当のことを話したがってるように聞こえる嘘だった。

　おれは、そっと背中を押すように言った。

「留萌、お前は何者なんだ？」



　……。

　………。

　…………。

　留萌の背後で黙って待ち続ける。

　会話の止まった時間を静かだとは、思わなかった。

　留萌の心の中、感情が激流のように乱れる感情の音を聞いていたから。

　永遠とも悠久とも一瞬とも感じられる真夜中の言葉のない十分が過ぎ……、

　留る萌もいが「ねぇ十と勝かち」と囁ささやいた。

　下半身がトランクス一枚の男とは思えないくらいイケメンの声で、おれは「どうした留萌」と応じた。

　留萌の中で一つの決断がなされ、なにかが動き出す気配をひしひしと感じていた。



「これからある話をする。でもその前に、一つだけ約束して欲しい。

　話を聞いたあと、あたしとちーちゃんに関かかわりたくないと思ったら、責任とか後ろめたさとか感じずに、離れて行ってほしい」

　いったいこれからどんな話が始まるっていうんだ。

　どこへも離れて行くつもりなんてねえよと、おれは強く頷うなずいた。

　だけど、ブランコの鎖を強く握って前方のどこかを見つめる留萌には、それが伝わったかどうかわかんねえ。



「あたしは、ちーちゃんの中にいる別の人格とかじゃないの。あたしは……」



　そして、留萌の正体にまつわる救いのない身の上話が始まった。

「あたしは北ほく雪せつ小学校に通う小学生だった。

　飛び抜けてなにか得意なものとかなかったけど、でもコンプレックスに思うほど苦手なこともそんなにはなくて……でも跳び箱は全然跳べなかったかなぁ。あ、それと授業のリコーダーのテストで、クラスのみんなの前で吹くのがすごい恥ずかしかった。あたしってすぐ緊張しちゃうんだよね。図工の授業が一番好きだったかな、自分で言うのもあれだけど……ごく普通の小学生だったの」

　いつ、『ごく普通』から外れちまったんだ。

「それは突然だった。

　小学六年生の秋。授業が六時限目まであった水曜日。一人で帰った下校。秋晴れの午後の空が綺き麗れいだったなぁー。風はちょっと肌寒かった」

　留萌の言葉がぶつ切りになって……そして、なんでもないことのように言った。



「その日、あたしは通り魔に襲われたの」



　おれは息をのんだ。かけてやれるような言葉はひとまずない。

「お腹と胸の辺りを刺された。……そのときの記憶はひどくあいまい。暗くて、怖くて、服がぐっちょりと濡ぬれてて、お気に入りのシャツだったから、『血って落ちないかも』なんて思ったりして。ひどく気持ちが悪かったの覚えてる。不思議なんだけど、痛かったって記憶はそんなにないんだよね。

　あたしの身体からださ、力が入んなくて。ぐらっとして、アスファルトが視界に迫ってきて、見える世界がネイビー一色になったの。でも、すぐに世界は真っ暗になったの。

　現実？　死後の世界みたいなやつ？　生きてるの？　死んでるの？

　なんもわかんないまま、あたしは夢を見てるような感覚になったの。真っ暗で巨大な水槽の中を、唯一漂うクラゲになった夢。

　そしてね。あるとき、突然真っ暗な世界の中に一点の小さな光が現れたの。漠然と光ってプラスなものって感じがするよね。だからその光に向かって行って、光と同化したみたいになって真っ暗な世界から抜け出したとき、

　……現実の世界はあの秋の日から一年後の冬になっていたの。

　あたしは三みつ石いし留る萌もいじゃなくて、彩いろどり市に住む中学一年生の古こ賀が遥はる香かになってた。

　うーん、古賀遥香って言い方はしっくりこないなぁ。これからは愛称の『ハルちゃん』で呼ぶね。

　意識を飛ばすって言い方があってるのかわからないけど、とにかくあたしの意識を飛ばしてハルちゃんの中に入れれば、ハルちゃんと会話できるし、ハルちゃんの見たもの聞いたものをまるで自分が体験したように体感できちゃうの。十と勝かちに前に説明したよね。３Ｄ上映の映画館で、一人きりでスクリーンを見てるような感覚」

　留萌の話は一言で言うと不思議な話だった。信じられねえなんて思ったりしねえ。でも、話の内容についていくのがやっとのときは、疑問は少ないものだ。おれは言う。

「……留萌の実体っていうか、本来の留萌の身体はどうなってるんだ？」

「小学六年生のあの日以来、ずっと植物状態だよ。ロマンチックに言っちゃえば、眠り姫かな。ねぇ十勝、キスしに病室まできてくれる？」

　あまりに悲しい軽口。おれは気の利いた返しなんてできねえ。間抜けに「あ、ああ」と何回か「あ」を発音しただけだ。

　留萌は一切の慰めの言葉も必要としていないような声で続けた。

「でね、あたしが意識を飛ばせる相手って、ハルちゃんだけだったの。

　最初は疑問に思ってたなぁ。

　なんでハルちゃんにだけコミュニケーションが取れるの？って。

　ハルちゃんはね、意識だけのあたしの存在を気味悪がったりしないで受け入れてくれたの、あたしはハルちゃんとすぐ仲良しになって……だからかな、疑問は気にならなくなってた。

　でも、疑問ってよく出来てるよね。一つ疑問が気にならなくなったら、次に別の疑問がやってくるだけなの。次の疑問は強烈だった。

『自分の肉体は植物状態のまま、一生こんな意識だけの存在で生きてかなきゃいけないの？』って……。

　でも、答えの出ない悩みをいつまでも悩んでられないんだよね。

　あたしは辛つらいこととか不安とかなるべく気にしないようにして、とにかく今を楽しく過ごしちゃおうと思った。気になることは気になるんだけどね」

　背中越しでよかった。留る萌もいがどんな表情でこんな話をしているのか、知りたいようで見たくなかった。

「あたしの身体からだから意識を飛ばすのはね、意識に負担があるっぽくて、一日三、四時間しかハルちゃんのもとには行けなかったけど……。

　でも、あたしは毎日自分の意識がある間中、友達のハルちゃんと一緒にいれて楽しかった。だってそうじゃない。『また明日ね』で別れて、学校も塾もないあたしはそのまま明日ハルちゃんに会える時間まで、ぐっすり寝るだけだから。それって起きてる時間中遊んでる感じなの。

　ハルちゃんと一緒に下校したり、テレビ見たり、マンガ読んだり、ゲームしたり。

　楽しい日々だったなー。でもそんな日々は三ヶ月で終わっちゃった。

　その日もいつものように自分の身体から意識を飛ばそうとすると……飛ばそうとするんだけど……ハルちゃんのもとに行けなくなってたの。真っ暗な世界の中に、ハルちゃんのもとへと続く光がなくなってたの。

　そっからは時間の感覚もない真っ暗な世界の中で、眠る日々。目覚めては、途方もない広い闇やみをぼんやり眺めて、意識が疲れてきたら、また眠る。次の睡眠を待つための日々。その繰り返し。

　そして、真っ暗な世界の中に再び光が現れたのは、この世界の時間で半年が経ったあとだった」

　半年間、起きてる間中闇を眺める暮らしというのがおれには想像できなかった。大変だったな。そんな安易な言葉をかけるのは無意味だ。

「でもね、光のもとに向かって、意識を飛ばせた先はハルちゃんじゃなかったの。

　千ち歳とせキララ……ちーちゃんに初めて出で逢あったのがそのときなの。

　あたしは、ちーちゃんのもとへだけ意識を飛ばせるようになった。

　ちーちゃんはとっても素直な子で、出逢ったその日のうちにあたしの存在を受け入れてくれた。

　でも、そのときのあたしは『ハルちゃんになぜ意識を飛ばせなくなったのか』それが気になって仕方なかった。

　ちーちゃんと出逢ったその日の別れ際、電柱に目撃者を求めるビラを見つけた。通り魔殺人事件が起きて、中学生の女の子が殺されたってビラ。

　そして、そのビラに写っていた被害者の少女は……ハルちゃんだった。

　あたしは事件のことを少しでも知りたくて、ちーちゃんが眠っている時間に意識を飛ばしてネットで調べたり、ちーちゃんに適当な理由を言って市の図書館に行ってもらった。縮尺版の新聞を見にね。

　でもわかったのは、ハルちゃんが殺されたのは間違いないってこと。

　事件が起きたのは、あたしがハルちゃんと最後に会った次の日ってことだけだった。

　ハルちゃんは一人っきりの下校で殺された。あたしはその日、まだ眠っていて下校時には会いに行けなかった。あの日、夜九時からのドラマをあたしとハルちゃんは楽しみにしてて、ドラマが始まる前に会おうって約束してたの。それでもあの日、あたしは下校中にも会いに行ければよかったんだ、今でもそのことが悔やまれるよ。

　犯人は捕まっていないし。目撃者もいない。

　あたしの身体からだが植物状態になった原因は通り魔に襲われたこと。そして、あたしが意識を飛ばすことができた相手のハルちゃんも通り魔に襲われた。

　これがタチの悪い偶然とは思えない。

　大都会ってわけでもない彩いろどり市で死傷者を出す通り魔事件が、二件も起こる。犯人はきっと同一犯。そう思ったら、あたしは自分の身に起きてる『意識だけを飛ばして、誰だれかとコミュニケーションが取れる』この不可思議な現象に、意味を見みい出だせた気がした。

　それはとっても不吉な考えだったけど……それ以外、考えられなかった」

「どんな意味を見出したんだ？」

「あたしは、未いまだに捕まっていない犯人が今現在狙ねらっている子にだけ、コミュニケーションが取れる存在なんだって」

「え……。ってことは」



「そう。通り魔に今狙われてるのは、ちーちゃんなんだと思う」



　留る萌もいのその声はひどく小さかった。

　でもおれの中の衝撃はハンパじゃなかった。声のボリュームは関係ねえよな。核兵器を発射させるボタンを押す音だって、きっと小さいだろうから。

「あたしは通り魔が被害者の子の下校時に犯行に及ぶのはわかっていたから、ちーちゃんの下校中はずっと一緒にいることにした。寄り道なんかもして、あっちこっちに行った。いち早く家に帰ったほうが安全だとはわかってたけど、ただなにもせずにいたら遅かれ早かれ襲われる。

　街のいろんなところにちーちゃんと行って、犯人のことがなにかわかるかもしれないと思って、あたしは必死だった。あたしは自分が襲われたとき、顔を見てるはずなのにそれを思い出せてなかったから、寄り道してる間になにかの拍子に思い出せないかなって思ってた。ちーちゃんを無む闇やみに怖がらせたくなかったから、通り魔に狙われてるかもしれないとは話さなかった」

「なあ留萌。ちょっと確認していいか」

「なに」

「千ち歳とせが狙われてるって言ってもよ。中学二年の千歳が留萌と出で逢あってから今日まで、千歳は狙われ続けてるってことなのか？」

「ちーちゃんは、二年間ずっと狙われてたわけじゃないの。

　だって、出で逢あって半年が過ぎたちーちゃんが中学二年生の三月のある日、あたしの真っ暗な世界にちーちゃんの光がなくなったの。ちーちゃんに意識を飛ばせなくなったの」

　千ち歳とせは一時期半年以上通り魔に狙ねらわれ、ターゲットから外れた。

「あたしがね、次に意識を飛ばせるようになったのは、ちーちゃんに意識を飛ばせなくなってから三ヶ月後。遊ゆ佐さ真ま理り子こちゃんのもとだった。

　真理子ちゃんは高校一年生で、これまでと違って彩いろどり市在住の学生じゃなかった。

　彩市からは直線距離で五百キロは離れたＴ市だった。

　あたしはまずちーちゃんの安否が気になった。ハルちゃんのように死んでしまったから、ちーちゃんのもとに意識を飛ばせなくなったんじゃないかって思ったの。

　でも、通り魔事件は起きてなかった。ちーちゃんは無事。あたしは涙が出るほど安あん堵どした。

　でも安堵してる場合じゃない、あたしが意識を飛ばせるってことは通り魔が次のターゲットを見つけたってわけだから。

　あたしは真理子ちゃんを守ろうと強く思った。

　でも、真理子ちゃんは、頭の中で話しかけてくるあたしの存在をひどく気味悪がった。それは日々が過ぎても変わらなくて、真理子ちゃんは除霊やお払いなんかであたしを退散させようとした。

　あたしはただただ真理子ちゃんを守りたかった。必死だった。だから、『真理子ちゃんは通り魔に狙われてる可能性がある。気をつけて』と話したの。逆効果だった。真理子ちゃんはあたしに対して、さらに心を閉ざした。

　真理子ちゃんには信じてもらえない。

　でもこのとき、あたしに一つの考えが生まれたの。

　前回意識を飛ばせたちーちゃんは全く通り魔に襲われなかったし、今回は今までの彩市とは違う。あたしが、通り魔に狙われている子だけ意識を飛ばせるってのは、ただの勘違いかもって。

　でも、そんな考えは現実逃避したい心が生み出した楽観だったんだ。

　二週間後、真理子ちゃんは殺されたの。やっぱり勘違いなんかじゃなかった。

　そして、三年前に小学六年生のあたしを襲った通り魔の顔を思い出した。

　真理子ちゃんが殺されるときに見た犯人の顔を見て、思い出せたの」

　留る萌もいの細い身体からだを包む怯おびえた空気。留萌は話すのをやめない。おれは止められない。

「三年分の月日が経っても犯人の顔はおんなじだった。

　常に笑顔を絶やさない好青年、ううん、美青年って言っちゃうくらい顔は整ってる。まるで人の心を持ってない人形みたいに整ってる。

　若い男。高校生かも知れない。十代だと思う。

　笑ってたって、壁に開いた穴ぼこのように笑ってない瞳ひとみ。

　刃渡りが10センチくらいのナイフを持って、こっちに刃を向けるとき、作り物みたいだった綺き麗れいな顔が一気に崩れて、とびっきりブサイクな顔になって、ゼーハーゼーハー荒い息を繰り返すの。形のいい鼻をフンフンって膨らまして、よだれも垂らしながら、目は瞬きなんて忘れたみたい。酔っぱらったみたいに真まっ赤かな顔をして……」

　留る萌もいの声には恐怖と憎悪が交じっていた。恐れながら憎む。

「犯人像は今はいいわ。話を戻すね。

　真ま理り子こちゃんが殺される瞬間を心の中から見て……そして、あたしが再び意識を飛ばせるようになったのは、真理子ちゃんの死後から十ヶ月後だった」

　サラッと十ヶ月後というが、その十ヶ月間は留萌が一日中真っ暗な世界の闇やみを眺めた時間なのだ。途方もない話。

「次も彩いろどり市ではなく、またＴ市だった。

　Ｔ市の中学三年生の望もち月づき未み来らいちゃん……もっちはあたしの存在を受け入れてくれた。

　ハルちゃん、真理子ちゃん。あたしはもう二人も助けられなくて、通り魔に殺させてしまってる。

　もっちは絶対に守る。

　でも犯人の顔はわかっているけど、どこの誰だれかわからない。

　あたしはすぐさまもっちに、通り魔に狙ねらわれているってことを伝えた。もっちは最初困惑してたけど、信じてくれた。信じてもらえなかったら、病院で寝たきりになってるあたしを見せてでも、信じてもらうつもりだったんだけど。

　とりあえず、通り魔がいつ犯行に及ぶかわからない。

　警察には頼れない。どこかの通り魔に狙われてるんですとだけ言っても、相手にしてくれない。

　もっちには、道を歩くときは人通りの多いところを歩くのを徹底してもらって、それにあたしと会話するために下校時は一人でいるなんてやめてもらった。

　外を歩くときはなるべく誰かと一緒にいる。下校時は必ず友達と帰る。

　友達の都合が悪くて、下校時に一人だったときにはタクシーで帰ったこともあった。些さ細さいなことだけどそんな防衛策を取ってもらった。

　もっちには、リカちゃんっていう信頼できる友達がいて、あたしの存在をリカちゃんに話してもらったわ。もっちを守る仲間は多いほうがいいと思ったの。

　リカちゃんは予想通り、あたし達の味方になってくれてたわ。下校時リカちゃんはいつももっちの家まで送り届けてくれるようになったの。

　そんな日々の中、もっちの家のポストに、ある不可解なものが入れられてたの。

　コンビニでも売ってそうな無地の茶封筒に、『安産祈願』のお守りが一つだけ入ってるの。茶封筒には切手も貼はってなくて、もっちの家に直接投とう函かんしたものだってわかった。

　そして、あたしは思い出した。

　そういえば、あたしが襲われる一週間くらい前も、『安産祈願』のお守りが家のポストに入ってた。ハルちゃんの家にも『安産祈願』のお守りが入れられてたか確認できない。ちーちゃんの家にはこなかったけど、遊ゆ佐さ真ま理り子こちゃんの家のポストには、『安産祈願』のお守りが入れられてたことがあった。そして、やっぱり一週間後くらいに真理子ちゃんは襲われた。

　なんで『安産祈願』のお守りが届くのか、意味はわからない。

　でも、お守りが届けられたら、一週間後くらいに通り魔が襲いに来るはず。

　学校を一週間休むってのも考えたけど、その週はテスト期間だった。

　それでもあたしの中に油断があったのかもしれない。あたしだけじゃなく、友達のリカちゃんも下校時は常に一緒にいる。通り魔だって、常にリカちゃんといるもっちを襲うことはできないはずと、安心していた。

　……それなのに。

　ヤツは来た。そして、リカちゃんともっちを殺した。

　あたしは、もっちを守ってあげられなかったせめてもの償いに、もっちが殺される最後の瞬間、もっちの身体からだの表に出た。

　せめて、人生最後の苦痛を代わってあげたかったの。

　あたしが表に出ているときは、もっちは現実でなにが起こってるのか、見ることも感じることもできないから。

　あたしは、ナイフに刺され、切られ、そして命が尽きる感覚を味わった。

　ハルちゃん。真理子ちゃん。リカちゃん。もっち。

　あたしの知ってる四人もの人間があの男に殺された。

　三人が殺されるのは直じかに目撃した。

　それに、あたしはもっちの身体を通じて、一度犯人に殺されてるの」

　留る萌もいは左の胸を撫なでた。当然、千ち歳とせの身体にナイフで刺された跡などない。でも、留萌はそこに消えない痛みを感じるように、顔を歪ゆがめた。

「そして、もっちは死んで……あたしの真っ暗な世界に再び光はなくなったの。でも誰だれにも意識を飛ばせなくなることは、いいことなんだよね。

　あたしが意識を飛ばせるようになるってことは、また誰かが狙ねらわれるってことだから。

　でも、通り魔の男は犯行をやめるつもりはないみたい。

　また、あたしの真っ暗な世界に一点の光が現れた。どこか懐かしい雰囲気の光。

　あたしは自分の意識を飛ばした。

　それは今年の夏。ちーちゃんに再会できたの」

　留萌の身に起きたことをおれは想像してみた。

　自分は通り魔に襲われ、目覚めることのできねえ身体にさせられた。

　それから、自分がコミュニケーションの取れる女の子達はイカれ野郎の次の獲物達。

　殺された四人。目撃した三人の殺害現場。殺される瞬間、意識を代わってあげたりもしてる。

　留萌の経験してきたことが、途方もない悪夢に思える。

　おれは、ついこの前まで「どこで買い食いしようか」とか、「公共の交通機関はどれを乗り継いだら安上がりか」で、頭を痛めていたのがひどく懐かしかった。

　おれは留る萌もいの隣のブランコに腰掛けた。留萌の横顔は見られなかった。うんていに干した、まだぐっちょり湿っているだろう自分の制服を見ながら言う。



「なあ、なんでおれには、二重人格だって嘘うそをついたんだ？」



「ごめん……十と勝かちを試しちゃったの」

「試す？」

「中学二年生のときのちーちゃんはいつも一人だったけど、今のちーちゃんには友達がいる。それにちーちゃんがあたしの存在を話した相手がいることもわかって、あたしは困惑した。あ、その存在っていうのは、もちろん十勝のことね。

　この状況で、どうやってちーちゃんを通り魔から守るのが最適なのか。

　ひとまず十勝がどんな人か知ろうと思った。

　いきなり通り魔の話をして、信じてもらえなかったり、その話をあっちこっちで吹聴されたら困る。

　だから、まずなにか突拍子もない話をしても、それをバカにしたりせず信じてくれるか試そうと思った。突拍子もない話は何にしようか考えて、あたしにできることと言えば、二重人格のふりだと思ったわけ」

　意識だけの存在って話を信じてもらえるかどうか試すために、二重人格のふりをしてみる。ムチャクチャだな。

　でも留萌は千ち歳とせに似てる。大事な話をする前に、人を試す方法が似てるんだ。

　千歳がおれに「留萌は頭の中にやってくる意識だけの存在」だと話してくれたときも、まず「サンタクロースはいくつまで信じていた？」とか「宇宙人はいると思うか？」とか質問してきた。

　留萌は話を続けた。

「それに十勝を、通り魔からちーちゃんを守る仲間に引き入れるなら、仲間に相応ふさわしいかも試しておきたかった。

　あたしが『いろんな男の子とつきあっちゃうよ』みたいな、ちーちゃんに害をもたらすことを言ったら、あたしに対して怒りを抱くか。

　怒りを持っても、我を忘れて先走った行動はせず、ちーちゃんに害が及ばないように、冷静に物事を対処しようとするか。そして、あたしの存在を勝手に第三者に話すようなことはないか。……そんなテストだったんだ」

　なんでだろう。

　留萌の真剣に話してくれる声の中に、小さな違和感を覚えた。

　嘘をつかれてる？

　いや違う。

　嘘うそじゃなくて、なにか大事なことを一つ隠されてるような……。

　おれを納得させるために用意しておいた上手い説明を聞かされたような感じがした。

　留る萌もいと初めて出で逢あった夏祭りのときのことを思い返す。

　一番印象深いのは……キスされたこと。

　いくらおれを試すテストとはいえ、わざわざキスまでする必要はあったんだろうか？

　それとも、あのキスにもなにかおれを試す意味があったんだろうか？

　いや、いろいろ考え過ぎかな。

　今日はおれの想像を絶する話を聞き過ぎて、なんでも考え過ぎになっちまってるんだろう。

「で、テストの結果はどうだったんだ？」

「十と勝かちは満点の男だよ。どんな突拍子もない話も真剣に聞いてくれるし、ちーちゃんに害をもたらすヤツには強い怒りを覚える。それなのに、行動は冷静。あたしのわがままも全すべて聞いてくれる。

　テストとは関係なかったけど、さっき絡まられたとき……生ゴミを被かぶってでも、ちーちゃんの身体からだを守ろうとしたこと、それに誰だれもケガしなくてよかったって言う十勝は、本当に素適だと思う」

　留萌の横顔は夢見るような微笑ほほえみだった。おれは照れると無言になっちまう男だ。でも、黙ってる場合じゃなかった。留萌の声は急に冷え込んだ。



「でも十勝はやっぱり……あたしとちーちゃんには関かかわらないでほしい」



「え、なんでだよ。おれ満点なんだろ。仲間にしてくれよ。そんな通り魔野郎なんかに千ち歳とせが狙ねらわれてるってわかってて、千歳を放ほうってなんかおけねえ」

「十勝は部外者なんだよ！」

　留萌がやっとこっちを向いてくれた。その顔は苦しそうで悲しそうで……留萌が壊れてしまいそうだった。

「な、なんだよ、急に怒っちまって」

「もっちの友達のリカちゃんは、本来殺される可能性なんて全くない子だった。なのに、もっちをあたしと一緒に守ろうとしたから、巻き込まれちゃったの。

　十勝はさ、危険な目に遭う必要なんてないんだよ」

「おれが危険な目に遭うかもしれねえから、おれを部外者にするって言ってんのか？」

「十勝にはわかんないんだよ。……あたしが守ってあげられなかったせいで四人も死んだ。本来殺されるはずじゃなかった子まで巻き込んじゃってその子も死んだ。それなのに、あたしだけ生きてる。もう、ハルちゃんも真ま理り子こちゃんももっちもリカちゃんもいない。

　みんな死んだ。あたしだけ生きてる」

　留る萌もいの声はほとんど悲鳴のようだった。留萌の心は、すでに一生分の哀しみを背負った瀕ひん死しの状態だ。なんでもないただのおれがどんな言葉を言ってあげられるんだ？　必死になけなしの言葉を紡いだ。

「おれにはその辛つらさ、わかるよって言ってあげれねえよ。

　でも、おれは通り魔野郎なんて許せねえんだよ。おれは覚えてるよ、通り魔に襲われて意識不明の重体になった小学六年生の女の子がいたってこと」

「……十と勝かち、あたしの事件、知ってたの？」

「被害者の名前までは覚えてなくてすまねえ。でもよ、通り魔野郎にむかっ腹が立って、小学生のおれは標語、いや、短歌バージョンだけど作ったんだぜ。

『下校の味方　緑のおばさん　通り魔は　下校の敵だ　許せねえ』

　どうよ。通り魔倒すのに、おれ以上の最適な仲間はいねえだろ」

「十勝。あなたが死んじゃうかもしれないんだよ」

「留萌は、千ち歳とせが死んでもいいのかよ！」

　ブランコから立ち上がった。

「おれが仲間になったほうが、千歳が助かる可能性が上がるだろ。千歳の助かる可能性が少しでも上がるんなら、そうしようぜ。それに留萌、もうこれ以上は無理だぞ」

「無理って？」

「これ以上留萌が関かかわった女の子が殺されるようなことがあったら、留萌の身体からだは死ななくても、留萌の心が死んじまうよ」

「あたしの心？」

「留萌の心は傷つき過ぎてる。おれは千歳の命を守る。そして、留萌の心も守ってやる」

　ブランコを降りた留萌がおれに抱きついてくる。

　耳のすぐそばで泣き声を聞いた。

　涙の間を縫って、小さな「ありがとう」を確かに聞いた。



    

  
    
      
第七話　再会の回



　もうすぐ夜明けの午前四時半。

　おれは千ち歳とせを通り魔から守る留る萌もいの仲間に認めてもらった。

　ここで一いつ旦たん、頭を整理する。

　留萌が中学んときの千歳に伝えていた自分の正体は……、

『元々彩いろどり市に住んでて、今は日本のどこかの大きな病院に寝たきり状態で、自分の意識だけを遠くに飛ばして、誰だれかの頭の中に入ってコミュニケーションが取れる』

　と説明してたわけだ。

　通り魔に襲われたってことは伏せているが、この説明に嘘うそはねえ。

　千歳への説明は、留萌が二重人格だってことを隠すための作り話だと思ったが、正体の嘘話をされてたのはおれだったわけだ。

　留萌は初めっから千歳には本当のことしか話してなかった。

　おれは二重人格ってどういうものなのか、ネットで調べたりもしてたんだけど、それが無駄になったとかはグチるつもりねえ。とにかく今はこれからの方針を決めなきゃならねえわけだからな。

「まずよ。丹たん下げとさきっぽは巻き込めねえな」

　千歳が三みつ石いし留萌を捜していることを、丹下とさきっぽは夏祭りの次の日に千歳から電話で聞いて知ってる。

「丹下やさきっぽと一緒に下校をすんのは、やめるようにしなきゃな」

　苦渋の決断だ。

　四人での下校はおれの人生のもはや生いき甲が斐い。その楽しい時間が失われるだけでも通り魔の野郎が許せねえ。

　再びブランコに座っている留萌が頷うなずいた。

「まりもに関しては大丈夫だと思う。ちーちゃんと一緒に帰るとは言わないと思う」

「ん？　どういうことだよ」

「あたし、まりもとケンカしちゃったの」

「え、あたしって留萌が丹下と？」

「うん」

「だってよ、丹下は留萌とまだ出で逢あってねえだろ」

「夏祭りの次の日、ちーちゃんがまりもに電話したのね。あたしを捜してるってことを伝えるために」

　その話なら覚えてる。北ほく雪せつ小学校に行った日に、千歳がやや不思議なことがあったとおれに話してくれたネタだ。丹たん下げとの電話が気づいたら、終わっていたというやつ。

「でね、まりもは十と勝かちとあたしがキスしたの目撃してて、そのことをちーちゃんに問い詰めてきちゃったの。当然ちーちゃんはそんな記憶持ってないから、困惑しちゃって。あたしが表にでたの」

「それが、留る萌もいと丹下の初トークってわけか」

「うん。それであたしとしては、まりもとちーちゃんが一時的に仲が悪くなってくれるほうが助かるから」

　留萌が「一時的に」とつけたのは、いずれ通り魔を倒し、千ち歳とせと丹下が元通りの関係になることを意識してるんだろう。どれほどの喧けん嘩かだったのかわかんねえけど、誤解さえ解けば問題ないんだから、仲直りは難しくない……はずだよな。

「まりもは巻き込みたくないし、通り魔の事情も話せないから……まりもをちーちゃんから遠ざける苦肉の策だったけど。最悪だよね、わざと悪役を演じるのって。

　電話の向こうで、まりもが傷ついてるのがわかって、あたし……」

　留萌が自分を痛めつける言葉を続けようとしてる。おれは「わかってるから」と強く頷うなずいた。

「留萌がよ、丹下を危険な目に遭わないようにした致し方ねえ行動だったってのは、おれはわかってるから」

「……十勝、ありがと」

「じゃあ、ひとまず今の問題はあれだな」

　ブランコの支柱に寄りかかったまま、おれは頭をかいた。

「丹下のほうは千歳を遠ざけるだろうが、千歳自身は丹下とケンカ中だと思ってねえんだから、千歳のほうから丹下に近づいちまう」

「それは大丈夫……ちーちゃんにはちゃんと事情を話すから」

「さっき留萌はよ、千歳と話すから、おれに帰ってくれって言ったよな。今日千歳に再会する気なのか」

「うん。ちーちゃんにまた会うの。話さなきゃいけない」

　留萌の口角が数ミリだけ上がる。よく見ていなきゃわからないほどの微笑ほほえみだった。千歳に再会できる喜び。通り魔に狙ねらわれてると話さなきゃいけない気の重さ。喜びが僅きん差さの勝利。

「今から再会することにする……ちーちゃんの意識は眠ってるけど、起きてもらう」

「おれはいていいのか？　いきなりおれがいたらビックリさせちまうよな」

「お布団ふとんで寝てたはずなのに、いきなり夜中の公園で目覚めるわけだから、十勝がいようがいまいがどっちみちビックリするわよ。十勝はそのままいて」

　ブランコに座った留萌が、ゆっくりとまぶたを閉じる。

　……。

　何事も起きない夜明け前の公園の一分が過ぎた。

　急にガクンと留る萌もいの身体からだが前方に傾き、おれは慌あわてて、その両肩を掴つかむ。

　アサガオが花開くような速度で、まぶたが開かれた。

「…………う、……ん、……あ、れ……十と勝かちだ」

「おう。お早うさん」

　どうあがいても千ち歳とせはこの状況に驚くことになる。挨あい拶さつぐらいは普段通りにしようと思ったのだ。

　……あ、しまった。

　おれの格好はタンクトップにトランクスだ。

　だが、千歳はおれの格好にはノータッチだった。

「あれれ……夜？　公園？　わたし、十勝と二人っきり。あ、そっか」

　なにが閃ひらめいたんだろう。とびっきり寝ぼけた千歳の顔が笑顔になる。

「これは夢だ」

　――いきなり。

　千歳はおれに抱きついてきた。

　すりすり。

　頬ほおをおれの頬にくっつけてくる。

　なんで夢だと思ったら、おれに抱きついて頬ずりしてくんのかわからねえが、千歳の中から留萌もこの場面を見てるんだ。このままでいいわけない。

「おい、千歳。これは夢じゃねえんだ。現実だ」

　おれはテンパった声を上げた。

　頬ずりを引き離す、千歳はまさに夢見る少女の瞳ひとみをしてる。

　おれは千歳の両頬を掴んで、「にーっ」と伸ばしてやる。凄すさまじく古典的な「これは夢じゃない」のアクション。

「……にゅ、痛いにやいよ」

「千歳、おはよう」

　千歳は何度かパチパチとまばたきをして、周囲を見回した。オレンジの外灯の公園は確かに夢の中みてえな光景だ。場所がちょっと悪い。

　一周した千歳の視線がおれの顔に戻ってきた。

「……十勝よ、これは夢じゃないのか」

「ああ、そうだ」

「夢じゃないのか？　トランクス姿で公園にいる十勝なんて、現実とは思えないのだが」

「それに関しては夢であってほしいよ。どうしてこんな状況になったかまず話そう」

　だが千歳が気にしてんのは、なんでパジャマ姿で布団ふとんに寝たはずなのに、夜明け前の公園に制服着用で目覚めたかってことじゃなかった。

「十勝よ。もしかしてわたしが毎晩眠る前に神様にお願いしてることがなにか知ってましたか？」

　知るわけない。「世界平和か？」適当に答えた。

「ご明察と言わせてもらうぞ。ふぅー、十と勝かちの夢を見させてくださいって毎晩お願いしてることが、十勝本人にバレずに済んでよかった」

「……千ち歳とせ、心の声が音声化されてるぞ」

「十勝よ。寝起きの数分間は、思ってもないことを次々と口走ってしまう病気の存在は知っているか？」

「そんな奇病初耳だよ。まさかその患者とでもいうのか」

「わたしは悪夢を見てしまうのが怖いから、その悪夢除けのまじないの意味で、十勝のことを夢に出そうと目もく論ろんでいるのだ」

「病気の話で誤魔化そうとしたくだりは終わったのか」

「十勝よ、乙女の心には謎なぞが多いと聞いたことがある」

「わかったよ、謎ってことでこの話を迷宮入りさせよう。……ってか、なんでおれが夢に出てきたら悪夢除けになるんだ。おれが出てくる嫌な夢もあるだろ」

「十勝が出てくる悪夢なんて、ありえない」

「なんで？」

　千歳はモジモジと俯うつむいて、ブランコを弱くこぎ出す。

「無数の人面虫になった十勝に追いかけまわされる夢でも、全裸の十勝が空から沢たく山さん降ってくる夢でも……それをわたしが嫌な夢だと思わないから」

　人面虫。空から全裸でダイブ。

　夢の中のおれはどうなってんだよ。

　千歳は真まっ赤かな顔をして、おれを見つめてくる。千歳の視線が当てられた部分だけ体温が上がりそう。いつのまにかブランコは止まってる。

「……十勝は、わたしの夢を見たら、悪夢だと感じてしまうのか？」

　どうして、千歳は雨の日に捨てられた子犬の泣き声みたい声を出すんだ。

「いや、それはねえかな。千歳がどんな状況で出てきても、おれは嫌だとか思わねえ」

　千歳の必死な問いかけには、こっちが言うのを恥ずかしいことも言わせる力があった。

「そうか、そうか、よかった。嬉うれしいぞ、十勝」

「お、おう、おれも嬉しいぜ」

　頬ほおの緩んだ顔の千歳と見つめあう十数秒。

　不意に千歳が「え!?」と驚いた声を上げる。

「十勝よ、たった今なにか言ったか？」

「いや、なんも言ってねえよ」

　千歳は首を傾げる。

「……確かに聞こえたのだが」

「なんて聞こえたんだよ」

「『いい雰囲気のところ悪いんだけど、あたしそろそろ登場していい？』と、言っていたのだが」

　今この場は二人っきりじゃねえ。おれは慌あわてた。千ち歳とせの心の奥に届くように言った。

「お、おう。留る萌もい、忘れてたわけじゃないぜ、千歳が夢の話をするからさ」

「十と勝かちよ。留萌と言ったのか、留萌がどうしたのだ？」

　おれはとびっきりの笑顔で、千歳がすげー喜ぶだろう報告をしてやった。



「千歳のもとに留萌が帰ってきたんだ！」



「………………え」

　千歳はキョトンとしている。おれは千歳が喜ぶことは何度だって言ってやる。

「千歳のもとによ、留萌が帰ってきたんだよ！」

「と、十勝よ。その留萌は、三みつ石いし留萌のことなのか？」

「この期に及んで別の留萌さんがでてきたら、そっちの方が驚きだぜ」

「じゃあ、ほ、本当に留萌がきてくれたのか……。十勝よ、たった今『本当よ、久しぶりちーちゃん』ってわたしに言ったか」

「言ってねえよ。第一、頭の中に響く留萌の声って、おれの声と聞き間違えるくらい似てんのか？」

「ううん、そんなことは決してない。留萌の声は透明に澄んでいて、楽器の優しい調べのように、わたしの心はひどく癒いやされるんだ」

「留萌の声を褒ほめるほど、おれの声はろくでもねえって言われてる気がするんだが。ってそんなことより留萌と話せよ。千歳、やっと留萌に会えたんだぜ」

「うん！　うん！　うん！」

　千歳はまさに喜色満面って感じで何度も頷うなずく。

　おれは千歳の頭の中の会話には交じれねえから、千歳が座るブランコの隣に腰掛けた。

「ここで、二人の再会を祝ってるよ」

　弾はずんでいた千歳の表情が、急に強こわ張ばってくる。どうしたんだろ？

「十勝よ。再会の喜びを爆発させたいのだが、まずここは私事にとりまぎれご無ぶ沙さ汰たしていたことをお詫びしなくてはいけないよな」

「千歳おめえはなに言ってんだよ。堅苦しい挨あい拶さつなんていらねえよ。爆発させろよ、喜びを」

　千歳は突然の留萌との再会にテンパってるようだ。「は、はい！」と頷き、

「わたし爆発します」

　と、ドラクエの爆弾岩でも言わねえようなことを言った。

　っていうか、留萌との再会の挨拶をどうするか悩んでる千歳とおれのやりとりも、留萌は心の中でしっかり聞いてるわけだから……留萌は笑ってるだろうな。

　そして。

　二人だけの頭の中の会話は始まった。千ち歳とせと留る萌もいの再会の声を聞けなかったのは残念だったけど、千歳の幸せそうな笑顔の横で、ブランコをこぐのは楽しい時間だった。

　でも今日は、再会の喜びだけに浸かってるわけにはいかねえんだよな。

　千歳には、連続殺人犯である通り魔に狙ねらわれてることを伝えなきゃいけない。

　魔法使い、宇宙人、連続殺人犯。ファンタジーやＳＦと変わんない。

　連続殺人犯なんて、現実感ねえよな。

　今は留萌との再会が嬉うれしくて、綻ほころんでる千歳の顔が通り魔の話を聞いて、いつ険しくなっちまうのか、それが見たくなくて……。

　おれはブランコをこぐことだけに集中した。



　どれくらいの時間が経っただろうか。

　東の空が明るくなってくる。もう夜とは言えない時間だ。

　早朝に散歩するお年寄りでもやってきたら困るから、うんていに干していた制服をひとまず着込んだ。水が滴るほどじゃねえが、まだしっかり湿ってる。着心地は最悪の手前だ。ちなみに最悪は生ゴミまみれバージョンだ。

　童心に帰って、鉄棒で逆上がりとかしまくってると、

「十と勝かちよ。留萌と話せたぞ」

　振り向くと、そこには力強い笑顔の千歳がいた。

　あれ、留萌は通り魔のこと話さなかったんだろうか？

「十勝よ、危ないことに巻き込んでしまってすまない。わたしからもう一度だけ確認させてくれ。十勝が危ない目に遭うのは辛つらい、わたしと留萌に関かかわらないでくれというのは無理なのか？」

　驚いた。千歳は留萌から通り魔のことを聞いたのだ。

　それなのに、千歳の表情には得体の知れない者に狙われていると知った怯おびえも恐怖もなかった。

「おれは絶対千歳を守る。おれを部外者にすんのは無理だぞ。ってか、おれのこと気にしてる場合かよ。自分の命が狙われてるんだぞ」

　命が狙われてる。出来の悪いギャグや冗談の類じゃなく、本気でこんなセリフを吐くときがくるなんてな。

「十勝よ、わたしは思うのだが」

「なんだ」

「わたしは死なないと思う」

　イカレた通り魔が四人もの命を奪ったことを千歳は聞いたはず。怖くねえのか？

「……十勝はわたしが死ぬと思っているのか？」

「思ってるわけねえだろ！」

　思わず怒鳴っちまったけど、千歳の表情は満ち足りたような笑顔だった。

「大丈夫。十と勝かちがわたしを守ろうとしてくれる。留る萌もいがわたしを守ろうとしてくれる。だから、わたしは平気なんだ。

　……中学時代、わたしは留萌と一緒にいて楽しかった。

　そして、高校時代も十勝に出で逢あってから楽しい。

　十勝も留萌もいてくれるのに、悲しいことなんて起こるわけないんだ」

　千ち歳とせの根拠の弱い前向きさを現実逃避みたいだと言うやつもいるかもしれねえ。

　でもよ、あの千歳が前向きに物事を捉とらえてるんだぜ。

　誰だれだって、悲観しちまう状況の真まっ直ただ中なかなのに千歳はネガティブにはならない。通り魔から千歳を守れるのか？　おれが悲観してる場合じゃねえ。

「それにわたしがここで通り魔に対して怖がったら、それは十勝と留萌に申し訳ない」

「申し訳ないって？」

「怖がるというのは、わたしが十勝や留萌を信じてないことになってしまう。十勝や留萌が守ってくれる。そう信じれば、怖くなんて全くないんだ」

　コンクリートに咲くたんぽぽのような力強い千歳の笑顔だった。



　千歳と留萌とおれで今後の対策を話しあった（千歳の意識が表に出ているので留萌の言葉は、千歳に伝言してもらった）。

　まず、丹たん下げとさきっぽは巻き込まないということの確認。

　留萌は十勝クイズ（なんだそれ）をして、丹下に勝ち、千歳とおれに当分近づいちゃダメだとペナルティをつけたらしい。それで丹下とは下校をしなくて済む。

　次にさきっぽだが、これからペナルティ付きの十勝クイズをさきっぽともやるのは難しいだろう。

　一つだけ方法が浮かんだ。

　まず、おれと千歳をつきあってることにする。

　さきっぽには、二人っきりで放課後デートしたいからと説明して、一緒に下校をするのを遠慮してもらう。

　ってな方法。なかなかの苦肉の策だ。

　今後、千歳が通り魔に狙ねらわれなくなるまで、おれと千歳はカップルのふりを続ける。そう決まった時点で、千歳が「あわわわっ」と平常心を失いだす。

「十勝よ。病めるときももっと病めるときも、その命ある限り、真心を尽くすことを誓うぞ」

「おい、ここは結婚式か。ってか、健すこやかなときはねえのか」

　カップルのふり。

　女の子とつきあったことのねえおれにとっちゃドキドキのシチュエーションだが、カップルのふりをする理由が放課後に丹下とさきっぽを遠ざけるためと思うと、気分がいいわけねえよな。



　次に通り魔絡みのことを考えた。

　通り魔から『安産祈願』のお守りは届いてねえから、明日すぐ襲われるということはないだろうと判断。

　でも楽観はできねえよな。

　今までがそうだっただけで、今度はお守りを送りつけてこずに凶行に及ぶかもしれねえしさ。うーん、でもお守りを送りつけてくんのにはなにか通り魔なりの理屈があるはずだよな。その行為を今回になって、やめる理由のほうがわからねえな。

　くそっ。ほんとわかってることが少ねえ。

　通り魔の名前はわからない。

　どこに住んでるかもわからないわけだしよ。

　ただ、ある程度推察することはできる。

　通り魔事件は、留る萌もいが襲われた最初の一件目と二件目は共に彩いろどり市の女の子が狙ねらわれた。それに幸い事件そのものには発展しなかったが、二件目のあと、千ち歳とせも狙われていたのは間違いない。

　だが、三件目四件目は、彩市から五百キロも離れたＴ市の女の子が狙われている。

　これをどう考えるか。

　彩市で通り魔事件を連続で起こしたから、警察の目を少しでも背そむけるために別の街で犯行に及んだのか？

　でも、警察の目を背けるもなにも、犯人は留萌にこそ顔を見られてるが、意識だけを飛ばせる留萌の存在など当然知らない。犯人はどこの誰だれか、これまで四件の犯行でも全く目撃証言もないのが現状なのだ。

　わざわざ別の街で犯行をするほど、そんなに警戒する必要があるんだろうか？

　しかも、隣町ってわけじゃない。五百キロも離れてるんだ。

　おれは通り魔の性質に詳しいわけなんてねえが、土地勘のない街で犯行に及ぼうとするんだろうか？

　世の中的には、一件目と二件目は同じ彩市で起きていて、その犯行の手口が似ていることから同一犯で考えられているとは思う。

　だが、三件目と四件目も、一、二件目と同じ犯人だと思っている人はどれほどいるんだろうか。模も倣ほう犯と考える見方もあるのかもしれない。

　二件目から三件目の間には約二年も期間が空いてる。それに事件現場は五百キロ離れてる。共通点といえば、十代前半の女の子が狙われたことか。

　おっと、忘れちゃいけねえ。

　一番の共通点は、安産祈願のお守りが送られてくることだ。

　でも、一連の通り魔事件の報道で、お守りのことはなんら触れられていない。あえて伏せているのだろうか。警察がお守りの共通点に気づいているかわかんねえな。

　留る萌もいも、事件後は当然その子に意識を飛ばせなくなり、被害者の家族の動向を見ることができない。家族は一週間前に家に届けられた不審物を警察に伝えているだろうか？

　四件全すべてが同一犯だと確実に知っているのは、留萌とおれと千ち歳とせだけだ。

　犯人がどこの誰だれかわからねえ限り、こっちはただただ守りに徹するしかない。

　それなのに、考えても犯人がどんなやつなのか近づけねえ。

　どんな些さ細さいなことでもいいから、犯人のことを知りてえ。

　顔を見ている留萌に千歳の身体からだの表に出てもらって、似顔絵を描いてもらった。

　筆記用具とノートはおれの鞄かばんにある。

　自分を襲った通り魔の顔を思い浮かべながら、似顔絵を描く。辛つらい作業だろう。おれは朝日の差し込む公園のベンチで絵を描く留萌を、見守った。

　十五分後。

「ふー、できたかな」

　おれは留萌の手元のノートを見下ろした。

　図工の授業が好きだと留萌は話してくれていたが、絵はかなり上う手まかった。

「優しげな感じのちょっとタレ目。猫みたいなクセっ気。女のように細い顎あご。イケメンだなー……泣きボクロがあんのか」

　右目の端。それは千歳と同じ位置のホクロだ。

　見た目は優やさ男おとこ然としている。そういえば、留萌は十代のように見えたと言っていた。……高校生にも見えたと言っていた。

　十代でも車を所有して運転してるやつは当然いる。

　高校生だって、五百キロ離れた街に公共の交通機関を使って、行くことはできる。

　でも犯行を彩いろどり市からＴ市に移したのは、単純になにも穿うがった考えをせず、素直に考えれば、彩市からＴ市に引っ越しでもしたんじゃねえか、なんて思う。

　やはり土地勘のある場所で犯行に及ぶだろうと考えれば、その街に住んでいると考えたほうが自然だ。

　でも、引っ越したんなら、これからもＴ市で犯行を続けようとすればいいのに……再び千歳を狙ねらいだしたのはなぜだ？

　一度Ｔ市に引っ越して、また彩市に引っ越してきたとか？

　仮に高校生だとしたら、進学とか転校したってことか？

　……うーん、結局わかんねえや。

　ひとまず留萌が描いた似顔絵がある。とにかくこの顔のやつがどこのどいつか捜すだけだ。

　早朝六時。今日のところはこれぐらいで終わりにしておく。



　公園を出て、道路に散らかったままの生ゴミを片付ける。忘れちゃいけない。生ゴミのおかげで、チンピラを撃退できたんだから。

　袋に片付けた生ゴミをゴミ置き場に置いて、始発の動き出す駅に向かう最中、千ち歳とせは言う。

「夜出歩いたのをバレないように家に戻らなきゃいけない……どうしよう、夜家を抜け出したのがバレたら、お小遣い二ヶ月分没収かもしれん」

「なんだその二ヶ月分って、そこは一ヶ月分で済まねえのか」

「十と勝かちよ。そんな楽観的に考えていたら、痛い目に遭ってしまうぞ」

　さっき、通り魔に対して力強い前向きさを見せてくれたのに、やっぱりいつもの千歳に戻った。

　そして、おれ達は駅で別れた。

　そっからはおれは自分の部屋のベッドに倒れ込むまで、ほとんど記憶はない。

　でも、布団ふとんに倒れ込む前にシャワーは浴びた。生ゴミを被かぶったあとなんだ。全身をきっちり洗っておきてえからな。



　正午過ぎに目覚めた。

　今日は学祭の準備のため、うちのクラスは午後一時から学校に集合になっていた。多少の遅刻は勘弁してもらおう。

　学校に行く前に、ネットで彩いろどり市で起きた二件の通り魔事件と、Ｔ市で起きた通り魔事件について調べた。

　真新しい発見は特にない。

　でも、発見はない代わりに疑問が浮かんだ。

　彩市の一件目の留る萌もいの事件。地方新聞が伝えた記事は次の通り。



【10月４日午後４時40分頃ごろ　彩市南区緑みどりが丘おかで、通行人から「路上で少女が倒れている」と１１９番があった。

　彩南署員が駆けつけたところ、女子児童が路上で頭や胸から血を流して倒れており、病院に搬送されたが、意識不明の重体。同署は殺人未遂事件として捜査している】



　犯行現場は……彩市南区緑が丘。

　これが引っ掛かる。

　この日、留萌は一人で下校していたと言っていた。

　北ほく雪せつ小学校に通ってる留萌がその帰り道に、なぜ自分ん家とは反対方向の離れた住宅街を一人で歩いていたんだろうか？

　まあ、別に犯人に関する疑問じゃねえから、早急に確認することもない。

　今度会うとき、覚えていたら聞いてみるとしよう。

　その程度の疑問だ。



    

  
    
      
第八話　学祭準備の回



　今日は学祭準備かぁ。

　目が覚めた瞬間にそのコトを考えて、そっこーブルーになった。

　学校に行くってコトは、クラスは違うケド……、

　十と勝かちちゃんにもキララにも会う可能性があるってワケで。

　うわー、それってかなりヤダなぁ。

　十勝ちゃんとはコクっちゃってから、微妙に気まずいし。

　キララとはガッツリ喧けん嘩か中ちゆうってカンジだし。

　ってゆーか。

　十日前にキララと電話で「十勝ちゃんクイズ」をして、うち負けちゃった。だから、それのペナルティがあるんだった。

　あんときのキララの声を思い出す。

　――じゃあ、まりもは十勝に当分近づいちゃダメ。ごめんね、当分だからよろしくね。あとそれにあたしにも当分近づかないでね――

　当分、うちは十勝ちゃんにもキララにも近寄っちゃダメみたい。

　マジ、キララの考えてるコトわかんない。

　……嘘うそ。ホントはわかってる。

　そう思いたくないだけなんだけど。

　きっと、十勝ちゃんとキララはデートとかして、二人っきりで夏休みを満喫してるってコトだと思う。

　はぁ……うちの十五歳の夏休みはかなり終わってる。

　ひとまず学校には行かなきゃ。

　二人に会うの気が重いからって、うちが休むなんてなんか逃げてるみたいでヤダし。

　うちはベッドの隣に寝ている相棒を起こした。この夏休み最も一緒にいる相棒だ。

「ねえねえ起きて。もう十一時だから」

「うにゅ～……もいちょ」

「さきっぽってば、寝起きも意味わかんないコトゆうんだね」

　ここ最近さきっぽはうちに泊まってもらってる。

　十勝ちゃんにフラれて、キララとケンカして、ボロボロのうちを慰めてくれようとさきっぽは常に一緒にいてくれる。

　だから、さきっぽは予定してた写真旅行を中止して、うちも家族旅行に一人だけついて行かなかった。テンションが奈な落らくの底状態で家族旅行なんて全然ムリだし。

　でも。

　さきっぽがうちに泊まりこんでる理由は、うちの心を癒いやす目的だけじゃない。

　三みつ石いし留る萌もいのコトを調べるためなの。

　十日前にキララから「三石留萌という子を捜している」って話を聞いた。

　うちにしてみれば、誰だれそれ？ってカンジだったんだけど……。

　そのキララの電話のあとにさきっぽから電話がきて、さきっぽが『三石留萌は小学生んときの同級生で、しかも自分の友達で、通り魔に襲われて意識不明の重体になった子なの』なんてコトゆうから、うちはビックリ仰天みたいな。

　そのときはいつも飄ひよう々ひようとしてるさきっぽもさすがに動揺してたし。

　でも、動揺するのもムリないよね。

　だって、今現在も意識不明のはずの小学んときの友達が、中学んときのキララの頭の中に意識だけで会いに行ってたなんて話聞いたら、頭パニくるから。

　そんで。

　さきっぽは「三石留萌はあーしの小学んときの友達なの」って話をキララや十と勝かちちゃんにしようとしてたんだけど、それをうちは思わず止めた。

　そんときは思わずだったんだけど……。

　さきっぽを止めた理由は単純で……、

　ただ、キララにいじわるがしたかったんだと思う。



    

  
    
      



    

  
    
      　そんな自分勝手な理由で、「十と勝かちちゃんやキララに留る萌もいのコト話さないで」ってゆった。さきっぽからしてみれば、迷惑だろうケド。

　さきっぽは「わかったっす」と、留萌のコトをキララや十勝ちゃんに話すのを待ってくれた。「なんでゆっちゃダメなの？」って詮せん索さくしてこないのがさきっぽらしかった。

　とゆーコトで。

　うちとさきっぽは、小学六年のときの三みつ石いし留萌の身に起きた事件を調べるコトにした。

　でも調べるってゆっても、うちらは刑事とか探偵とかじゃないから。

　この夏休みの十日間で、留萌絡みでやれたコトとゆえば……。

　まず犯行現場に行った。

　場所は市内南区緑みどりが丘おか。

　さきっぽは留萌とはマジで仲良かったみたいで、寄り道とかしながらよく一緒に帰ってたみたい。でも事件が起きた日は「一緒に帰ろう」と誘ったのに、断られたらしい。なんで留萌が南区を歩いていたかは、さきっぽは謎なぞに思ってる。

　犯行現場は一戸建ての民家が建ち並ぶ住宅街のなんの変哲もない路上。もちろん四年も前の事件の血けつ痕こんなんて残ってないケド、さきっぽはそこでチョット涙ぐんでた。ここに来るのは事件直後以来二回目らしい。さきっぽは「泣いちゃダメっすよね、ミルモが死んだわけじゃないのに」と涙を拭ぬぐっていた。三石留萌だから、略してミルモ。さきっぽのあだ名の付け方は小学んときから変わってないね、とゆって、うちは笑った。

　で、次にしたのは。

　三石留萌に会うコト。

　月のお小遣いの半分以上を交通費に充てて、彩いろどり市から遠く離れた街の病院に向かった。

　事前の電話連絡は欠かさない。

　留萌のお母さんはさきっぽが娘の一番の友達だったってコト忘れてなかったから、さきっぽはとっても歓迎してもらえたみたい。部外者のうちは病院の外で待ってたワケだけどね。

　そして、面会を終えて、落ち込んでるさきっぽと病院をあとにする。

　……留萌の意識はずっと戻っていないままだったから。

　ＪＲで二時間かかる帰り道。

　その車内でさきっぽは寂しそうに呟つぶやいてた。

「眠ったままのミルモが、本当に意識だけ飛ばして、誰だれかに会いに行けたんならさぁ。どうしてあーしじゃなくて、チキララのもとに行ったのかな」



　留萌を襲った通り魔は捕まってない。警察しっかりしてよってカンジ。

　だからって、その通り魔を見つけるコトがうちの目標じゃなかった。

　うちの目標は、キララが捜してる三石留萌のコトをキララより詳しく知るコトだった。

　それで、わかった情報をキララには教えてあげない。

　キララへの密かないじわるのつもり。

　……自分でもバカみたいってわかってる。

　でもね。

　自分の好きな男を友達に取られた女は、チョットぐらいのいじわるする権利あるよね。

　当時の新聞（図書館の縮尺版の地方紙を見てきた）の一部に『怨えん恨こん絡み』の犯行かと疑ってるのあったけど。でも小学六年生の留る萌もいの周りでトラブルなんてなかったみたいだし。てゆーか小学生で、通り魔に襲われるまで発展するトラブルってナニってカンジだけど。犯人はやっぱ面識ない人ってコトになる。

　そーなると。

　目撃者も物的証拠（って言うの？）もないから、警察の捜査は思いっきし迷宮入りっぽい。事件発生からもう四年。実際今から犯人逮捕とかかなり厳しそーだよね。

　さきっぽは「なにかわかるかもしれないっす」とかゆって、留萌が写ってる写真をうちに持ってきた。留萌を初めて見た。

　ティーン向け雑誌のフェミニン系のモデルみたいにくりんとした瞳ひとみ。マジ理想的な形の小鼻。ぷるりんとした柔らかそうな唇。留萌の容姿にキャッチコピーをつけろってゆわれたら「キュート＆キレイ」ってカンジかな。

　そんな美少女留萌の写真を確認するだけなんてすぐ終わるかと思ったけど、全然終わる気配なかった。

　なんてったって、写真を始めたばかりのさきっぽはお年玉と貯めた小遣いをはたいて買ったデジカメ（ちなみに今のカメラは二台目）が嬉うれしくて、撮りまくってたワケで。

　留萌が写ってる写真だけでも、冗談抜きの三千枚。

　うちは、アタッシュケースを開けたら、写真の束って光景を初めて見た。

　マジ撮りすぎ！

　留萌が道ばたの花を見つめてる写真だけで平気で五十枚とかあるし、確かにすっごく自然なカンジでいい写真じゃんって思うケド、うちはさきっぽに半分ヒキ気味でゆった。

「さきっぽって、盗撮魔の才能あるね」

「うむにゅ、盗み撮る感覚で被写体を撮ればナチュラルな一枚が手に入るっす」

　さきっぽ、もろ素直に喜んじゃってる始末だし。

　うちは、カメラに向かって笑顔を見せる留萌だらけの写真の山を見ながらゆった。

「さきっぽって、レズじゃないよね？」

「あーしは美少女の笑顔が好物のしがないカメラマンっすよ。にひひひっ」

　終わりの笑い方キモいんですけど、ってゆーかレズの部分否定してよ。



　……こんなカンジで。

　昨日は膨大な写真を夜遅くまで眺めてたってワケ。



　うちは二度寝し始めてるさきっぽのちっこい身体からだを、「ねぇー」と揺すった。

　さきっぽはしょぼしょぼのお目々を開けて、おもむろに両手をうちに伸ばしてくる。

　むぎゅむぎゅ。

「えへへっ、たんまりのおっぱい気持ちいいなぁ。こいつは堪たまりませんなぁ」

「このオヤジ女子高生っ！　人の胸なんて触ってないで起きろ！」

「むむっ!?　パジャマ越しなのにこの感触！　へへっ、たんまりー、パジャマの下はなーんも着けてないっすね」

　タチの悪いセクハラさきっぽ。うちはさきっぽをベッドから足で押し出そうとする。さきっぽは「落ちるっす」と、踏ん張ってる。

「あーしはたんまりの寝顔を隠し撮りしてないのにー、なんでこんなことするんだよー」

「寝顔なんて隠し撮りしたら、さきっぽのカメラぶっ壊すからね」

「カメラは勘弁してくれです。これはあーしの曾ひいばあちゃんの形見なんすよ」

「それ嘘うそでしょ？　曾ばあちゃんの遺品がなんで最新モデルのデジカメなのよ」

「おう、そういえば、たんまりは『コンピュータおばあちゃん』っていうみんなの歌を知ってるかい？」

「ねえ、もしかして今すっごく強引に話題変えようとしてる？」

「うぅ、形見って言葉には他人に安易に危害を加えさせない効果があるよね」

「なんの報告してんのよ！」

　さきっぽはピョンと立ち上がって、「ラジオ体操しよっかな」とかゆって、ホントにラジオ体操を始めだした。

「５、６、７、８」とか口にしながら、腕をぐるんぐるん振り回すさきっぽの小さな背中を見て、思う。

　さきっぽがいてくれてよかった。

　さきっぽがいなかったら、十と勝かちちゃんにフラれて、キララとケンカしたあとの十日間はしんどさ臨界点超えちゃうカンジで、うち参ってたと思う。

　さきっぽ、ありがとね。ホント感謝してるよ。

　うちは寝癖がひどいさきっぽに「ねえねえ」と声をかけた。

「そんなにうちの胸触るの気持ちいいんなら、もうチョット触っていいよ」

　すると、さきっぽは急にシャキッとした顔になって、「たんまりって」とおそるおそるゆってくる。

「……レズとかじゃないっすよね」

　美少女の写真を三千枚も保有してるやつにゆわれたくない一言だよね。アハッ。



　さきっぽのバカちんと千ち恵え里り高に向かう。

　夏休み中なんだから、別に制服じゃなくてもいいんだけど、やっぱ学校に私服で登校するって落ち着かないから、無難に制服にした。うちって結局マジメなんだよなー。

　学校が近づくと、ドキドキしてきた。

　それは好きな人と一緒にいれちゃうときの胸の高鳴りとは、全然別モノの不安な気持ちが起こす胸の動どう悸きだった。

　十と勝かちちゃんやキララに会っちゃったら、どんな顔すればいいの？

　挨あい拶さつは……するの？

　無視とかされちゃうワケ？

　校舎が見えてきた。

　ヤバイ、うちってメンタル弱いなぁ。

　歩幅がちょびっとだけ狭くなっちゃって、ちょびっとだけ歩くの遅い人になっちゃってるし。

　不意に隣を歩くさきっぽが、ガシッとうちの手を握ってきた。

「大丈夫っすよ。たんまりはいつも通りのたんまりでいいのだ」

　語尾が「のだ」なんて、バカボンのパパみたい。だけど、さきっぽには全く違和感ないしゃべり方だった。

「さきっぽー」

　うちの不安を、きっとさきっぽは見抜いてるんだなー。

「勘違いしねえでくれ。あーしはカワイイ女の子のお手々の感触に目がないだけのただの女子高生っす。あぅ、大丈夫、ちゃんと男の子が好きでやんすよ」

「アハッ。さきっぽの好みのタイプとか全然想像できない」

　さきっぽのおかげでいつのまにか、正面玄関に辿たどり着いてた。

　外靴から上靴に履き替えてると。

　約三週間ぶりに会うクラスの女子グループに囲まれて、夏休みの思い出の中間発表をする流れになった。みんなテンション高いなぁ。

　クラスの違うさきっぽとは、正面玄関で手を振って別れる。

　うちは楽しく学祭準備するから大丈夫だよ。さきっぽありがと。

　そんな思いを込めて、手を振ったけど伝わったかな。



　一学期の終わりに決まってたコトだけど、うちのクラスは学祭でお化け屋敷をやる。

　ベタって気もするケド、王道の出し物は必要不可欠だよね。

　お化け屋敷はクオリティが命なワケなの。

　とゆーコトで、クラスメートの集まった午後一時、お化け屋敷の製作を開始。

　三十歳になったばかりの体育教師の担任は張り切りまくりで、リポＤの差し入れとかしてくれたけど、まだ誰だれもそんな疲れてないし。てゆーか、高校生にリポＤかよ。とかツッコミ入れつつ三時過ぎ。

　みんな、それぞれの担当してる作業に熱中しちゃってる時間。

　うちはろくろ首が登場する井戸を作ってる。地味ってカンジ。でも、段ボールに暗い色のスプレーをぶちまけまくると、ストレス解消には結構いいかも。

　あれ？

　教室にいる女子の数減ってるし。ホームセンターに買い物行ってるとか？

　ううん、違ってたみたい。

　廊下からはしゃいだ様子で数人の女子グループが手ぶらで教室に戻ってくる。

　ナニさぼってんの？ってゆおうと思ったら、向こうから話しかけられた。

「ねーねー、まりもはもう見に行った？」

「え、ナニを？」

「二年にすげーカッコイイ人が転入してきたんだよ」

「ふーん、そぉ」

　今のうちにとってはカッコイイ人とか全然お呼びじゃない。十と勝かちちゃんよりカッコイイ男がそうそういてたまるかってカンジ。……はぁ、うちって十勝ちゃんがまだ全然好きなんだなぁ。

「まりも、見に行ったほうがいいって！　なんか超進学校から転入してきたらしくて、マジ笑顔とか鼻血出るくらいヤバイって。クラスの男子にはない大人おとなの魅力があるっていうか。マジ王子だよ！」

　たった一年早く生まれてきただけで、そんな大人の魅力醸し出してるやつがいてたまるかってカンジ。ってか、男子が悲しそうな視線でこっち見てるし。ってゆーか、うちのクラスの男子ここは怒るところだよ。もー草食だなぁ。

　で。

　そんなイケメンの先輩の話なんて、サラッと忘れて作業に没頭して午後四時。

　おどろおどろしい井戸がそれっぽく出来てきたとき、いきなし廊下から声をかけられた。



「……丹たん下げまりもさんは、このクラスにいるかな？」



　教室は作業中の子が二十人はいて、ガヤガヤしてる。それなのにその声は街角で聞く横断歩道のメロディみたいに、なんの音にも邪魔されず、窓際のうちの耳まで届いた。

　振り返ると、教室の戸に立つ初めて見る男子。

　放送部のうちに悩み相談があるとか？

　そんなふうに軽く思った。

　廊下側にいた女子が、キョドったカンジで、うちを指差してる。

　ナニ、そんなにキョドってんの？

　疑問はすぐに解けた。

　その男子は、ヤバイくらい綺き麗れいな顔をしてた。

　男子は、うちと目があうと元々浮かべてた笑顔を大きくして会釈してきた。デパートのガラガラな服売り場でしか見ない「紳士」って言葉が頭に浮かんだ。

　うちがそっちに向かう途中、女子の一人が「転入美形先輩超大人おとなの魅力」とありったけの情報をすごく短縮して教えてくれた。テンパリ過ぎだよ。

　今まで人生で怒ったことってある？って聞きたくなるような超柔和な顔。チョットタレ目で。クセっ気の髪で。顎あご細い。

　へぇー。これが噂うわさの王子様っぽいイケメンかぁ。女装似合いそー。

　転入してきて、いきなり放送部に相談なんて持ちかけたりしないだろうし、うちになんの用か見当つかないなぁ。

「うちになんか用ですか？」

　うちのぶっきらぼうな言い方に、そばにいた女子が「まりも、よく見て、イケメンだよ」

なんて窘たしなめてくるから、教室にいる男子がまた悲しい視線送ってくる。男子達、安心して。うちは外見で態度は変えないからね。



「やあ、初めまして。僕は東ひがし神楽かぐら当とう麻ま。よろしく」



　初対面の人に第一声で「やあ」って声をかける。古い少女マンガみたい。ウケる。

「実はお願いがあるんだけど、きみは放送部員でこの街のいろんなお店に詳しいって聞いたんだ。今日の帰り、案内してもらえないかな？」

　街の案内をしてくれって？



    

  
    
      



    

  
    
      　冗談でしょ。じゃらんでも買いなよ。

「街の案内をしてもらうのが目的なの？　これって要はナンパですよね」

　教室中のみんなの視線がうちらのやりとりに集まった。

　さあ、この先輩はどうするのかな？

　どうせ苦笑いでも浮かべて、退散するんでしょ。

「ハハ、バレちゃったかな。そうナンパだね。僕はきみに興味があるんだ」

「はっ!?」

　東ひがし神楽かぐらのあまりに堂々とした態度に、教室は無音より静かになる。でも静寂はつかの間で次の瞬間にはガヤガヤし出す。

「よかったら、帰りにお茶でも飲みに行かないかい？」

　転入初日に後輩を口説きに来るとか、調子乗りすぎ。イケメンだろうと、かなりキモいから。

　当然、断る以外ありえない。

　そもそも放課後はいつものみんなで帰るんだから、こんな先輩の出る幕なんかないってゆうか。

　……あ。

　いつものみんなと、もう今日から一緒に帰れないじゃん。

　十と勝かちちゃんとキララとは一緒に帰れないんだよね。

　……今日はさきっぽと帰ろう。

　誘いを断ろうと思ったそのとき、ちょうど廊下から入ってきた女子達の声が聞こえた。

「うっそ!?　あの勝ち越しと千ち歳とせさんってつきあってんの？」

　勝ち越しってのは、一部で密かに流行ってる十勝ちゃんのあだ名。

　由来は二つあって、一つ目はもちろん「十勝」って名前が原因。大相撲とか観ないけど、十じゆつ勝しようを上げれば、勝ち越しってゆうんでしょ。

　もう一つの由来は、男子達からすれば、いつも女子（うちとキララとさきっぽ）と一緒に帰る十勝ちゃんは「勝ち組」だって意味が込められてるみたい。うちらと一緒に帰ってる十勝ちゃんが、男子達に羨うらやましがられてるのは、当事者のうちとしては結構気分いいみたいな。

「そーなのっ。千歳さんって、大人おとなしいけどすごく美人だよね。スタイルよすぎだし。勝ち越し大金星じゃん」

　女子がビミョーにうまいコトゆって教室に入っていく。

　そっか。

　そうだよね。

　十勝ちゃんとキララって、やっぱつきあっちゃってるんだよね。十勝ちゃんは否定してたけど……キスしてたしさ。

　目の前のイケメン君は優しそうな笑顔のまま、うちの返事を待ってる。

　アレって思った。

　普通初対面の子に、お茶を誘って、その返答を待つ時間ってすっごく焦じれったい時間だと思うけど、この人は余裕のある笑顔のままだ。しかも内心の焦あせりとかをうまく隠してる無理した笑顔には見えない。

　うちはかなりのナルシストだから、わかった気がした。

　このイケメン君、多分相当ナルシストだ。

　女の子に断られるなんて思ってないから、浮かべられる笑顔なんだ。

　うちよりナルシストっぽい男に笑いかけた。

「ごめんなさい。うちは今日友達と帰るんで」

　イケメン君の口角が５ミリだけ下がって、すかさず５ミリ上がる。スマイルの形状記憶してる顔。こーゆうのエビス顔ってゆうんだっけ？

「そっか。じゃあ、機会があればまた今度」

　去っていくイケメン君の背中を、教室の女子達が名残惜しそうな視線で見送ってる。

「まりもナニやってんのっ！　勝ち越しと下校してるのはちっとも羨うらやましくないけど、今の王子との下校はメッチャ羨ましいから。超もったいないじゃん」

　もったいないコトなんて、うちの知ってる世界には一つしかない。

　――十と勝かちちゃん、うちと下校しないなんて超もったいないコトなんだよ。

　そうゆってやりたいよ。



　　　＊



　おれのクラスは学祭でカレー屋をやる。

　まあベタではある。でも、そういう王道の店は大事だよな。

　で、完全に遅刻の二時に登校したおれには、やっかいな仕事が押しつけられた。

　体長２メートルのインド象のオブジェ製作。

　山のような発泡スチロールと格闘して、象の原型もまだまだでき上がらないうちに午後五時。もうおれのクラスは解散の時間になっていた。

　とりあえずこのあとは千ち歳とせと合流して、通り魔捜しだ。

　留る萌もいは通り魔の顔を見てる。十代に見えたと言ってる。

　もしも、通り魔が高校生なら市内のどこかの学校にいるはず。

　高校をしらみつぶしに、捜索するしかねえ。って言っても、今は夏休み中だから、成果があるか難しいけど、やらないよりはマシだろう。

　いつもの下校のように、正面玄関前ロビーで千歳を待つ。

　千歳のクラスはまだ作業中のようだ。

　帰る時間になると、否が応でも意識することがあった。

　今日から丹たん下げやさきっぽとは一緒に帰れねえんだなー。

　正面玄関前ロビーのベンチに座ってると、クラスの連中が「これからデートか？」と、はやし立ててくる。

　無理もねえ。

　今日は、おれが千ち歳とせとつきあってる（フリなんだが）ってことを公表した。わざわざこっちから公表しなくてもいいかとも思うが、放課後のおれと千歳に何なん人ぴとといえども近づいてもらわねえためだ。

　公表した直後はクラスメートからでたらめにからかわれた。質問攻めにもあった。

「彼女ができるとかすげー！」「彼女が千歳さんとか羨うらやましすぎる！」「勝ち越しって下校だけじゃなく、女の子にも興味あったんだね」「キスしたのか!?」「なあ勝ち越し、おれの恋愛の師匠になってくれ」「どうやって千歳さんを口説いたんだ!?」「ち、ち、千歳さんの手って柔らかいのかい？」「勝ち越しの分際で彼女とかウケるー」「おい勝ち越し、千歳ちゃんと別れたらコレクトコールでいいから俺おれに一報寄越せ。俺は千歳ちゃんのことをずっと……」「てか、勝ち越しが婿養子に入ったら『千歳十と勝かち』って名前になるじゃん。なんかいい名前じゃない、それ」

　今日ほど、教室においておれの話題で持ちきりになった日はなかっただろう。

　ってゆーか、おれには「勝ち越し」っていうあだ名があったんだな。

　今日知ったぜ。



　ロビーで千歳を待つこと十分。

　廊下の向こうから丹たん下げが来るのが見えた。丹下もすぐおれに気づいたようだ。

　でも、目をそらす。

　いくら丹下を危険なことに巻き込まねえためとはいえ、気まずいし、嫌な気分だ。

　丹下はおれの目の前を無言で通り過ぎる。

　その背中が寂しそうに見えた。

　おれはダメなやつだ。声をかけた。

「丹下」

　振り返った丹下。表情は硬い。

「……ナニ？」

　冷たい声。なにを話しかけていいのかわかんなくなる。

「一人なんだな」

　おれは酷ひどいことを言ってる。仕方ねえとはいえ丹下を一人にしたのはおれ達だ。

「さきっぽがいると思ってクラスの子の誘い断っちゃった。さきっぽのクラス明日から学祭準備みたい。それなのに……今日一緒に来てくれた」

「え、一緒にってなんだ？」

「ううん、なんでもない。それより十勝ちゃんはまだ帰んないの？」

「ああ、おれはその。もうちょっといる」

　丹たん下げの視線が床に落ちる。リノリウムの床は、無数の細かな傷だらけ。丹下は、傷を負ったような弱い声で言う。



「……キララを待ってるの？」



　ここで嘘うそをついてなんになる。おれは頷うなずくしかなかった。

「ああ」

　丹下は「そっかー」とおれに微笑ほほえんだ。ぎこちない笑みだ。

「十と勝かちちゃん、キララとは両りよう想おもいじゃないとかゆってたのに、結局つきあっちゃってるんだもんなー。あーぁ、うち完全にフラれちゃってる」

「丹下、そういうんじゃないんだ。なんていうか」

「もうやめてよ！」

　丹下の叫び声が彩いろどり市立千ち恵え里り高等学校の正面玄関前ロビーに響く。

　近くを歩いていた同級生達が何事かと立ち止まって、こちらに振り返る。

　丹下はやじ馬の視線なんて気にしない。

　いや、丹下にはおそらくやじ馬なんて見えてない。

　だって、まっすぐな瞳ひとみでおれを見つめてるから。

「十勝ちゃんはキララが好きなんでしょ！　うちじゃなくてキララが好きなんでしょ！　だからもう、うちとは一緒に帰れないんでしょ！　大好きなキララとしか一緒に帰らないんでしょ！」

「た、丹下。違うんだ。詳しく言えねえんだけど、一緒に帰れないのは当分だけだ。また一緒に帰ろうぜ」

「ナニそれ。キララをフッて、今度はうちとつきあうってゆってるの？」

　同級生達がおれと丹下を遠巻きに囲んで、騒然としている。上靴を手に持ったまま、外靴に履き替えないで棒立ちのやつがチラホラ。

「そういうことじゃねえ。そうじゃないんだ」

　おれがやじ馬の存在を気にして、キョロキョロしてたのがまずかったのか、「十勝ちゃん！」と丹下は怒鳴る。

「うちを見てよ。外野なんてどうでもいいから、うちは……うちは……」



「十勝ちゃんのコトがどうしても好きなんだから！」



　――!?

　正面玄関とロビーに一瞬の静寂が訪れたあと、つぎの瞬間には爆発したように騒がしくなった。

　女子達の黄色い歓声。何人かの男子が「ぬああ」と声にならない叫びをもらし、その場に崩れ落ちた。

「きっと勝ち越しは、効果絶大の惚ほれ薬を所持してるぞ」と喚わめくやつ。

「アイツは勝ち越しどころじゃねえ。全勝だ！」と頭を抱えるやつ。

「丹たん下げちゃん、きみもか」と、「ブルータス、お前もか」的な感じで嘆くやつ。

　丹下にはそんな周りの喧けん噪そうなんて聞こえてないのか、おれを見つめたままだ。

　おれの横をふらついた足取りの男が「夏休みに久々に登校したら、千ち歳とせさんに彼氏ができてて、丹下さんには好きな人がいて。ああ、池いけ田だ十と勝かちのヤツ死ねばいいのに」と、おそらく脳内の言葉を無意識下で垂れ流しながら、上靴のままフラフラと下校していく。おれはどうやら今日一日で、男子を中心にかなり敵を作っちまったような気がするが、そんなの気にしてる場合じゃねえ。今この瞬間は丹下のことだけが大事だ。

　丹下を巻き込むわけにはいかねえ。でも、このままなにも言わないのは辛つらすぎる。おれは未来の希望の話をした。

「なあ、またいつか必ず四人で下校できる日が来るからよ。待っててくれないか？」

　丹下がおれまでの数歩を歩み寄ってきて……、

　――パァン。

　平手打ちをくらった。熱を持つ右の頬ほお。

「十勝ちゃんのバカ！　うちに待ってろって？　ナニそれ、ナニそれ、ナニそれ！」

「た、丹下」

「うちは……うちは……そんなコトゆわれたら…………待っちゃうじゃん！」

　そこで丹下は大泣きする。

　周りを気にせず、涙を止めどなく流す。

　おれはなにも言えねえ。女子の誰だれかが丹下に「まりも」と声をかけるけど、丹下には歩み寄れない。誰もが動けなくなって、泣いてる丹下をただただ見つめた十数秒。

　その声は外野から不意に届いた。



「あれ、丹下さんじゃないか」



　三十人はいる人ひと集だかりの中から、一人の男が微笑ほほえみを浮かべてやってくる。

「いつか帰りにお茶行こうね。……うん？　泣いてるのかい？」

　線が細いが、でたらめなイケメン野郎だ。

　丹下にこんな知りあいがいたのか？

　丹下は涙を拭ぬぐって、突如やってきた美形を振り返った。

「いつかじゃなくて、やっぱ今日行きましょ。東ひがし神楽かぐら先輩」

「いいのかい？　確か友達と帰るって」

「いいから、いきましょ」

　丹下は東神楽と呼ばれた男のもとに歩み寄って、おれに振り返る。

「十と勝かちちゃん、うちだってモテるんだからね。男の人に誘われたりすんだからね」

　丹たん下げは涙の引いた顔で唇を尖とがらせていたが、おれはその丹下の顔より隣にいる男の顔から、なぜか目が離せなかった。

　優しげな感じのちょっとタレ目。猫みたいクセっ気。女のように細い顎あご。

　つい最近、こんな顔をどっかで見たような。

　あ、右目の端に泣きボクロがあるんだな。千ち歳とせと同じ位置だ。

　――!?

　この目の前の男によく似た顔をどこで見たか思い出した。

　気づけば、おれは八月の校内で一人ぶるぶると震え始めていた。



    

  
    
      
第九話　異常な性癖のもと生まれてきた男の回



　人は僕という人間を見て……どういう印象を抱くだろうか？

　頭のいい人。

　カッコいい人。

　スポーツ万能な人。

　優しい人。

　完かん璧ぺきな人。

　僕と出で逢あった限りなく全すべてに近い人達は、僕に好意的な感情を持ったことだろう。

　人より優れた人間は、それだけで妬ねたみという悪感情を抱かれるのでは？

　と思われるかもしれないが、あくまで妬みというのは自分より少し上にいる人間にのみ強く働く感情なのだ。

　例えば、自分より裕福な家に生まれた同級生を妬むことはあっても、アラブの石油王のその暮らしぶりを見て、強い妬みの感情を覚えるだろうか。

　さらに極端に言えば、空を飛ぶ鳥を見て、妬む人がいるだろうか？

　僕は人に妬ねたまれるレベルの優秀な人間ではないんだ。

　僕は人にただただ漠然と羨うらやましがられるレベルの優秀な人間なんだ。

　自分のことを自分で優秀というのは、時に溜ため息いきを吐きたくなるようなしらけた気分にさせられるが、実際優秀なのだから仕方ない。

「井の中の蛙かわず大海を知らず」ということわざがある。

「世の中、何事にも上には上がいる」という考えもある。

　しかしながら。

　僕が生まれ育った十七年の間で、どの分野に置いても、僕に敗北感を与えてくれた人間は一人もいなかった。

　周囲に対しては、優越感すら感じなかった。

　例えば、必死に地を這はうアリより速く走れたからといって、アリに対して優越感を感じられる人間がいるだろうか？

　それは極端過ぎる例えかもしれないが、けれど僕は周囲の人間に対して極端なまでの差を感じているのだから、やはりこうとしか例えられないんだ。

　僕が周囲の人間に対して、抱く思いはただ一つ。

　圧倒的な不公平感だけだった。



　疑問があるとその答えを立ち所に導き出し、すぐさま理解してきた僕が、初めてすぐさま解けない疑問に直面したのは、小学五年生の冬のことだった。

　自分が優れた人間だと自覚していても、それをひけらかすことは対人関係に置いて決してよい結果を生まないことくらい物心ついたときにはわかっていたので、僕は決しておごらず謙虚に努めていた。

　そのため、当然のごとく友人は多く。小学五年生のその冬の日も友人の家に遊びに行っていた。

　そこで友人の一人が若い女の裸がいっぱい写った……俗に言うエロ本を見せてきた。そういう類の書籍の存在は漠然と知っていたが、現物を見るのは初めてだった。

　僕以外の四人の友人達が、多いに盛り上がる中。僕は一人ひどく困惑していた。

　女の裸を見ることのどこがおもしろいの？

　ただ、みんなにそう問いかけるのは憚はばかられた。僕は本能的にその問いをしないほうが得策だと察していた。表面的には、みんなと同じように盛り上がってみせ、「興奮するぜ」という友人の言葉をそのまま意味もわからず「ああ、興奮するな」と返していた。

　一人、友人宅から自宅へと帰る道すがら。僕は大いなる悩みの渦中にいた。

　興奮？

　なぜ女の裸を見て、興奮するのだ？

　友人の下腹部が膨らんでいたのを思い出した。

　あれは、勃ぼつ起きと呼ばれる現象のはずだ。

　帰宅した僕は、なぜ女の裸を見て勃ぼつ起きをするのか知りたくて、まず辞書で「勃起」という言葉を調べたら……、



『ぼっき【勃起】　　　　　にわかにむくむくとおこりたつこと。ふるいおこること』



　と説明してあり、結局全く意味がわからないので、ネットで調べることにした。

　その結果、男が女の裸を見て性的に興奮するというのは至極自然のことのようだ。僕には奇異に思えた友人四人の興奮も、なんら問題のない自然な反応というわけだ。

　では、なぜ僕は興奮しないのだろうか？

　件くだんのエロ本で、全裸を曝さらしていた女の人とは面識はなく、その素性や人間性などがわからなかったからだろうか？

　いや、ネットで知り得たいくつかの情報を統合すると、

　素性や人間性など関係なく、よっぽど見た目の悪くない若い女の裸なら男は興奮する生き物のようだ。すなわち誰だれでもよいと言って過言でないほど広範囲の女性が、性的対象になりうるのだ。それは初対面であるなど全く意に介さないようなのだ。

　もしかしたら。

　性の目覚めと呼ばれるようなものが僕にはまだ訪れてないのだろうか。

　同世代の人間を「未熟である」だとか「幼稚である」と心の中で見下している僕が、ともすれば性に関しては成長が遅いのだろうか。

　まあ、いい。

　女の裸を見て、興奮（ムラムラするというのがどういう気持ちかよくわからない）してる時間が人生にとって有意義な時間であるとも到底思えない。

　神様より与えられたこの傑出した頭脳を、僕は有効に使わなくてはいけない。

　性的興奮などというよくわからないこと（おそらく低俗）を考えるのはよそう。どうせ近い将来、僕にもそういったことへの興味が湧わいてくるはずだ。

　このように僕には自分のことを客観的に見ることができ、不毛なことをうだうだと悩まない賢さがあった。

　しかし。

　一年半が過ぎて、中学生になろうとも、なにも変わらなかった。

　僕は女の裸を見ても、さして愉快な気持ちになれないままだったのだ。

　なぜだ？

　ここでまた疑問が沸いた。しかも小学五年の冬の頃ころとは違い、僕は最近よく勃起するようになっていた。

　でもその勃起の要因は、視覚情報などでもたらされた性的意欲によるものではなく、衣服などが陰茎に擦こすれたことによる末まつ梢しよう神経刺激に起因するものであった。あと、朝起きた直後にも勃起しているが、男とはそういう仕様の生き物のようだ。

　洋式トイレで用を足す際、勃ぼつ起きしたままだと大変に不便である。何かの折りに突然いきり立つ自分のそれを煩わしく思うようにもなっていた。

　同級生のようにエロ本を見ても全く性的興奮は覚えない。

　自分が買ったエロ本がよくなかったのかと思い、何人かの友人にお勧めのエロ本を貸してもらった。

　エロ漫画（普通のマンガを読むのと変わらない。だって絵だし）。

　巨乳（肩こりそうだな。あ、メロン食べたいなと不意に思う）。

　金髪美女（外人の全裸ってオシャレなポスターみたいだ）。

　コギャル（なんか汚い）。

　縄で縛られてるやつ（コント？）。

　熟女（……ホラー？）。

　全然ダメだった。

　だから、自分は定期的に勃起するそれを機械的な動作でしごき、無感動に精液を出した。小便や大便と同じただの排はい泄せつ行為だ。

　写真や動画のように間接的に見るというのがダメなのではないか、と考えた。

　直接、女の裸を見れば、興奮できるんじゃないか。

　さっそく僕はクラスで一番カワイイと評判の女の子に告白して、その子とつきあうことにした。

　女の子とゴハンを食べ、他愛もない話を聞かされ続ける時間は実に苦痛で、微み塵じんも楽しさを覚えるものではなかった。だが、僕は目的のために我慢するくらいの忍耐力は持ちあわせている。彼女の話を聞く間は円周率を脳内で諳そらんじたり。宮みや沢ざわ賢けん治じの名詩を暗唱したりして耐え難い時間をやり過ごした。雨ニモマケズ風ニモマケズ。

　そして、遂に。

　何回目のデートで自室に招いた彼女にキスをしてみた。

　だが、興奮はおろか、ささやかな喜びの感情すら湧わいてこなかった。

　互いの唇が触れる行為は、ただ皮膚が接触しただけという意味しかないのだ。

　試したことはないが、僕にとってキスとは、互いの足の親指を触れあわせた際に得られる感覚及び感情と、大差ないと思われる。

　僕はキスのあとに、彼女に言ってみた。

「おっぱいを見せてくれ」と。

　ムードもへったくれもない僕の出し抜けなお願いに彼女は当惑した様子だったが、恥じらいながらも上半身の衣服をたくし上げ、発育途中のわずかに膨らみかけた乳房を見せてくれた。

　凝視する僕に彼女は顔を赤らめていた。彼女のその恥じらいの表情もまた興奮を覚える対象なのかもしれないのだが、僕はひどく冷静な心持ちでそれらを眺めていた。

　クラスで一番カワイイとされる女の子のおっぱいを見ているというのに、全くの無感動だった。

　なぜ、興奮できないんだ。

　漠然とした不安が僕を襲った。

　内心の焦あせりを悟られないように、僕は恥ずかしがりながらも初めて男に乳房をさらした彼女に「とても綺き麗れいだ」と言ってあげた。だらしくなく興奮した調子ではなく、クールに格好良く言えたと思う。

　僕の心は冷え切っていたんだから、クールに振る舞えるのは当然だ。



　おっぱいではダメだった。

　素すっ裸ぱだかを見なくては興奮しないものなのかもしれない。

　彼女にアソコも見せてくれと頼んでみるか。

　というより、もうセックスをしてみるのがいいのかもしれない。

　セックスは、童貞の男子にしてみれば人生の一大目標であり、場合によっては億の大金にも劣らぬほど魅力的な行為に位置づけされてるようだ。

　人間だけじゃない。霊長類だけじゃない。ほ乳類だけじゃない。

　自然界は、四足歩行も鳥も魚も虫も交尾交尾交尾ビバ交尾。

　生命誕生以来、まさにこの世は交尾の繰り返し。

　連綿と続く生命の歴史とは、すなわちセックスの歴史。

　それほど天文学的な数の生命体がセックスをしてきたのは、純粋な子孫繁栄欲からではない。快楽を求めているからだ。

　よってセックスをすれば、途と轍てつもない気持ち良さを味わえるはずだ。

　というわけで、僕は中学一年のＧＷに彼女とセックスをした。

　愕然とした。絶望と言ってもいいかもしれない。

　女性にとってみれば初めてのセックスは、いまいち気持ちよくなかったり、痛いだけというのはよくあるだろう。でも、男はちゃんと射精まで至ったら、普通気持ちよさを感じられるのではないのか？

　達成感とか充足感とか感じられるのではないのか？

　いささか自分の手でするより案配の悪い女性器の中で、陰茎をピストン運動した行為後、僕が感じたのは、肉体（主に腰）の気け怠だるい疲労だけである。

　陰茎への外的刺激は、自分の手で行ったほうが格段に楽であるという教訓も学んだ。

　セックスをしてもダメ。

　ひとまず僕に性的興奮や快楽をもたらしてくれない彼女に有用性はない。バイバイだ。

　別れ話を切り出した際、別れたくない一心で泣きすがる彼女に一抹の同情を覚えたが、この別れは彼女のためだと思って、僕は強硬な態度を崩さず、彼女とは他人になった。きっと僕以外の男は、君とのセックスに多いなる喜びや快楽を見みい出だし、君という存在を大切にすることだろう。君は早くそういう男と一緒になったほうがいい。誰だれかの宝物になりえる君は、僕にはガラクタにしか過ぎないから。

　で、彼女がいなくなった現段階での問題は、ただ一つ。

　いったい、僕の性的興奮はどこにあるのだ？

　僕は、謎なぞの病魔に効く特効薬の調合に明け暮れる研究者のような気分で、中学一年の一学期を過ごしていた。

　恒久的な疑問と常に向かいあうのは、実にストレスがたまる。

　僕のストレス解消は、図書室で本を読むことだった。

　昔から不動の一番の趣味は読書だ。でも、中学入学以来、図書室で読める本は日本昔話の絵本だけになってしまっていた。

　絵本の世界には「性」がないからだ。

　最近は小説だけじゃなく、好きだった少年マンガすらも全く読まなくなっていた。

　少年マンガでヒロインのパンチラシーンがあると不愉快になるのだ。僕には白い布以外の意味がそこにはないから。

　それにパンチラなどのシーンがなくても、物語には当然男女がいて、ジャンルはなんであれ、恋だの愛だのは物語の常連レギユラーだった。

　そして、その恋や愛の延長線上には性行為が待っており、それは僕にとっては未知の世界だ。未知の世界について書かれた本を読むのは、無機質な化学式が並ぶ教科書を読むより遙はるかにつまらなかった。

　だから日本昔話は実にいい。

　狸たぬきやカメや犬に猿、ウサギに鶴つる。人間がでてきたとしても、おおよそ性行為とは無縁そうなじいさんとばあさんだらけ。

　絵本は、僕の悩みをつかの間紛まぎらわしてくれた。幼児のように絵本を愛読する。

　でも、中学生が図書室で絵本を読むというのは、格好のいいものではない。

　大抵いつも無人の図書室ではあったが、予期せぬタイミングで誰だれが入ってきてもいいように、傍らには常に別の本を置いていた。

　その日、置いていたのは、海外翻訳もののミステリー小説だ。

　人が殺され、誰が殺したか、なぜ殺されたか、凶器はなにか、それらの疑問が主題となった物語にも不意打ちのようにロマンスなシーンがある。僕の中では有害図書扱いとし、決して読むことはないジャンルの本だ。

　日本昔話屈指の復ふく讐しゆう劇である『さるかに合戦』を読んでいると、図書室に女子生徒が入ってきた。僕は慌あわてることなく絵本を隣の椅い子すの座面に置き、ミステリー小説を読んでるふりをした。何度も読んで知っているが、哀れな猿の末路を早く読みたい。

　でも、女子生徒は図書室をサッサと出て行ったにもかかわらず、僕は臼うすに潰つぶされる猿の物語には戻れなかった。

　開いたままのミステリー小説のページに、僕の意識は奪われていたのだ。

　そのページの左端には、挿絵があった。

　自分のお腹を押さえる若い女と、重なるようにして描かれた男の背中の挿絵だった。

　右ページの本文に目を通す。

　どうやらこの挿絵は、通り魔に刺された直後の女性と通り魔の男のようだった。

　僕はなぜか、挿絵から目が離せなくなった。

　女の人は自分の身になにが起こったのかわからないといった顔をしている。男の手元のナイフ（刃渡りはわからないが）が、柄の部分まで女性の腹部に刺し込まれている。



　――気持ちよさそうだな。



　挿絵を眺めていて最初に浮かんだ感想が、これだった。

　え？

　僕はどこを見て、そんな感想を抱いたんだ？

　……男の握るナイフだ。



　――女の人をナイフで刺したら、気持ちよさそうだな。



　僕は不意に自分の中に芽生えた反道徳的な考えに慄りつ然ぜんとしたが、そんなものは圧倒的な興奮の前に消え失せた。そうなのだ。僕はこの挿絵を見ながら、強烈な性的興奮を覚えているのだ。

　小遣いを浪費し、猥わい褻せつな本を数十冊も買ったり、

　夜通しネットで卑ひ猥わいな動画を違法にダウンロードしても、

　同級生の美少女とセックスしても、

　興奮とは程遠い無感動の世界にいた僕が興奮している。

　とにかくこの挿絵の女性の顔がいい。想像力を掻かき立たてられる。

　驚き、怯おびえ、痛み、苦しみ、様々な感情が一度に襲ってきたような表情に僕には見える。最高にセクシーな女だ。

　力強さを感じさせる男の背中には憧あこがれすら覚える。柄の部分しか見えていないのにナイフはまるで男性器のように、とびっきりいやらしく見える。

　僕は、初めて我が身に訪れた性的興奮に戸惑い、そして歓喜した。

　冷静ではとてもいられなかった。

　無人の図書室で僕はズボンのチャックを降ろし、性器を出すとしごき始めた。

　脳みそが痺しびれたように、気持ちよかった。

　今までの味気ない排はい泄せつ行為とは全くの別ものだ。

　挿絵を一点に見つめたまま、あっという間に果てた。

　いつも射精後に味わう虚むなしい気分はなく、代わりに胸の奥がホッと温かくなるような充足感を得た。

　これが快楽、性の歓びなのか。

　挿絵の一ページを千切り、僕はそれを手持ちのクリアファイルに仕舞った。

　これは友人にはオススメすることのできない僕のオカズだ。



　挿絵を手に入れてからの二週間は、これまでの僕の人生で最も快楽に身を任せ、鼻風邪をひいたときよりもティッシュペーパーを消費をする日々であった。

　放課後は一目散に帰宅した。

　一秒でも早くオナニー（「自慰行為」なんて気取った言い方じゃなく、乱暴に「オナニー」と言うのがこの性衝動にはお似合いだった）がしたかったのだ。

　だが、そんな夢のような日々は唐突に終わりを告げた。

　大いなる性的興奮を僕に与え、性の歓びを教えてくれた挿絵であったが、飽きがきたのだ。

　同級生達は自慰行為に用いるオカズを多種多彩に取りそろえ、まるで秘宝館でもオープンするかの如ごとく、新たなエロ本、新たなアダルト動画を次々と収集している。まれに破棄や友人への譲渡なんかもしているようだが、僕の場合は同級生からのエロ本の配給はいらなかった。

　性癖が特殊過ぎるせいだ。

　新しいオカズは全然手に入らない。

　ネットでも調べてみたが、女性が通り魔に刺されている画像や動画は見当たらなかった。僕の検索の仕方が上う手まくなかったせいではないと思う。

　僕にはこの挿絵しかない。

　斜めにしてみたり、逆さにしてみたり、部屋の壁に貼はり望遠鏡で覗のぞいてみたり、拡大鏡で覗いてみたり、質のいい紙にコピーしてみたり、スキャナーで読み取ってＰＣの画面でみたり、僕は苦し紛まぎれに唯一のオカズの味付けを変え、自分の下半身にぶら下がった排尿を主目的とした肉の棒を慰めた。

　図書室でしたときみたいに痺しびれるような快感も充足感も全く得られなくなり、自慰行為後は侘わびしい気持ちだけが残るようになった。思いっきり屁をこいたときのほうが、自慰行為より気持ちいいくらいだ。



　小学校よりも同級生の数が増えた中学校生活。

　僕は小学生のときよりも、さらにモテるようになっていた。

　でも、隔週ペースで女の子から告白されても誰だれともつきあうつもりはなかった。キスもセックスも興味ない。下心なしでは、女の子の延々と長いオチのない話など聞いてられなかった。国会中継で政治家の愚にも付かぬ答弁を聞いてるほうがよっぽど愉快だ。

　そして、ある日。

　いつものように、交際を申し込んできた女の子をなるべく傷つけないように断っていると、ある考えがよぎった。

　僕はもの凄すごく損をしているのではないか、という発想だ。

　例えば、僕がもし普通ノーマルの性癖を持っていたとしたら、容姿もよく、頭もいい僕は当然美しい女性となんの問題もなく結ばれたことだろう。

　そして、自分の好きなその女性と三日に１回の頻度でセックスすれば、月にして10回。年にして１２０回。閏うるう年は年１２１回。

　すると二十年で２４０５回、性的に気持ちいい行為ができるわけだ。

　この考えに、ギョッとした。

　２４０５回分の快楽が得られないというのは、人生における一体どれほどの損失なのだろうか？

　僕のように異性にモテる人間であれば、容易に手に入れられるであろう２４０５回の世間一般でいう快楽が、僕には快楽とは程遠い無意味で無価値な行為でしかない。

　主な理由が、洋式トイレで排便や排尿をしやすくするために（勃ぼつ起きしっぱなしだと邪魔くさい）行い続ける自慰。

　なんて、理不尽なんだ。

　この性欲を食欲に変換して考えてみれば、僕の身に起こってる圧倒的な理不尽さがよりわかる。

　例えるなら、まるでみんなが美お味いしいご馳ち走そうを食べてる横で、一人流動食だけで生き続けるようなものだ。

　僕は綺き麗れいな女の人やカワイイ子と、気持ちいいことが一生できない。

　僕は終わってる。

　性において絶望的だ。

　だって、何の取とり柄えもないモテない男であっても、女性と一生触れあえないわけではない、風俗がある。

　なにより僕と大きく異なるのは、自慰行為は楽しめる。

　自慰行為のネタは、ネットやコンビニに溢あふれんばかりにある。

　僕にある自慰行為のネタは、図書室で破ってきた小汚い本の色あせた挿絵の一ページだけだ。

　途方もなく多くの人間がその人生で得られる性の歓び。僕が望めば、美しい女性とのセックスも可能なのに、僕にはそれが不要。意味をなさない。

　あんまりじゃないか。

　ひどいじゃないか。

　僕は誰だれよりもモテるんだ。

　僕のことなんてろくに知りもしないくせに、面識のない女の子がいきなり僕を好きだと言ってくるんだ。顔だけいい女。顔と身体からだだけいい女。なんでもやってくるんだ。

　適当に話の聞き役に徹して、時間の浪費としか思えないデートを我慢して幾度か重ねれば、僕に惚ほれてる女の子達は、同級生の男子が泣いて羨うらやましがる性行為をたっぷりさせてくれるというのに……。

　それは僕には、全く要らないもの。

　悲惨？　不幸？　まさに悲劇的な状況だ。

　そして、僕はあることに、はたと気づいた。

　僕だって、性的興奮を得られる方法があるじゃないか。

　ナイフで刺された女の人の挿絵で、興奮を覚えたんだから、話は簡単だ。

　僕自身が女の人をナイフで突き刺せば、強い快楽すなわち性の歓びを得られるんじゃないか。

　これはいい。名案だ。

　こんな簡単なことに今まで気づけないでいたとは、僕としたことが抜かっていた。

　一瞬、ナイフで刺される女の人は可哀想ではないか？

　という考えがよぎったが、そんなものはすぐさまなくなった。

　どこの誰だれにも僕の快楽を邪魔する権利などないことに気づいたのだ。

　自分が気持ちよくなるために、他人を傷つけるのは身勝手極まりない行為だなんて非難されるわけない。

　だってそんなこと言ったら、『僕だけ一生、性的に満たされる気持ちを味わうな』ということになる。

　そんな馬ば鹿かげた話があってたまるか。

　僕よりありとあらゆる面で劣っている人間達が、気持ちいいことをしまくれるのに。

　僕だけ我慢しろなんておかしいだろ。

　そんなの不公平だ。不平等だ。

　よし、やろう。

　よし、刺そう。

　中学一年の夏に、僕はそう決意したのだ。



　セックスをする前には避妊のためのコンドームをちゃんと用意しておくように、女の人を刺す前には、刃物をちゃんと用意しておくのが大事だ。

　手近なところで調達するなら、ホームセンターで包丁は容易に入手できる。

　だが、やっと初めて女性の身体からだを使った性の歓びが実現するというときに、ネギでも切るような特価品をパートナーにはしたくない。

　いや、パートナーという言い方はしっくりこない。

　刃物はいわば、僕の分身なのだ。

　男性器を女性の中に挿入しても快楽を味わえない僕の代わりに、女性の中へと入っていくもの。

　刃物はいわば、僕のペニス（陰茎という堅苦しい呼称ではなく、ペニスと力強く叫びたい）なのだ。

　こう考えると、決めかねていた刃物選びがスムーズになった。

　僕のペニスなわけだから、見た目が格好良くなきゃいけない。

　コンビニに強盗に入るわけではないのだから、包丁などお呼びでない。

　やはりナイフが必要だ。

　でも一概にナイフといっても、様々なものがある。

　僕はナイフマニアではない。ナイフに対しての造ぞう詣けいもない。

　どうやって、数多のナイフから自分のペニスを探すか。

　だが、悩む必要はない。

　刃長がおよそ11・５センチのナイフを見つければいいのだ。

　11・５センチ。

　それは僕のペニスが勃ぼつ起きしたときの長さなのだ。



　ナイフの通信販売サイトでは、【親類者の同意が無い限り二十歳未満の方には販売致しておりません】と、注意書きがあった。

　実際クレジットカード決済でしか購入できないサイトもあったが、それはむしろ一部で、大半のサイトは代金引換や口座振り込みで購入可能だった。要は中学生でも簡単に購入可能というわけだ。

　僕はあるサイトで、お目当ての刃長11・５センチのナイフを代金引換で購入した。

　料金は税込み１０２９０円だった。

　夏休み中なので、配送の時間帯指定を日中にした。

　ナイフが届けられる日は、朝からソワソワした。

　そして午後一時過ぎ。一流と称される企業のデスクで精力的に仕事をこなす父と、一流と称されるホテルのレストランで優雅にランチを愉たのしむ母の知らないところで、僕はナイフという名の性器を手に入れた。

　実物はサイトで見た写真より遙はるかに素晴らしかった。

　よく磨かれた鏡のような刃の美しさ。人間工学に基づいたグリップデザイン。握ると実際の重量以上にズシッと重く感じた。

　性器は黒いほうがいいかと思い、刃の部分は夜間反射防止用のブラックコーティングの施されたものがいいかなと悩んだが、こっちにしてよかった。

　刃は輝くようにキレイでなくてはならない。僕という人間と同じように。



　ナイフを懐にしまい、街を歩いた。

　警察官に所持品検査をされたら、ナイフを持ち歩いてる正当な言い分はないが、夏休みの昼中にただ街を歩いてるだけの中学生に目をつける警察官がいるとは思えない。

　外出先では、せいぜい僕の容姿に見とれた同世代の女の子が、僕に目を奪われるくらいだ。

　懐にナイフを隠し持ったまま、街行く女性にナイフを突き刺すイメージをしてみる。

　裸が見たい、キスがしたい、というのではなく、ナイフで刺す対象として女性を見るとハッと気づくことがあった。

　女性とは、かくも魅力的な存在だったのか。

　僕はこのとき人生で初めて、女の人を下心のある目で眺めた。



　ナイフを手に入れてからの三週間は刺激的な日々だった。

　懐にナイフを所持したまま、昼間の住宅街、夕方の公園、夜の繁華街を練り歩き、街行く女性を脳内で刺し続けた。

　女性の柔らかい肉と温かな血をブレンドして突き進むナイフ。女性は突然の状況を理解できず、困惑の顔を浮かべることだろう。

　いや、そんな単純なわけがない。

　衝撃、動揺、疑問、自失、錯乱、痛苦、唖あ然ぜん、恐怖、不快感、吐き気、不審感、様々な考えや感情、身体的反応があるはずだ。

　僕は、刺されたあとの女性の反応を一人一人想像し、街中を勃ぼつ起きしながら歩いた。

　同級生のとある男子が、エロ本やアダルトＤＶＤなどは見ず、クラスの美少女とのいやらしい行為を想像して、そのイメージをオカズに自慰行為をすると聞いたことがあったが、こういうことだったのかと合が点てんがいった。

　人間の想像力や、素晴らしきかな。

　確かに想像するだけで、二度くらい体温が上がるような興奮を覚える。

　しかし。

　想像だけで満足できたのは、三週間だけだった。

　永遠に叶かなわない夢は、虚むなしいもの。

　永遠に実現できない想像もまた、どこか虚しいものだ。

　僕は同級生の男子とは違う。同級生の男子はクラスの美少女と一生いやらしい行為はできないだろうが、僕の想像は実現できる。

　僕のは想像であり、これから実践することのイメージトレーニングでもあるのだ。

　ちなみに同級生の男子が想像の中で美少女にさせていたフェラチオという行為を、僕はその美少女に実際してもらったが、全く快楽を覚えるものではなかった。

　口はゴハンを食べるものであって、男性器を咥くわえるものではない。

　僕の考えは間違ってはいない。



　中学一年の二学期になり、僕はどの子にナイフを刺そうか真剣に悩んでいた。

　性の歓びを得られる行為を女性相手に初めてするという意味では、ナイフで刺す行為はまさにセックスであり、僕の脱童貞行為と呼べる。

　あまりに女性にモテなくて、がっついてる男でない限り、普通童貞を捧ささげる相手は誰だれでもいいとは思わないはずだ。

　同級生の男子はよく同じクラスの女の子に好意を寄せているようだが、僕は別に身近から探すことはない。

　街中から最も好みの女性を見つけ出そう。

　そして、僕は彼女と巡り逢えた。

　僕より一歳年下の小学六年生の少女。

　いつも一緒に下校しているひどくちんちくりんな少女に、「ミルモ」（本名じゃないよな？）と呼ばれてる少女。

　大きな瞳ひとみ、先が丸めの愛らしい鼻び梁りよう、下唇はプクッと膨らんでいて、可愛かわいらしさと美しさが絶妙に共存した顔であった。

　彼女のその輝くような容姿はこれからさらに磨きがかかり、周囲の男共から性的対象として見られ始めるだろう。

　だが、今が彼女の人生史上最も美しいとも思える。

　彼女の無邪気な笑顔には汚れがない。おそらく「ペニス」や「セックス」や「オナニー」とは無縁の世界で生きているんだろう。

　でも、これからはそうではいられない。

　中学校に上がると、まるで組織的に大がかりな伝言ゲームが始まったかのように、同級生達は同級生達に性の知識をもれなく垂れ流す。そして、女子はそうでもないと思うが、男子の大多数は頭の中が性への興味でいっぱいの歩く性欲と化す。

　そんな男子共は、彼女の愛らしさに気付き、夜よ毎ごと自分に都合のいい想像妄想を巡らし、精液を吐き出すだろう。やつらは誰もが脳内では性犯罪者なのだ。

　中には、彼女に告白する男子も現れ、彼女は誰かとつきあうことになるだろう。彼女もまた恋愛に興味のある年とし頃ごろのお嬢さんなのだ。

　そして、下心を隠すために大おお袈げ裟さに優しい男に彼女は唇を許し、それ以上の行為をも許すのだろう。

　そのときには彼女の身体からだはより女性的な発達を遂げて、美しい大人おとなの女性になっているはずだ。

　しかし、男性経験を積んだ未来の彼女が、果たして美しいのだろうか？

　いや、そんなことはない。

　陰茎が未侵入の女体が一番美しいはずだ。世の中の大半のものは未使用新品に限る。

　決めた。

　僕の童貞は、彼女に捧げよう。



　僕の性欲を受け止めてくれる相手は決まったが、ナイフで刺すのは慎重に行わなければならない。

　大変腹立たしいのだが、僕が性的に満たされる行為は合法ではなく違法なのだ。

　うまく立ち回らなければならない。

　警察にお世話になるような事態に陥れば、たちまち僕は今日まで築き上げた多くのものを失い、未来も自由も奪われてしまうだろう。

　だが、性の歓び獲得行為（通り魔的犯行という粗暴な呼び方は全く相応ふさわしくない）は、ヘタさえ打たなければ警察になど捕まりはしないはずだ。

　殺人に関して日本の警察の検挙率（法務省作成の犯罪白書参考）は、ここ何十年も95％前後を推移しているようだ。実に我が国の警察は優秀だ。数字的に見ると、人を殺せばほぼ捕まるといった印象だ。

　しかし、通り魔的犯行の殺人となると、その検挙率は確実に落ち込む。

　理由はなぜか？

　簡単だ。

　一面識もない人間を襲っているのだから、犯人を逮捕するための重要な手がかりである被害者との接点がもはや無いからである。

　確か目撃証言や有力な物的証拠でもなければ、現行犯逮捕以外での犯人特定は難しいだろう。

　僕は上じよう手ずにやり遂げてみせる。

　僕なら人殺しだって、優等生になれるはずだ。



　性の歓び獲得行為実行日をいつにするか考える。

　ミルモは小学生であるため、僕より早く学校から帰る。

　ミルモの通う小学校は僕の通う中学校から自転車で三十分は離れた場所にあった。

　さて、狙ねらい目は何曜日なのか？

　中学校の授業が五時限で終わり、小学校は六時限まで授業があるのは……水曜日か。

　よし、今度の水曜日に決行しよう。

　実行予定日が決まると、胸が沸き立ってきた。

　僕にはその気持ちはわからないが、本などで知ったところによる次のデートで彼女とエッチをするぞと決めている男のワクワク感に似ているのかもしれない。次の尾行で刺殺するぞ。

　僕は実行予定日までは、ひどく穏やかな心地で過ごしていた。

　ミルモという少女に感謝した。

　彼女のような美しい存在が僕の前に現れてくれた奇跡のような偶然に、感謝した。

　すると、名前も顔も知らないミルモのご両親に対しても感謝の気持ちが湧わいてきた。

　ご両親のおかげで、ミルモという素晴らしい存在がこの世に誕生した。

　そして、その素晴らしい存在のおかげで、僕はきっと性の歓びを得られる。

　心の中での感謝だけでは足りない。

　ミルモのお父様とお母様になにかしてあげたい。

　そうだ。

　お守りを送ろう。

『安産祈願』のお守りを送ろう。

　ミルモは僕の性の歓び獲得行為の主役になってくれたあと、残念ながらもう二度とその行為の主役にはなれない。

　だから、ミルモのお父様とお母様にはまたミルモのような素敵なお嬢さんを産んでいただきたい。

　そうすれば十数年後の未来、その女性は僕の性の歓び獲得行為の主役になってくれることだろう。

　ああ、なんて素晴らしき未来予想だろう。是非そうなってほしい。

　僕は市内の彩いろどり神社にて安産祈願のお守りを購入し、それをコンビニで買った茶封筒に入れると、尾行ですでに住所のわかっているミルモの家のポストに持って行った。

　こんな素敵なプレゼントに郵便局員の手など借りたくはなかった。

　楽をしてはいけない。まごころとは手間暇をかけなきゃ届かないのだから。

　そして、実行日。

　三時過ぎの校門に、ミルモが一人でてきた。

　いつも隣にいる首からカメラを提さげたちんちくりんの姿はなかった。

　ちんちくりんがいた場合は、Ｔ字路で二人がそれぞれの家の方向に別れたあとに、一人になったミルモを狙ねらおうと思ったが、どうやらＴ字路まで待たなくてもいいようだ。

　さあ、ミルモのあとをつけるとしよう。

　夕方。人目のない場所にさしかかったら、行為を始めるとしよう。

　しかし、この日のミルモは、僕の予想外の行動を取った。

　自宅へ真まっ直すぐ帰るものと思っていたのだが、一人で寄り道をし始めたのだ。

　ミルモは自分の家とは反対方向に進み、目的のわからない寄り道は、やがて南区にまで行き着いた。

　最初は誰だれかと会う約束でもあるのかと勘ぐったが、そうではないようだ。

　あっちこっちに無計画に歩いているようで、まるで野良猫の散歩であった。

　なにはともあれ。

　ミルモが人ひと気けのない住宅街を歩いていてくれるのは好都合だ。

　寄り道で、彩駅のほうに行かれては、行為を延期するより他ほかなかった。

　ミルモは、車一台がやっと通り抜けるような路地へと入っていく。

　僕は内心ほくそ笑んだ。

　まるでミルモは自分が性の歓び獲得行為の主役だとわかっていて、僕が行為を実行し易やすい場所に自ら進んで移動してくれてるように思えた。

　さあ、いよいよだ。

　僕はベルトに挟んでいたナイフという名の性器を握る。

　胸が張り裂けそうなほど緊張している。でもその場でスキップしたくなるようなワクワク感が何にも増して強かった。誰だれだって、初めてのセックスの前は上う手まくできるかどうかの不安と、未知の快楽の扉が開いたことへの喜びを味わうはずなんだ。

　僕は喜びの真まっ直ただ中なかにいた。

　冷静に努めようとしていたが、もはや強すぎる性衝動に飲み込まれて、僕は性の野獣と化していた。

　でもお祈りだけは忘れない。心の中で呟つぶやく。

「ミルモのお父様、ミルモのお母様、こんな素敵な女の子を僕のためにこの世に誕生させてくださってありがとうございます。では、いただきます」

　もう声になって出ていた。

　僕はミルモの背後に一気に近づいた。

　声をかける。これっぽっちの警戒心もなく振り返るミルモ。カワイイ。刺す。ミルモの幼い顔が歪ゆがむ。勃ぼつ起き。刺す。キレイだ。刺す。ミルモと目があったまま刺す。ケータイで撮影するのを忘れちゃいけない。汚い地面に転がった美しいミルモを撮影する。刺す。撮る。刺す。撮る。撮る。気持ちいい。撮る。ああ。気が付けばズボンの中で射精していた。

　性の歓び獲得行為は終わった。

　時間にして、ほんの二分くらいか。でも確信を持って言える。この時間こそが僕の人生で最も有意義で甘美な時間であったと。

　僕は恋人達の別れのキスのように、別れの刺突をして、その場から退散した。

　誰にも見られてはいない。

　現場には僕に繋つながる証拠はない。

　僕は見事脱童貞を為し遂げたんだ。

　胸に残るのは、言葉ではとても言いつくせないほどの性の歓び。性の喜び。性の悦び。

　ヤッター。ヤッター。ヤッター。ヤッター。ヤッター。

　歌うようにそう呟きながら、僕は家に帰った。



　翌朝にはミルモの事件は、新聞やテレビのニュースを賑にぎわしていた。

　ミルモの名前は三みつ石いし留る萌もいというのか。

　尾行した際に表札で苗字は知っていたが、下の名前は知らないままであった。留萌か、ミルモに似合いの可愛かわいい名前だな。

　そんな風ふうに暢のん気きにニュースを眺めていた僕は、すぐさま衝撃を受けるはめになった。

　ミルモが意識不明の重体であると報道されているのだ。

　ミルモは死んでいない。

　何事もそつなくスマートにこなせる僕が殺し損ねてしまった。

　やはり初めての性行為は難しいということか。

　ミルモには僕の顔を見られている。

　ミルモの意識が回復するようなことがあれば、僕は一巻の終わりだ。

　しかし、神様は僕の味方をした。ミルモは意識不明のまま目覚めていない。

　よし、ダメだった点を洗い出し、次からの性の歓び獲得行為の精度を上げよう。



　僕も万人と同じように、好みのタイプの女性の秘部に己の陰茎を突き立てることに快楽だったり喜びだったりを見みい出だせれば良かっただろうと思う。

　でも、好みのタイプの女性の身体からだに己の陰茎の分身であるナイフを突き立てないことには、快楽だったり喜びだったりを得られない。

　僕の行為は、前者とは違い、使い捨てタイプだ。

　せっかく見つけた好みのタイプの女性との、心躍る行為もその人とはたった一回しかできない。

　ミルモとのたった一回の性行為を思い出したり、ケータイで撮った動画を見ながら自慰行為に耽ふけったが、それはいつまでも満足できるものではなかった。

　次の性対象が必要だ。

　僕はナイフを懐に街に出た。

　ミルモの事件があったため、通り魔注意を喚起するビラを街中でチラホラ見かけたが、こんなものになんの意味があるのだろう。

　警察は案の定、ミルモとはなんの接点のない僕を見つけられないでいる。ミルモの交友関係にトラブルがなかったか調べてるようだ。小学六年生で人に命を狙ねらわれるほどのトラブルとは、いったいどんなケースがあるのか教えてほしいくらいだ。

　そして、ミルモの次はコハルに性の歓びを与えてもらった。

　コハルというのは古こ賀が遥はる香かちゃんに僕がつけたあだ名である。三みつ石いし留る萌もいがミルモなので、それと同じ略し方をしたのである。

　これで僕の経験人数は二人。同級生に自慢できないのが残念だ。

　コハルとの行為後、満たされた気持ちでいられるのもわずか。また脳内で街行く女性を刺しまくるいつもの日々に戻った。

　そして、僕は今いま以もつて忘れがたい彼女に出で逢あったのだ。

　その姿をひと目見た瞬間から彼女は、僕の中で特別な存在になった。

　黒目がちの瞳ひとみ。知的にスッと引かれた眉まゆ。紫外線など生まれてこのかた浴びたこともないかのような白い肌。

　外見の美しさも際だっていたが、なにより彼女を愛おしく思ったのは、彼女がとても自信なさげな人間に見えたからだ。

　誰だれの目にも触れない日陰に咲く一輪の花のような人だった。

　自分は綺き麗れいな花なのに、自分のことを雑草のように思いこんでいる。遠目に眺めているだけで、彼女はひどく謙虚な人間であり、不器用に生きてきたのだとわかった。

　彼女は他校の中学生で、僕より一学年下の二年生のようだ。

　彼女はいつも一人で下校していた。

　僕はほぼ毎日、尾行した。

　遠目から眺めてるだけなのに、彼女の下校はおもしろかった。

　彼女は道ばたのたんぽぽをジーッと二十分をかけて観賞したり、横断歩道では手を上げて渡っていたり、犬の糞ふんを踏んづけてその場で一人頭を抱えたり、小石をけっ飛ばしながら帰っていたようだが、自分がけっ飛ばし続けていた小石を見失い、小石探しを始めたりするのだ。

　僕は名前のわからない彼女に、僕の中だけの名前をつけてあげた。

　その名はずばり、嫁よめ子こである。

　僕がもし普遍的な性癖だったのなら、おそらく彼女と結婚していただろう。彼女はきっと僕のことを気に入るだろうから、結婚はなんなく実現したはずだ。

　嫁子よ。

　きみと長い時間一緒に過ごせないのが残念だ。

　だけど、嫁子は僕の性の歓び獲得行為の主役になるんだ。だから悲しまなくていい。

　僕はきみの美しさを忘れないからね。

　三人目のナイフの矛先は決まった。

　だが、ここで厄介な問題が僕に降りかかってきた。

　高校への進学だ。

　僕の学力を持ってすれば、受験などわけないのだが、問題は進学する学校だ。

　両親が希望するＴ市の名門私立。

　それは両親が望むまでもなく当然の選択だ。僕の優秀な頭脳をこんな街の高校で燻くすぶらせてはいけないことはわかる。

　でも、この街から離れるということは嫁子からも離れるということである。

　僕は大いに悩んだ。

　いい学校に入ることと、嫁子との性の歓び。

　どっちが大事なのかと。

　そして、僕は受験の当日。

　一つの結論に至った。

　性の歓びは大事だが、女で人生を踏み外してはいけない。

　嫁子とはいずれ必ず性行為をする機会がある。

　今は神様より与えられたこの頭脳を無駄にしないため、遠く離れた街へと進学することにしよう。

　中学三年の三学期。まだこの彩いろどり市にあと一ヶ月は居られるだろうが、焦あせって嫁子の身体からだに僕の性器ナイフを挿入することはあるまい。

　誰だれよりも特別な存在である嫁子との行為を、雑に行うなどありえない。

　念入りにじっくりとしっかりと愉たのしみ尽くさなきゃいけない。

　何ヶ月も予約待ちの高級ディナーを、部屋着みたいな格好で腹もろくに減っていないのに、食べに行くやつはいないだろう。

　嫁よめ子こに性の歓び獲得行為をする際は、綺き麗れいな皿にご馳ち走そうを盛りつけるかのように、丁寧に行うのだ。そのためには今までのような人目につかないところで、ヤるだけではダメだ。

　願わくば、嫁子をどこかに拉ら致ち監禁し、そして、長い時間をかけて幾たびもナイフを突き立ててみたい。

　よし、嫁子とのそんな日を夢見て、今は泣く泣く遠く離れたＴ市に行くとしよう。



　僕は高校生になった。

　ミルモとコハルの動画を見ながら自慰行為をするも、やはりいつまでもそれでは心にどうしようもない渇きを覚えてしまう。

　僕はＴ市でも、性の歓び獲得行為をすることにした。

　気がつけば二年もの間、性の歓びを得ていなかったため、いざ実行すると決めたら我慢ができず、街中で見つけた適当な女の子をサクサクとやってしまった。

　嫁子には遠く及ばないジャンクフードみたいな女の子ではあったが、行為後、飢えは収まり、思いの外ほか、性の歓びも得られた。

　僕はいつでも自分の性癖が人と違うことに不公平さを感じている。

　そんな僕が共感を覚えられる人間は、通り魔に遭う女性だけなんだ。

　通り魔に遭ってしまった女性の理不尽さと、こんな性癖を持って生まれさせられた僕の理不尽さは、きっと同じだから。

　共感を覚える人に出で逢あえるのは、嬉うれしい出来事だ。



　嫁子を遠目から眺めることすらもできないＴ市での暮らしは、ストレスがたまる。

　ストレスがたまれば、当然ストレス解消がしたくなる。

　ストレス解消と言えば、性の歓び獲得行為をすることだ。

　前回はいくらなんでも雑種過ぎた。嫁子の代わりは無理でも、ミルモやコハルクラスの透明感のある美少女がいい。

　そして、望もち月づき未み来らいちゃん（僕の中のあだ名はモチミ）に出逢ったのだ。

　モチミへのナイフ突き刺し作業実行は難航した。

　モチミは常に人の往来の多い道を行き、常に誰だれかと一緒に歩いていたのだ。あるときなど、一緒に帰る友達がいなかった様子のモチミは、タクシーで下校していた。

　ある日を境に、モチミはリカちゃんと呼ばれる人物とだけいつも一緒に帰るようになった。このリカちゃんが実に邪魔くさいのだ。

　リカちゃんはモチミの家まで彼女を送ってから、反対方向の自分の家まで一人で帰っていくのだ。まるでモチミの護衛である。

　僕は頭にきた。

　なぜ僕の行為を邪魔しようとするのだ。

　僕はリカちゃんなる人物が、セックスしてるときや自慰行為に耽ふけっているときがあっても邪魔したりはしない。なのに、僕の性行為は邪魔してくる。

　その報いは受けるべきだ。

　僕はリカちゃんを性の歓び獲得行為の脇わき役やくにした。

　そして。

　モチミとリカちゃんは、僕に素晴らしき性の歓びを与え、この世にお別れを告げた。

　いっぺんに二人とするのは、大きな快楽を僕に与えてくれた。

　これは同級生の男子が理想のシチュエーションだと言っていた３Ｐではないか。

　自慢できないのが本当に残念だ。



　月日の流れ、僕の考えにも変化が訪れた。

　いい学校を卒業することがなんだというのだ。

　そもそも僕のような優秀な人間にとっては、学歴などどうでもいいのではないか？

　やはり性の歓びに勝る大事なものなど人生にはないのだ。

　嫁よめ子こに会いたい。

　高校二年の夏、僕はＴ市の進学校から彩いろどり市で一番偏差値の高い千ち恵え里り高へ転編入することに決めた。

　あれこれと反対する両親を説得するのは骨が折れたが、これも嫁子との再会のため、僕の唯一の反抗期だ。

　嫁子もまた千恵里高に通っていることは、すぐに調べがついた。

　さすが嫁子だ。頭のいい女の人はとても好きだ。

　だが、僕は恐ろしい事実を知ってしまった。

　中学時代、いつも一人だった嫁子が、もう一人じゃなかったのだ。

　高校生になった嫁子はいつも三人の人間と一緒に下校しているらしいのだ。

　僕は愕然とした。

　でも、嫁子はやはり僕のよく知ってる嫁子のようだ。

　約一年半ぶりに見た彼女の顔には、汚れを知らない幼さが残っている。

　僕の嫁子は美しいままだ。

　しかしながら、一緒に下校している人間のことが気にかかる。

　いったいどういうやつらなのだ。

　僕はさっそく嫁子の友人達に接触を図ろうと試みた。

　大変驚いたのだが、ミルモの隣にいたちんちくりんが嫁子の現友達のようだ。ちんちくりんがどういう女の子か気になったが、夏休み中の学祭準備初日に彼女のクラスは休みのようだったので、代わりに丹たん下げという女の子に会いに行った。

　よく肥育された乳牛を思わせる健康的な肉体の彼女は、さぞやナイフを刺したら気持ちよさそうに見えた。

　今日のところはこの乳牛娘と一緒に帰り、嫁よめ子この近況と、あいつがどういうやつなのかそれとなく聞き出してみよう。

　あいつとは当然、嫁子といつも下校している唯一の男のことだ。

　名前だけは、もうわかった。

　池いけ田だ十と勝かちと言うようだ。

　しかも、恐ろしい噂うわさを耳にしたのだが、彼は嫁子とつきあっているというのだ。

　僕の人生初の恋こい敵がたきというわけか。

　彼は学校中で有名な下校好きらしい。



　池田十勝よ。

　そんなに下校が好きなら、下校中に見せてあげるよ。

　僕に性の歓びを与えた美しい嫁子の使用済の姿を。



    

  
    
      



    

  
    
      
エピローグ



「十と勝かちちゃん、うちだってモテるんだからね。男の人に誘われたりすんだからね」

　正面玄関前ロビーには、うちと十勝ちゃんとイケメン君と、外野がいっぱいいる。

　あーぁ、つい感情的になっちゃったケド。

　みんなが見てる前で十勝ちゃんに告白するとか、うち超目立っちゃうコトしちゃった。

　明日からは、うちと十勝ちゃんとキララの三角関係は、きっと学校で一番有名な恋愛ネタになるんだろうなー。

「丹たん下げさん。では、どこに行きましょうか」

　うちと一緒に帰るコトが決まったイケメン君が、嬉うれしそうに聞いてくる。

　クラスの女子達がきゃあきゃあゆってた東ひがし神楽かぐら先輩ことイケメン君には悪いけど、あなたには全然興味ないの。

　今日、十勝ちゃんはキララと帰る。

　あなたと一緒に帰るのは、そんな十勝ちゃんに対する当てつけみたいなもの。利用してごめんね。

　あ、でも、当てつけなんて意味ないか。

　十勝ちゃんは、うちが誰だれと帰ろうと気にしないよね。うちは十勝ちゃんのただの友達だから。

「なあ丹下」

　十勝ちゃんは神妙な声で呼んでくる。

「お願いがあるんだ」

　チョット見たコトないくらい真剣な表情で、うちを見てる十勝ちゃん。

　あれ？　よく見たら十勝ちゃんの足がちょびっとだけ震えてる？

「お願いってなに？」

「……おれ以外の男とは一緒に帰らないでくれないか」

　十勝ちゃんの言葉に周りがざわつく。

「え、ナニゆってんの？」

「言葉通りの意味だ。丹下におれ以外の男と一緒に帰ってほしくねえんだ」

「え。で、でも十勝ちゃんが好きなのは、キララなんでしょ。うちが誰と一緒に帰ったって、うちの勝手じゃん」

　十勝ちゃんはうちの目の前までやってきて、うちの両肩を掴つかむ。え、ナニ？



「おれは千ち歳とせが好きだ。でも丹下も好きなんだ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　十と勝かちちゃんの言葉に、この場のみんな黙る。

「おれはよ。千ち歳とせも丹たん下げも、ついでにさきっぽも、おれの女だと思ってんだ。他ほかの男には手を出させねえ！」

　なんでだろう。

　十勝ちゃんは全然共感できない、むしろ最低みたいなコトをゆってんのに。

　十勝ちゃんが今までで一番格好良く見えた。

「手を出させねえ」って十勝ちゃんの言葉は、他の男にちょっかい出させないって意味じゃなくて、傷つけさせないって意味だって思えた。

　まるで、キララのコトもうちのコトもさきっぽのコトも、守ってみせるってゆってるような、そんな気がした。

　でも、そんな風ふうにカンジたのは、うちだけかな。

　十勝ちゃんがハーレム希望を口にしたと思ってる外野は騒然。

「勝ち越しさんムチャクチャだよ。頼むから休場してくれ！」

　男子の誰だれかがわけわかんないコト叫んだのを、どこか意識の遠くで聞いた。



    

  
    
      
あとがき



　ろーどぐらす４巻が出ました！

　これもひとえに読者の皆様のおかげです。感謝感謝です。

　次の５巻が最終巻になります。

　引き続きろーどぐらすの応援よろしくお願いします！



　神しん明めい解かいろーどぐらすを支えてくださる方々に謝辞を。

　担当編集の児こ玉だまさん、いつも強い味方でいてくれてありがとうございます。執筆が苦しい時辛つらい時とても心強いです。

　絵師のすばちさん、素敵な絵を沢たく山さんありがとうございます。すばちさんの描いてくれるキャラクター達たちは、みんなメッチャ大好きです！

　本ほんのがんこ堂どう様、アニメイト津つ田だ沼ぬま店様、神明解ろーどぐらすをすごくプッシュして頂いただいて、ありがとうございます。嬉しかったです。おいらは忘れません。滋し賀が県や千ち葉ば県に行くことがあれば、北ほつ海かい道どう土産みやげを持って是ぜ非ひ来店させて頂きます。

　校正様、装丁の担当様、営業の担当様。多くの書店様。

　いつもありがとうございます。



　最後に読者の皆様。

　おいらは読者の皆様の存在に、救われている作家です。

　いつも救ってくれてありがとう!!

　本当に、本当に、ありがとう。



　おもしろ小ネタのないあとがきでごめんね。

二○一○年十二月　比ひ嘉が智とも康やす



    

  
    
      　著者

　比嘉智康（ひが・ともやす）

　　１９８４年生まれ。

　　北海道札幌市在住。

　　第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベルズ新人賞＜∧優秀賞＞∨受賞。

　　主な著作は『ギャルゴ！！！！！』シリーズ。全６巻。

　　この冬に最も聞いている曲は、ザ・フォーク・クルセダーズの「悲しくてやりきれない」です。



　　胸にしみます。



　イラスト

　すばち

　　器用な絵描きになりたいです。



    

  
    
      神しん明めい解かいろーどぐらす４
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